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研究実績報告集

は　じ　め　に

　わが国では、かつてどこの国も経験したことのない「超高齢社会」を迎え
ています。人々が健康に老い、心豊かに美しく天寿をまっとうできるような
超高齢化社会を築くことが、日本の将来にとって非常に重要であり、これを
実現することが長寿科学研究の喫緊の課題でもあります。
　そこで、平成20年度より当財団では長寿科学研究に携わる若手研究者の
研究活動を幅広く支援するため、「長寿科学研究者支援事業」により研究費
の助成をしているところでございます。
　このたび、平成30年度に実施しました長寿科学研究者支援事業におい
て、研究助成を行いました15名の研究者から、提出された研究実績報告書
をとりまとめて研究報告集を作成いたしました。
　この小冊子に掲載した長寿科学研究者支援事業の成果が活用され、豊かで
希望に満ちた活力ある長寿社会を創造するための一助となれば幸いです。

　令和元年７月
　

公益財団法人　長寿科学振興財団
理事長　祖父江　逸郎
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長寿科学研究者支援事業
助成実績

年　度
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ʢ୯Ґɿ人ʣ

助成ֹ
ʢ୯Ґɿԁʣ

ผنଓɾ৽ܧ
࠾
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�ଓɿ1ܧ
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2�年度 1� 2�0��1���
��ଓɿܧ
৽نɿ�

2�年度 1� 2�33���5�
�ଓɿܧ
৽نɿ�

2�年度 1� 30�����2�
�ଓɿܧ
৽نɿ10

25年度 10 1�03522��
ଓɿ5ܧ
৽نɿ5

2�年度 10 15�312�2�
�ଓɿܧ
৽نɿ�

23年度 � 150���33�
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৽نɿ3

22年度 � 1�220000� ৽نɿ�

21年度 0 0�
ଓɿ0ܧ
৽نɿ0

20年度 � 1���2�00 ৽نɿ�

ܭ　߹ 123 23��053��
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研究実績報告集

平成30年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

№ 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額 
（単位：円） 継続・新規

1 辻
つじ

　　大
たい

士
し

千葉大学 
予防医学センター
特任助教

健康・介護・医療データ連携による要介
護リスク指標の作成と利活用モデルの構
築

1920,000 継続

2 橋
はしもと

本　祐
ゆうすけ

介
大阪市立大学大学院 
医学研究科　整形外科
講師

変形性膝関節症の早期診断とロコモ体操
における軟骨マーカー変化の検討 727,000 継続

3 田
た

中
なか

　　都
みやこ

名古屋大学 
環境医学研究所
助教

加齢性脂肪組織リモデリングの分子機構
の解明と医学応用 1,920,000 継続

4 佐
さ

治
じ

　直
なお

樹
き

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター
副センター長

レジストリデータに基づいた経口抗凝固
薬を適切に選択するための戦略 1,920,000 継続

5 楠
くすやま

山　譲
じょうじ

二
鹿児島大学大学院 
医歯学総合研究科 
口腔生化学分野　客員研究員

老齢化がもたらす骨芽細胞分化方向の攪
乱と骨量・骨質との連関 1,920,000 継続

6 清
せい

家
け

　　理
あや

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター 
外来研究員

軽度認知症障害および初期認知症をもつ
人への心理的アプローチによる当事者・
家族介護者相互効果検証研究

1,920,000 継続

7 武
たけくま

隈　　洋
よう

北海道大学
大学院薬学研究院
准教授

高齢者の薬物投与量設計に必要な加齢に
よる腎機能および薬物代謝能の定量的評
価

1,917,000 継続

8 清
せ い の

野　　諭
さとし

東京都健康長寿医療センター
研究所
主任研究員

大都市在住高齢者のフレイル予防・改善
のための地域介入研究：クラスター比較
試験

4,558,000 継続

9 合
ごうやま

山　　進
すすむ

東京大学医科学研究所
細胞療法分野
准教授

クローン性造血の予防による健康長寿促
進法の開発 2,880,000 継続

10 橋
はしづめ

詰　　淳
じゅん

名古屋大学
医学部附属病院
医員

嚥下音分析に基づく嚥下評価機器の開発
と高齢者の誤嚥性肺炎予測アルゴリズム
の構築

1,920,000 継続

11 篠
しのはら

原　　充
みつる

国立長寿医療研究センター
分子基盤研究部
標的治療薬開発研究室
室長

高齢者の脳領域間の疾患脆弱性の違いに
着目した認知症の分子基盤の解明 1,918,517 継続

12 平
ひ ら た

田　祐
ゆうすけ

介
東北大学大学院
薬学研究科　衛生化学分野
助教

トランス脂肪酸による細胞老化の促進作
用機構および加齢性疾患発症機序の解明 2,172,000 継続

13 ᖒ
㆕㇏ㆈㆉ
Ԭ　ࢻ�

㆗

ㆮ ダイヤ高齢社会研究財団

主任研究員

ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成
する介護予防事業の構築・継続要因に関
する研究

2,360,000 継続

14 ླ
㆙㆚ㆌ
　ܒ

㆐ㆂ㆙㆐
հ

国立長寿医療研究センター
治験・臨床研究推進センター
治験・臨床研究推進部長

長寿科学への貢献に資する効率的かつ実
用的な臨床研究のモニタリング体制の開
発

1,920,000 継続

15 ക
ㆄ㇁ㆋㆌ
　֞

ㆲ㇍㇆ㆌ
行

名古屋大学大学院医学系研究科
地域在宅医療学・老年科学講座
准教授

日本人の前期高齢者における実態等に関
する調査・研究等のレビュー 5,000,000 新規

合計 34,972,517
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研究実績報告集

平成29年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

№ 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額 
（単位：円） 継続・新規

1 夏
なつ

賀
が

　　健
けん 北海道大学病院 

皮膚科　講師
基底膜蛋白の減少による皮膚老化メカニ
ズムの解明 1,600,000 継続

2 鵜
う

川
かわ

　重
しげかず

和
北海道大学大学院　医学研究院 
社会医学分野公衆衛生学教室
助教

高齢者の認知機能と食習慣、α−ディフェ
ンシン、腸内細菌叢およびその交互作用
の解明

1,600,000 継続

3 杉
すぎもと

本　昌
まさたか

隆 国立長寿医療研究センター　 
老化機構研究部　室長 呼吸器の加齢性変化と疾患機序の解明 1,200,000 継続

4 ૬
ㆀㆂ
ా
ㆠ
　� ५

㆘㇅㇓
東北大学大学院 
歯学研究科　国際歯科保健学分野
臨床疫学統計支援室　准教授

急増する都市部の高齢者のフレイル予
防・介護予防につながる社会環境・保健
行動の研究

273,000 継続

5 ℮
㇄ㆪㆍ㆕㇏
ᖒ　ୖ

㆟ㆎㆵㆿ
࢙

大阪大学 
国際医工情報センター 
寄附研究部門
講師

高齢者の認知機能を改善するニューロ
フィードバック療法の開発 1,600,000 継続

6 平
ひら

野
の

　　優
ゆう 国立長寿医療研究センター　 

長寿診療看護師

高齢者の再入院率に関する研究（診療看
護師によるフォローアップの関わりか
ら）

353,342 継続

7 佐
さ

藤
とう

　敬
けい

子
こ

香川大学 
工学部　知能機械システム工学科
助教

高齢者の視覚特性を考慮した色弁別を補
助するモニタ用フィルタの設計 789,000 継続

8 赤
あかさき

崎　幸
ゆき

穂
お 九州大学病院 

整形外科　助教
長寿遺伝子である FOXO 転写因子の活性
化による変形性関節症治療 1,600,000 継続

9 辻
つじ

　　大
たい

士
し

千葉大学 
予防医学センター
特任助教

健康・介護・医療データ連携による要介
護リスク指標の作成と利活用モデルの構
築

1,800,000 継続

10 橋
はしもと

本　祐
ゆうすけ

介
大阪市立大学大学院 
医学研究科　整形外科
講師

変形性膝関節症の早期診断とロコモ体操
における軟骨マーカー変化の検討 746,000 継続

11 田
た

中
なか

　　都
みやこ

名古屋大学 
環境医学研究所
助教

加齢性脂肪組織リモデリングの分子機構
の解明と医学応用 1,300,000 継続

12 佐
さ

治
じ

　直
なお

樹
き

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター
副センター長

レジストリデータに基づいた経口抗凝固
薬を適切に選択するための戦略 1,800,000 継続

13 楠
くすやま

山　譲
じょうじ

二
鹿児島大学大学院 
医歯学総合研究科 
口腔生化学分野　客員研究員

老齢化がもたらす骨芽細胞分化方向の攪
乱と骨量・骨質との連関 1,800,000 継続

14 高
たかはし

橋　英
ひでひこ

彦
京都大学大学院 
医学研究科
准教授

精神病として超長期入院している潜在的
な前頭側頭型認知症の実態調査 1,800,000 継続

15 清
せい

家
け

　　理
あや

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター 
外来研究員

軽度認知症障害および初期認知症をもつ
人への心理的アプローチによる当事者・
家族介護者相互効果検証研究

1,800,000 継続

16 武
たけくま

隈　　洋
よう

北海道大学
大学院薬学研究院
准教授

高齢者の薬物投与量設計に必要な加齢に
よる腎機能および薬物代謝能の定量的評
価

1,996,660 新規

17 清
せ い の

野　　諭
さとし

東京都健康長寿医療センター
研究所
主任研究員

大都市在住高齢者のフレイル予防・改善
のための地域介入研究：クラスター比較
試験

1,060,322 新規
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№ 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額 
（単位：円） 継続・新規

18 合
ごうやま

山　　進
すすむ

東京大学医科学研究所
細胞療法分野
准教授

クローン性造血の予防による健康長寿促
進法の開発 3,000,000 新規

19 橋
はしづめ

詰　　淳
じゅん

名古屋大学
医学部附属病院
医員

嚥下音分析に基づく嚥下評価機器の開発
と高齢者の誤嚥性肺炎予測アルゴリズム
の構築

2,000,000 新規

20 篠
しのはら

原　　充
みつる

国立長寿医療研究センター
分子基盤研究部
標的治療薬開発研究室
室長

高齢者の脳領域間の疾患脆弱性の違いに
着目した認知症の分子基盤の解明 2,499,981 新規

21 平
ひ ら た

田　祐
ゆうすけ

介
東北大学大学院
薬学研究科　衛生化学分野
助教

トランス脂肪酸による細胞老化の促進作
用機構および加齢性疾患発症機序の解明 1,432,000 新規

22 ᖒ
㆕㇏ㆈㆉ
Ԭ　ࢻ�

㆗

ㆮ ダイヤ高齢社会研究財団

主任研究員

ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成
する介護予防事業の構築・継続要因に関
する研究

1,290,000 新規

23 ླ
㆙㆚ㆌ
　ܒ

㆐ㆂ㆙㆐
հ

国立長寿医療研究センター
治験・臨床研究推進センター
治験・臨床研究推進部長

長寿科学への貢献に資する効率的かつ実
用的な臨床研究のモニタリング体制の開
発

1,798,972 新規

合計 35,139,277
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研究実績報告集

平成28年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

№ 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額 
（単位：円） 継続・新規

1 竹
㆟㆐ㆵ㆘

藤　幹
みき

人
と 名古屋大学医学部付属病院 

循環器内科　助教
心臓・骨格筋の加齢変化を制御するリン
酸化酵素の網羅的解析 1,700,000 継続

2 守
もり

谷
や

　恵
めぐ

未
み

国立長寿医療研究センター 
先端診療開発部　歯科口腔外科 
歯科衛生士

誤嚥性肺炎予防の為の口腔ケア手法およ
びその専用口腔ケアジェルの開発 1,700,000 継続

3 夏
なつ

賀
が

　　健
けん 北海道大学病院 

皮膚科　講師
基底膜蛋白の減少による皮膚老化メカニ
ズムの解明 1,700,000 継続

4 鵜
う

川
かわ

　重
しげかず

和
北海道大学大学院　医学研究院 
社会医学分野公衆衛生学教室
助教

高齢者の認知機能と食習慣、α−ディフェ
ンシン、腸内細菌叢およびその交互作用
の解明

1,700,000 継続

5 杉
すぎもと

本　昌
まさたか

隆
国立長寿医療研究センター　 
老化機構研究部　免疫研究室
室長

呼吸器の加齢性変化と疾患機序の解明 1,699,478 継続

6 ૬
ㆀㆂ
ా
ㆠ
　� ५

㆘㇅㇓
東北大学大学院 
歯学研究科
准教授

急増する都市部の高齢者のフレイル予
防・介護予防につながる社会環境・保健
行動の研究

3,486,717 継続

7 ℮
㇄ㆪㆍ㆕㇏
ᖒ　ୖ

㆟ㆎㆵㆿ
࢙

大阪大学 
国際医工情報センター 
寄附研究部門　講師

高齢者の認知機能を改善するニューロ
フィードバック療法の開発 1,700,000 継続

8 平
ひら

野
の

　　優
ゆう 国立長寿医療研究センター　 

長寿診療看護師

高齢者の再入院率に関する研究（診療看
護師によるフォローアップの関わりか
ら）

367,013 継続

9 佐
さ

藤
とう

　敬
けい

子
こ

香川大学 
工学部
知能機械システム工学科
講師

高齢者の視覚特性を考慮した色弁別を補
助するモニタ用フィルタの設計 1,664,300 新規

10 赤
あかさき

崎　幸
ゆき

穂
お 九州大学病院 

整形外科　助教
長寿遺伝子である FOXO 転写因子の活性
化による変形性関節症治療 1,500,000 新規

11 辻
つじ

　　大
だい

士
し

千葉大学 
予防医学センター
特任助教

健康・介護・医療データ連携による要介
護リスク指標の作成と利活用モデルの構
築

1,500,000 新規

12 橋
はしもと

本　祐
ゆうすけ

介
大阪市立大学大学院 
医学研究科 
整形外科　講師

変形性膝関節症の早期診断とロコモ体操
における軟骨マーカー変化の検討 838,200 新規

13 田
た

中
なか

　　都
みやこ 名古屋大学 

環境医学研究所　助教
加齢性脂肪組織リモデリングの分子機構
の解明と医学応用 2,000,000 新規

14 佐
さ

治
じ

　直
なお

樹
き

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター
副センター長

レジストリデータに基づいた経口抗凝固
薬を適切に選択するための戦略 1,993,456 新規

15 楠
くすやま

山　譲
じょうじ

二
鹿児島大学大学院 
医歯学総合研究科 
口腔生化学分野　助教

老齢化がもたらす骨芽細胞分化方向の攪
乱と骨量・骨質との連関 2,000,000 新規

16 高
たかはし

橋　英
ひでひこ

彦 京都大学大学院 
医学研究科　准教授

精神病として超長期入院している潜在的
な前頭側頭型認知症の実態調査 2,000,000 新規

17 清
せい

家
け

　　理
あや

国立長寿医療研究センター 
もの忘れセンター 
外来研究員

軽度認知症障害および初期認知症をもつ
人への心理的アプローチによる当事者・
家族介護者相互効果検証研究

1,500,000 新規

合計 29,049,164 
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研究実績報告集

平成27年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 ࡾ
ㆿ
Ӝ
ㆄ㇉
ګ　

ㆌ㇇ㆄ㆓
子

ւಓେ学
Ҩ子ප੍ޚ研究　動ػҩ科学研究ࣨ
ࢣߨ

超長寿ɾがΜ化ੑᴩྨࣃϋμ
Χσόωζϛをར用した৽ن老
化ʗがΜ化༧ߏػのղ໌

1����23� ଓܧ

2 ࠤ
㆕ ㆕ ㆌ
々༝

㇆
理
㇊

ઍ༿େ学
༧ҩ学ηϯλʔ
ಛ助ڭ

高齢者のଐੑ社会ڥผにΈ
たうつঢ়にؔする研究 2000000 ଓܧ

3 ৽
ㆀ㇉
Ҫ
ㆂ
　ஐ

ㆨ㇂㇆ㆌ
೭

ҩ科େ学ۄ࡛
อ健ҩྍ学෦　理学ྍ法学科
ࢣߨ

Ҭॅࡏத高年者にରするϩί
ϞʔγϣϯτϨʔχϯάのαϧ
ίϖχΞ༧ޮ果のূݕ

1��5�00 ଓܧ

� ্
ㆄㆆ㆚ㆿ
ॅ　૱

ㆀㆌ㇈㆗
๕

౻ాอ健Ӵੜେ学
૯߹ҩ科学研究ॴ　පྍ࣏学研究෦
ࢣߨ

ώτے֨ࠎ༝来ؒ༿ܥલࡉۦ๔
を用いたαϧίϖχΞྍ࣏法の
։ൃ

2000000 ଓܧ

5 ࢁ
㇄ㆾ㆓㆗
ӽ　و

ㆌ ㆿ
ਫ

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
老化ߏػ研究෦　ँ研究ࣨ
ࣨ長

૩のൃにお͚るଣӷסߢޱ
೪ੑ࣭のׂ 1��311� ଓܧ

� 
㆟㆐ㆵ㆘
װ　౻

ㆿㆌ
人
ㆨ

名ݹେ学ҩ学෦ଐපӃ
॥ث科
පӃ助ڭ

心ଁɾے֨ࠎのՃ齢ม化を੍ޚ
するϦϯࢎ化߬ૉのཏతղੳ 2000000 ଓܧ

� Ԭ
ㆈㆉ㇂ㆨ
元　ণ

ㆾ㆕
थ
ㆌ

ถେ学ཹٱ
ҩ学෦科学࠲ߨ
ප科෦ݪɾਆ経ɾثٵݺ
ࢣߨ

*-ʵ̍ϑΝϛϦʔαΠτΧΠϯ
をλʔήοτとした$01%の
৽ྍ࣏نの։ൃ

2000000 ଓܧ

� 平
ㆸ
ࣝ
㆗ㆌ
　ળ

㇈㆗ㆲ㇍
େ

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ઌྍ෦ࣃ科ߢޱ֎科
ҩһ

έΞߢޱᅞੑഏԌ༧のҝのޡ
手法およびそのઐ用ߢޱέΞ
δΣϧの։ൃ

2000000 ଓܧ

� Ն
ㆪㆤ
լ
ㆋ
　　健

㆐㇓
ւಓେ学පӃ
ൽෘ科
助ڭ

গによるൽෘ老ݮఈບനのج
化ϝΧχζϜのղ໌ 2000000 ৽ن

10 ӏ
ㆄ

ㆉ㇏
　重

㆗㆒ㆉ㆚
和

ւಓେ学େ学Ӄ
ҩ学研究科
社会ҩ学࠲ߨ公ऺӴੜ学
助ڭ

高齢者のೝػとЋʖσΟ
ϑΣϯγϯ、ەࡉおよび
そのަޓ作用のղ໌

2000000 ৽ن

11 ਿ
㆙ㆍ㇂ㆨ
本　ণ

ㆾ㆕㆟ㆉ
ོ

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
老化ࡉ๔研究ϓϩδΣΫτνʔϜ
ϓϩδΣΫτϦʔμʔ

ংػױのՃ齢ੑม化と࣬ثٵݺ
のղ໌ 2������� ৽ن

12 ૬
ㆀㆂ
ా
ㆠ
　　५

㆘㇅㇓

౦େ学େ学Ӄ
学研究科ࣃ
国ࣃࡍ科อ健学　ྟচӸ学౷ܭ支援ࣨ
।ڭत

෦の高齢者のϑϨࢢする૿ٸ
Πϧ༧ɾհޢ༧につながる
社会ڥɾอ健行動の研究

15����0 ৽ن

13 ℮
㇄ㆪㆍ㆕㇏
ᖒ　ୖ

㆟ㆎㆵㆿ
࢙

େࡕେ学େ学Ӄ
ҩ学ܥ研究科
ਆ経֎科
助ڭ

高齢者のೝػをվળする
χϡʔϩϑΟʔυόοΫྍ法の
։ൃ

2000000 ৽ن

1� 平
ㆲ㇉

ㆮ
　　༏

㇆ㆄ 国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ྍࢣޢ

高齢者の࠶ೖӃにؔする研
究ʢྍࢣޢによるϑΥϩʔ
Ξοϓのؔわりからʣ

3032�� ৽ن

ܭ߹ 2�33���5�
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研究実績報告集

平成26年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 ٢
㇈㆗ㆂ㆐
　༟

㇆ㆄ
ೋ
㆘

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ΞϧπϋΠϚʔප子පଶɾྍ࣏
։࢝ϓϩδΣΫτνʔϜ
プロジェクトリーダー

ΦʔτϑΝδʔ੍ޚがλපଶ
に༩えるӨڹのղੳ 2000000 ଓܧ

2 ٢
㇈㆗
ా
ㆠ
　༟

ㆲ㇍㆟ㆉ


国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ೝઌਐҩྍ։ൃηϯλʔ
/$ɾا業࿈携ڞಉ研究෦
ༀ理学研究ࣨ長

λප理ੑࡉ๔֎λのಉ
ఆとλをඪతとした৽نλ
Φύνʔ໔Ӹ学తྍ࣏法の։ൃ

1������ ଓܧ

3 
ㆂ㆐
ా
ㆠ
　康

㇄㆙ㆾ㆕
将

ಙౡେ学େ学Ӄ
ϔϧεόΠΦαΠΤϯε研究෦
ༀ理学
।ڭत

ҕॖにお͚るమのҙٛのے֨ࠎ
ղ໌ 2000000 ଓܧ

� ৽
㆗㇓㇀㇉
ଜ　　健

㆐㇓ Ԡٛक़େ学ܚ
ҩ学෦　科学ʢ老年ʣ
ઐࢣߨ

໔Ӹ老化੍ޚによるՃ齢ؔ࿈࣬
ઓུのཱ֬ྍ࣏ױ 2000000 ଓܧ

5 ҏ
ㆂ
౦
ㆨㆄ
　େ

ㆠㆂ㆙㆐
հ

Ԡٛक़େ学ܚ
ҩ学෦　ਆ経科
ઐࢣߨ

๔とඦ寿者JQTࡉಛҟతJ14ױ࣬
๔を用いたೝのපଶղ໌ࡉ
と創ༀのల։

2000000 ଓܧ

� ࡾ
ㆿ
Ӝ
ㆄ㇉
ګ　

ㆌ㇇ㆄ㆓
子

ւಓେ学
Ҩ子ප੍ޚ研究　動ػҩ科学研究ࣨ
ࢣߨ

超長寿ɾがΜ化ੑᴩྨࣃϋμ
Χσόωζϛをར用した৽ن老
化ʗがΜ化༧ߏػのղ໌

2000000 ଓܧ

� 
㆟㆐ㆵ㆘
װ　౻

ㆿㆌ
人
ㆨ 名ݹେ学ҩ学෦ଐපӃ

॥ث科
පӃ助ڭ

心ଁɾے֨ࠎのՃ齢ม化を੍ޚ
するϦϯࢎ化߬ૉのཏతղੳ 2000000 ৽ن

� Ԭ
ㆈㆉ㇂ㆨ
元　ণ

ㆾ㆕
थ
ㆌ

ถେ学ཹٱ
ҩ学෦科学࠲ߨ
ප科෦ݪɾਆ経ɾثٵݺ
ࢣߨ

*-ʵ̍ϑΝϛϦʔαΠτΧΠϯ
をλʔήοτとした$01%の
৽ྍ࣏نの։ൃ

2000000 ৽ن

� ࠤ
㆕ ㆕ ㆌ
々༝

㇆
理
㇊ ઍ༿େ学

༧ҩ学ηϯλʔ
ಛ助ڭ

高齢者のଐੑ社会ڥผにΈ
たうつঢ়にؔする研究 1000000 ৽ن

10 
ㆨㆿ
ా
㆟
　ঘ

ㆪㆈ
希
ㆌ ౦େ学පӃ

老年科
Ӄࢣߨ

高齢者ༀྍ法のܥ౷తなεΫ
ϦʔχϯάɾΞηεϝϯτɾα
ϙʔτ法のߏ築

1��2000 ৽ن

11 ৽
ㆀ㇉
Ҫ
ㆂ
　ஐ

ㆨ㇂㇆ㆌ
೭

ҩ科େ学ۄ࡛
อ健ҩྍ学෦　理学ྍ法学科
ࢣߨ

Ҭॅࡏத高年者にରするϩί
ϞʔγϣϯτϨʔχϯάのαϧ
ίϖχΞ༧ޮ果のূݕ

1��2000 ৽ن

12 ্
ㆄㆆ㆚ㆿ
ॅ　૱

ㆀㆌ㇈㆗
๕

౻ాอ健Ӵੜେ学
૯߹ҩ科学研究ॴ　පྍ࣏学研究෦
助ڭ

ώτے֨ࠎ༝来ؒ༿ܥલࡉۦ๔
を用いたαϧίϖχΞྍ࣏法の
։ൃ

2000000 ৽ن

13 ࢁ
㇄ㆾ㆓㆗
ӽ　و

ㆌ ㆿ
ਫ

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
老化ߏػ研究෦　ँ研究ࣨ
ࣨ長

૩のൃにお͚るଣӷסߢޱ
೪ੑ࣭のׂ 2000000 ৽ن

1� ୌ
㆟ㆌ㇂ㆨ
本　༟

ㆲ㇍ㆮ㇊
ଇ

Ԭཱݝࢁେ学
報学෦　報௨৴学科
助ڭ

ϢϏΩλε࣌にଈした高齢者
のためのࣗવなࢹઢ༠ಋٕज़と
ೝੑධՁٕज़の実現ࢹ

1���0�� ৽ن

15 ؠ
ㆂ㇏㆗㆟
Լ　༤

㇆ㆄ
ೋ
㆘

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
老化ߏػ研究෦
ྲྀ動研究һ

するޚ๔老化を੍ࡉ MPOH�OPO�
DPEJOH�3/" を用いたࡉ๔老
化ঢ়ଶからのճ෮

1����25 ৽ن

1� 平
ㆸ
ࣝ
㆗ㆌ
　ળ

㇈㆗ㆲ㇍
େ

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ઌྍ෦ࣃ科ߢޱ֎科
ҩһ

έΞߢޱᅞੑഏԌ༧のҝのޡ
手法およびそのઐ用ߢޱέΞ
δΣϧの։ൃ

2000000 ৽ن

ܭ߹ 30�����2
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研究実績報告集

平成25年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 ٢
㇈㆗ㆂ㆐
　༟

㇆ㆄ
ೋ
㆘

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ΞϧπϋΠϚʔප子පଶɾྍ࣏
։࢝ϓϩδΣΫτνʔϜ
プロジェクトリーダー

ΦʔτϑΝδʔ੍ޚがλපଶに༩
えるӨڹのղੳ 1����33 ଓܧ

2 ۙ
㆓㇓ㆩㆄ
౻　和

ㆂ ㆚ ㆿ
ઘ

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ճ෮ྍ෦ػ
෦長

高齢者のసϦεΫにରする֮ࣗɾ
ड༰力のධՁにؔする研究 123�3�1 ଓܧ

3 小
㆓
ᖒ
㆖㇏
　૯

ㆮㆶ㇈㆗
ت

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ઌਐҩྍ։ൃηϯλʔߢޱ科ࣃ
ࣨ長

高齢者にも҆શに用いることがՄ
なༀؚࡎ༗Մ৯ϑΟϧϜを用いた৽
たなࣃ科ྍ࣏法ɾༀࡎ༩法ɾυ
ϥοάσϦόϦʔγεςϜʢ%%4ʣ
の։ൃ研究

2000000 ଓܧ

� த
ㆪㆉㆫ㆗
　　ষ

ㆀㆌ㇉ 国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
老化੍ޚ研究෦Ҩ子ྍ࣏研究ࣨ
ࣨ長

݂ӷؔのػを੍ޚする人Ҩ
子ΤϨϝϯτの作成 2000000 ଓܧ

5 ٢
㇈㆗
ా
ㆠ
　༟

ㆲ㇍㆟ㆉ


国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ೝઌਐҩྍ։ൃηϯλʔ
/$ɾا業࿈携ڞಉ研究෦
ༀ理学研究ࣨ長

λප理ੑࡉ๔֎λのಉఆと
λをඪతとした৽نλΦύνʔ
໔Ӹ学తྍ࣏法の։ൃ

1���105� ଓܧ

� 
ㆂ㆐
ా
ㆠ
　康

㇄㆙ㆾ㆕
将

ಙౡେ学େ学Ӄ
ϔϧεόΠΦαΠΤϯε研究෦
ༀ理学
।ڭत

ҕॖにお͚るమのҙٛのղ໌ے֨ࠎ 1000000 ৽ن

� 常
ㆤㆭ
ਂ
ㆿ
༞
㇆ㆄㆂㆡ㇍ㆄ
一 ౦ঁژ子ҩ科େ学

ࢣߨ

高齢者施ઃにお͚るൽෘਅەྍ࣏
のదਖ਼化およびޮ化をࢦした࣏
ྍϓϩτίʔϧのཱҊ

�00000 ৽ن

� ৽
㆗㇓㇀㇉
ଜ　　健

㆐㇓ Ԡٛक़େ学ܚ
ҩ学෦　科学ʢ老年ʣ
ઐࢣߨ

໔Ӹ老化੍ޚによるՃ齢ؔ࿈࣏࣬ױ
ྍઓུのཱ֬ 2000000 ৽ن

� ҏ
ㆂ
౦
ㆨㆄ
　େ

ㆠㆂ㆙㆐
հ

Ԡٛक़େ学ܚ
ҩ学෦　ਆ経科
ઐࢣߨ

๔ࡉ๔とඦ寿者JQTࡉಛҟతJ14ױ࣬
を用いたೝのපଶղ໌と創ༀ
のల։

2000000 ৽ن

10 ࡾ
ㆿ
Ӝ
ㆄ㇉
ګ　

ㆌ㇇ㆄ㆓
子

ւಓେ学
Ҩ子ප੍ޚ研究
動ػҩ科学研究ࣨ
ࢣߨ

超長寿ɾがΜ化ੑᴩྨࣃϋμΧσ
όωζϛをར用した৽ن老化ʗがΜ
化༧ߏػのղ໌

2000000 ৽ن

ܭ߹ 1�03522�
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平成24年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 ߥ
ㆀ㇉
Ҫ
ㆂ
༝
㇆
美
ㆿ
子
㆓ 国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ

長寿ࡦ科学研究෦
෦長

高齢社会にରする希望のৢ成ɿ「高齢
「؍高齢者」びٴ「ظのੜ活実現ظ
の؍から

1000000 ଓܧ

2 த
ㆪㆉ
Ҫ
ㆂ
　හ

ㆨ㆗ㆯ㇋


国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
長寿ҩྍ学研究෦
ਆ経報ը૾։ൃ研究ࣨ
ࣨ長

ը૾ղੳとػܭଌによるӡ動ڧௐ
のՃ齢ੑม化のಛந出の研究ػ 1000000 ଓܧ

3 ۙ
㆓㇓ㆩㆄ
౻　和

ㆂ ㆚ ㆿ
ઘ

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ճ෮ྍ෦ػ
෦長

高齢者のసϦεΫにରする֮ࣗɾड
༰力のධՁにؔする研究 �31��� ଓܧ

� 
㇏㆟ㆪㆹ
ล　　研

㆐㇓
国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ӡ動ױ࣬ث研究෦
研究ࣨػ๔ࡉࠎ
ࣨ長

มੑܗකؔઅؔ࿈Ҩ子のಉఆ 2000000 ଓܧ

5 小
ㆈ
ᖒ
㆖㇏
　૯

ㆮㆶ㇈㆗
ت

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ઌਐҩྍ։ൃηϯλʔߢޱ科ࣃ
ઌྍ։ൃࣨߢޱ科ࣃ
ࣨ長

高齢者にも҆શに用いることがՄな
ༀؚࡎ༗Մ৯ϑΟϧϜを用いた৽たな
༩法ɾυϥοάσࡎ法ɾༀྍ࣏科ࣃ
ϦόϦʔγεςϜʢ%%4ʣの։ൃ研究

2000000 ଓܧ

� ԕ
ㆆ㇓ㆩㆄ
౻　ণ

㆗㇇ㆄ㆔
ޗ

౦ژ健康長寿ҩྍηϯλʔ研究ॴ
老化੍ޚ研究νʔϜ
研究෦長

ଟࡎซ用によるೝྍ࣏をࢦした
研究ૅج 1000000 ଓܧ

� 
ㆪㆈ
ߐ
ㆆ
　٢

㇈㆗ㆮ㇊
ଇ

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
老化ߏػ研究෦　໔Ӹ研究ࣨ
ࣨ長

Ճ齢にう໔ӸԼϝΧχζϜのղ໌ 2000000 ৽ن

� த
ㆪㆉㆫ㆗
　　ষ

ㆀㆌ㇉ 国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
老化੍ޚ研究෦Ҩ子ྍ࣏研究ࣨ
ࣨ長

݂ӷؔのػを੍ޚする人Ҩ
子ΤϨϝϯτの作成 1�00000 ৽ن

� ٢
㇈㆗ㆂ㆐
　༟

㇆ㆄ
ೋ
㆘

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ΞϧπϋΠϚʔප子පଶɾྍ࣏
։࢝ϓϩδΣΫτνʔϜ
プロジェクトリーダー

ΦʔτϑΝδʔ੍ޚがλපଶに༩え
るӨڹのղੳ 1����55 ৽ن

10 ੴ
ㆂ㆗㆖ㆌ
࡚　ୡ

㆟ㆤ㇍ㆄ
 ౦ژ健康長寿ҩྍηϯλʔ研究ॴ

研究෦長
Ҭॅࡏ高齢者のҩྍɾհݯࢿޢফ費
にؔする研究 2000000 ৽ن

ܭ߹ 15�312�2
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平成23年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 
㆟㆐㆗㆟
Լ　　३

㆙ㆪㆈ
国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ　研究ॴ
ӡ動ױ࣬ث研究෦
研究ࣨޚँ੍ࠎ
ࣨ長

ੜをଅਐするҼ子のಉఆ࠶ࠎ 2500000 ଓܧ

2 ߥ
ㆀ㇉
Ҫ
ㆂ
༝
㇆
美
ㆿ
子
㆓ 国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ

長寿ࡦ科学研究෦
෦長

高齢社会にରする希望のৢ成ɿ「高齢
「؍高齢者」びٴ「ظのੜ活実現ظ
の؍から

2500000 ଓܧ

3 த
ㆪㆉ
Ҫ
ㆂ
　හ

ㆨ㆗ㆯ㇋


国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
長寿ҩྍ学研究෦
ਆ経報ը૾։ൃ研究ࣨ
ࣨ長

ը૾ղੳとػܭଌによるӡ動ڧௐ
のՃ齢ੑม化のಛந出の研究ػ 2000000 ଓܧ

� ԕ
ㆆ㇓ㆩㆄ
౻　ণ

㆗㇇ㆄ㆔
ޗ

౦ژ健康長寿ҩྍηϯλʔ研究ॴ
老化੍ޚ研究νʔϜ
研究෦長

ଟࡎซ用によるೝྍ࣏をࢦした
研究ૅج 2500000 ଓܧ

5 小
ㆈ
ᖒ
㆖㇏
　૯

ㆮㆶ㇈㆗
ت

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ઌྍ෦ࣃ科ߢޱ֎科
ҩһ

高齢者にも҆શに用いることがՄな
ༀؚࡎ༗Մ৯ϑΟϧϜを用いた৽たな
༩法ɾυϥοάσࡎ法ɾༀྍ࣏科ࣃ
ϦόϦʔγεςϜʢ%%4ʣの։ൃ研究

2500000 ৽ن

� ۙ
㆓㇓ㆩㆄ
౻　和

ㆂ ㆚ ㆿ
ઘ

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ճ෮ྍ෦ػ
෦長

高齢者のసϦεΫにରする֮ࣗɾड
༰力のධՁにؔする研究 5���33 ৽ن

� 
㇏㆟ㆪㆹ
ล　　研

㆐㇓
国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ӡ動ױ࣬ث研究෦
研究ࣨػ๔ࡉࠎ
ࣨ長

มੑܗකؔઅؔ࿈Ҩ子のಉఆ 2500000 ৽ن

ܭ߹ 150���33
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平成22年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 
㆟㆐㆗㆟
Լ　　३

㆙ㆪㆈ
国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ　研究ॴ
ӡ動ױ࣬ث研究෦
研究ࣨޚँ੍ࠎ
ࣨ長

ੜをଅਐするҼ子のಉఆ࠶ࠎ 3000000 ৽ن

2 ߥ
ㆀ㇉
Ҫ
ㆂ
༝
㇆
美
ㆿ
子
㆓ 国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ

長寿ࡦ科学研究෦
෦長

高齢社会にରする希望のৢ成ɿ「高齢
「؍高齢者」びٴ「ظのੜ活実現ظ
の؍から

3000000 ৽ن

3 த
ㆪㆉ
Ҫ
ㆂ
　හ

ㆨ㆗ㆯ㇋


国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
長寿ҩྍ学研究෦
ਆ経報ը૾։ൃ研究ࣨ
ࣨ長

ը૾ղੳとػܭଌによるӡ動ڧௐ
のՃ齢ੑม化のಛந出の研究ػ 2000000 ৽ن

� উ
ㆉㆤ
ݟ
ㆿ
　　ষ

ㆀㆌ㇉ 国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ྟচࠪݕ෦　༌݂理ࣨ
ҩ長

高齢者にお͚るޙ天ੑ出݂、݂ખ
の実ଶௐࠪ 2�00000 ৽ن

5 ࣳ
㆗ㆰ㆕ㆌ
࡚　ਖ਼

ㆾ㆕㆟ㆉ
ਸ

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
แׅྍ෦ثٵݺ科
ҩࢣ

高齢者ഏԌのؒظྍ࣏ॖ、ੑ化の
ܥをతとしたΞϛϊάϦίγυࢭ્
ༀࡎ༗ޮར用のݕ౼

3000000 ৽ن

� ञ
㆕ㆉ
Ҫ
ㆂ
　ٛ

㇈㆗ㆲㆨ
人

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ઌػճ෮ྍ෦ૈࠎᱷ科
ҩ長

高齢者ࠊมੑ࣬ױにお͚るࠊഎے活
動とࠊ௧のؔ࿈ 1�20000 ৽ن

� ԕ
ㆆ㇓ㆩㆄ
౻　ণ

㆗㇇ㆄ㆔
ޗ

౦ژ健康長寿ҩྍηϯλʔ研究ॴ
老化੍ޚ研究νʔϜ
研究෦長

ଟࡎซ用によるೝྍ࣏をࢦした
研究ૅج 3000000 ৽ن

ܭ߹ 1�220000
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平成21年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

߹により、平成21年度の支援事業は実施しなかった
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平成20年度　長寿科学研究者支援事業　採択者名簿

No. 研究者氏名 所属機関・部局・職名 研究課題 助成額
（単位：円） 継続・新規

1 Լ
㆗㇂ㆉ㆟
ߒ　ํ

ㆲ㇍
࢙
㆗ 国ཱ長寿ҩྍηϯλʔ　研究ॴ

Ӹ学研究෦
෦長

Ճ齢にうௌ力োのݥةҼ子にؔす
るେنॎஅ研究　ʵ高齢者のௌ力ҡ
のためにʵ࣋

5000000 ৽ن

2 ֯
㆙ㆿ
　　อ

㇄㆙ㆮ㇊
ಙ

国ཱ長寿ҩྍηϯλʔ
ઌҩྍ෦　ػߢޱݐ࠶科
ҩ長

࣬ߢޱবஅը૾அ法の高齢者ׯޫ
のԠ用ױ �000000 ৽ن

3 ৽
ㆫㆂ
൧
ㆂㆂ
ా
ㆠ
ढ़
㆗㇅㇓ㆺㆂ

平
国ཱ長寿ҩྍηϯλʔ　研究ॴ
ӡ動ױ࣬ث研究෦
研究ࣨޚँ੍ࠎ
ࣨ長

経ࡁతૈࠎᱷ一࣍εΫϦʔχϯά用
験研究ࢼༀの実用化のためのࢼࠪݕ 3012�00 ৽ن

� ؙ
ㆾ㇋㇄ㆾ
　ࢁ

ㆪㆈ
ه
ㆌ ΐ౦ژ高齢者研究ɾࢱ振興財団

౦ژ老人૯߹研究ॴ
෭ॴ長

Ճ齢ੑݮےগの成ҼにͮجくධՁ法の
։ൃと高齢者集団のద用 ��50000 ৽ن

ܭ߹ 1���2�00





ᶙ　ฏ ��
ॻࠂใ࣮ڀݚ





��

研究実績報告集

健康・介護・医療データ連携による
要介護リスク指標の作成と利活用モデルの構築

ઍ༿େ学༧ҩ学ηϯλʔ
ಛ助ڭ

௰　େ࢜ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը3年ʣ
助成金（実績総額）　5220000ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　2015年度から、৽しいհޢ༧ɾ日常ੜ活支
援૯߹事業ʢҎԼ、৽૯߹事業ʣが࢝まり、શ国
それͧれのࢢொଜがத心となってରԠがਐめられ
ている。৽૯߹事業では「Ҭの実にԠ͡て、
ॅຽのଟ༷なओମがࢀըし、ଟ༷なαʔϏεを
ॆ実することで、Ҭの支え߹いମ੍ͮくりをਪ
ਐ」ʢްੜ࿑ಇল、2015ʣすることで、ޮతに
հޢ༧をਐめることがࢦされる。すなわち、
Ҭの実をѲしܭըをཱてʢ1MBOʣ、αϩϯ
の一ൠհޢ༧事業を実施しʢ%Pʣ、そのޮ果
をධՁしʢ$IFDLʣ、վળに͛ܨるʢ"DUJPOʣと
いう 1%$"αΠΫϧをճすඞ要があるが、いͣ
れのஈ֊においても۩ମతな実ફྫがしく、ଟ
くのࢢொଜが手୳りঢ়ଶにある。
　どのようなҬにどのようなϦεΫを๊えた高
齢者がらしているのか、Ҭの実課題を
ѲʢҬஅʣするࡍ、手がかりとなるσʔλは
ॴɾにࡏࢄしているが、ॆに活用され
ていない。հޢ୲当課がอ༗する日常ੜ活ݍҬ
χʔζௐࠪج本νΣοΫϦετのσʔλは、要
հޢϦεΫධՁとしての活用がظされる。こ
のଞにも、健୲当課がอ༗する֤छ健݁果
も、要հޢೝఆσʔλと݁߹すれば༗益な報で
ある。さらに、հޢがඞ要となったݪҼ࣬ױʢ国
ຽੜ活ૅجௐࠪ、201�ʣのጶױঢ়گなどのҩ
ྍσʔλは、よりతなϦεΫධՁをՄにす

る。しかし、それらのσʔλはผ々の課がҟなる
人ࣝผ൪߸で理し、これまで΄とΜど࿈携がݸ
ਤられてこなかった。ݸ人報อޢにྀしつつ
これらのσʔλを࿈携ɾ活用し、国ຽのੜ໋ݖ
རɾར益をकるための提ݴが֤ॴでなされてい
るがʢ国ࡍ社会経ࡁ研究ॴ、2013ʀࣗ༝ຽओౘ、
201�ʣ、それを実ફし༗ޮੑをݕ౼した事ྫはۃ
めてগない。
　健康ɾհޢɾҩྍσʔλを࿈携した要հޢϦε
Ϋࢦඪの作成は、どのҬでどのような課題に重
をஔいた事業を実施するきかのܾఆにཱ
てられるとともに、そのޮ果をධՁしվળࡦを
にも活用でき、よって৽૯߹事業のࡍする౼ݕ
1%$"αΠΫϧをޮతにճすことにݙߩしう
る。そこで、本研究のతとしてҎԼの 2つの
課題をઃఆした。

課題 、ޢொଜがอ༗する高齢者の健康、հࢢ .1
ҩྍにؔわるσʔλを࿈携し、要հޢঢ়ଶのҠ
行とڧくؔ࿈する要Ҽを集した要հޢϦεΫࢦ
ඪを作成する。

課題 2. 要հޢϦεΫࢦඪを用いたҬஅを実
施し、さらにαϩϯの事業ධՁに活用すること
で、৽૯߹事業をԁにਐめるར活用Ϟσϧをߏ
築する。

ըܭ　 3年の 201� 年度は、課題 1について、



��

研究実績報告集

શ国のあらΏるࢢ度のࢢொଜで用Մなશ国
൛「要支援ɾ要հޢϦεΫई度」の߲とを
֬ఆし、それらの߲のଥ当ੑと৴པੑをݪஶ
จとしてऔりまとめ、ӳจࢽのߘをࢦした。
なお、ܭը 1年ʢ201�年度ʣに令ࢦఆࢢ
൛「要支援ɾࢢ,のσʔλを用いて作成したࢢ,
要հޢϦεΫධՁई度」では、հޢσʔλʢհޢ
༧ɾ日常ੜ活ݍҬχʔζௐࠪσʔλʣと健
σʔλを݁߹したものの、հޢσʔλのΈでྑ
な৴པੑɾଥ当ੑを༗するई度が։ൃされたʢ௰
ら、201�ʣ。よって、શ国൛ई度の։ൃにあたっ
てもಉ༷に、հޢσʔλをத心にূݕをਐめた。
日本老年学తධՁ研究ʢ+BQBO�(FSPOUPMPHJDBM�
&WBMVBUJPO�4UVEZ��+"(&4ʣ が 2013 年 10 ʙ
12 月に ೝఆをड͚てޢொの要支援ɾ要հࢢ23
いない高齢者をରに実施したௐࠪをϕʔεϥΠ
ϯとし、201� 年 12 月までの৽نの要支援ɾ要
հޢೝఆঢ়گをしたσʔληοτをੳに用
いた。ؒظதの৽ن要支援ɾ要հޢೝఆをΤ
ϯυϙΠϯτとする$PYൺྫϋβʔυϞσϧか
らಘられた非ඪ४化ภճؼʢ#ʣをجに、߲
ごとのをҎԼのํ法にてܾఆした。Ϟσϧ
ごとに、ಘられた#の࠷小を 1�0 とิਖ਼し、
そのิਖ਼をશ߲の#に͡、小ҎԼを
ೖし化したを֤߲のとしたޒࣺ࢛
ʢ3FJU[�FU�BM��2010��ాら、201�ʣ。�
　また課題 2について、本研究のϑΟʔϧυで
ある ༧ޢの高齢者をରとした一ൠհࢢ,
事業ʢαϩϯ活動などʣがల։されている 3
Ҭにॅࡏするશ高齢者をରとする༣ૹௐࠪを
2015 ʙ 1�年度の֤年度に実施し、σʔλ
をऩ集した。これにより、一ൠհޢ༧事業にࢀ

Ճする高齢者ݸ人、ならびにそのҬશମの要հ
のαϩϯ活動のࢢ,。ϦεΫのਪҠをධՁしたޢ
ओな活動༰はਤ1のとおりである。
　なお本研究は、ઍ༿େ学େ学Ӄҩ学研究Ӄの研
究ྙ理৹ࠪҕһ会のঝೝをड͚て実施している
ʢঝೝ൪߸ ��1���、ঝೝ年月日 ��201� 年 � 月
1�日ʣ。

Ⅱ.研究の成果

　課題1について、�0��� 名を࠷長 1201日ؒ
ʢ 3年 3ϱ月ؒʣ、平1ۉ0�1日ؒʢ 3年ؒʣ
したίϗʔτσʔληοτをߏ築した݁果、
本研究のΤϯυϙΠϯτである৽ن要支援ɾ要հ
ೝఆはޢ ��55 名ʢ����ʣであり、1000 人年
あたりのೝఆは32�� 人であった。
　$PYൺྫϋβʔυϞσϧによるੜଘؒ࣌ղੳ
をεςοϓϫΠζ法ʢม૿Ճ法ʣにより実施し
た。その݁果、ੑ、年齢および 10߲の࣭か
らߏ成される ��満ʢ߹ܭが高い΄ど高
ϦεΫʣのશ国൛「要支援ɾ要հޢϦεΫධՁई
度」が作成されたʢਤ2、5TVKJ�FU�BM��201�ʣ。�
　また課題 2について、,ࢢの高齢者をରと
した一ൠհޢ༧事業ʢαϩϯ活動などʣがల։
されている 3Ҭにॅࡏするશ高齢者をରと
して༣ૹௐࠪを実施した。ϕʔεϥΠϯௐࠪとし
て 201� 年 2月に 21�3 ථૹし 11�0 ථճऩ
ʢճऩ53���ʣ、201�年 11月に 2113 ථૹ
し ��5 ථճऩʢճऩ �����ʣ、201� 年 12 月
に 21�� ථૹし 12�� ථճऩした。これらの
ௐࠪにより、αϩϯ活動のࢀՃঢ়گをѲし、
そのࢀՃঢ়گごとの要支援ɾ要հޢϦεΫの
2年ؒʢ3࣌ʣのਪҠをൺֱした。その݁果、

ㄢ㢟 2� せㆤリスࢡᣦᶆを用いたᆅᇦデ断を実し㸪ࡉらにࣟࢧン➼の事ᴗ評価

にά用することで㸪᪂⥲ྜ事ᴗをに㐍ࡵるά用モデルをᵓ⠏する． 

 

計画 3 年目の 2018 年度は㸪ㄢ㢟 1 にࡘいて㸪全ᅜのあらࡺる㒔ᕷ度のᕷ⏫ᮧで

用可⬟な全ᅜ∧ࠕせᨭ࣭せㆤリスࢡᑻ度ࠖの項目と㓄Ⅼを確定し㸪それらの項目

のጇᙜ性とಙ㢗性を原ⴭ論ᩥとして取りまとࡵ㸪ⱥᩥㄅのᢞ✏を目ᣦした．なお㸪

計画 1年目（2016 年度）にᨻ௧ᣦ定㒔ᕷ Kᕷのデーࢱを用いてస成した Kᕷ∧ࠕせᨭ

࣭せㆤリスࢡ評価ᑻ度ࠖでは㸪ㆤデーࢱ（ㆤ予㜵࣭᪥ᖖ⏕άᅪᇦࢽーࢬ調ᰝ

デーࢱ）と健デデーࢱを⤖ྜしたものの㸪ㆤデーࢱのࡳでⰋዲなಙ㢗性࣭ጇᙜ性を

᭷するᑻ度が開Ⓨࡉれた（㎷ら㸪201�）．よって㸪全ᅜ∧ᑻ度の開Ⓨにあたっても同

ᵝに㸪ㆤデーࢱを୰心に検ドを㐍ࡵた．᪥本⪁年Ꮫ的評価研究（-apan 

*erontological EvalXation StXGy� -A*ES）が 2013 年 10～12 月に 23 ᕷ⏫のせᨭ࣭

せㆤㄆ定をཷけていない高齢者を対象に実した調ᰝをベースラインとし㸪2016

年 12 月までの᪂つのせᨭ࣭せㆤㄆ定状ἣを㏣㊧したデーࢭࢱットを分析に用い

た．㏣㊧期間୰の᪂つせᨭ࣭せㆤㄆ定を࢚ンࢻポイントとする Co[ ẚࢨࣁーࢻ

モデルから得られた㠀ᶆ‽化೫ᅇ帰ಀᩘ（%）をᇶに㸪項目ࡈとのⅬᩘを以下の方法

にてỴ定した．モデルࡈとに㸪得られた %の᭱ᑠ値を 1�0 と⿵ṇし㸪その⿵ṇ⋡を

全項目の % にࡌ㸪ᑠᩘⅬ以下をᅄᤞධしᩚᩘ化した値を各項目のⅬᩘとした

（Reit] et al�� 2010; ➉⏣ら㸪2016）．  

またㄢ㢟 2にࡘいて㸪本研究のࣇールࢻである Kᕷの高齢者を対象とした୍⯡

ㆤ予㜵事ᴗ（ࣟࢧンά動など）がᒎ開ࡉれている 3ᆅᇦにᅾఫする全高齢者を対象と

する㒑㏦調ᰝを 201�～18 年度の各年度に実し㸪㏣㊧デーࢱを㞟した．これによ

り㸪୍⯡ㆤ予㜵事ᴗにཧຍする高齢者ಶே㸪ならࡧにそのᆅᇦ全యのせㆤリスࢡ

の᥎⛣を評価した．Kᕷのࣟࢧンά動のなά動内ᐜは図 1のとおりである． 
通いの場①（既存のサロン） 通いの場②（新規立上げ） サロン③（新規立上げ）

主な内容 茶話会
カフェや、体操や講話、製作等を
実施。
2か月に1回はボランティア講師
等を活用。

趣味活動
お茶を飲みながら、昔遊びを行った
り、折り紙、編み物、ボードゲーム
等を実施。
ラジオ体操を行って解散。

体操
住民リーダーによる体操を実施。
主に下肢筋力アップトレーニング、
デュアルタスクトレーニングの実
施。

開催頻度 月1回 月1回 月2回(2週間に1回)

開催時間 午後：1時間半 午後：1時間半 午後：1時間

開始時期 平成26年6月～ 平成27年11月～
(準備会により立上げ)

平成28年1月～
(準備会により立上げ)

参加者数 約40～50名程度/1回 約20名程度/1回 約30名程度/1回
 

図  ンά動のなά動内ᐜ（3）ࣟࢧ �1

 

なお本研究は㸪༓ⴥ大Ꮫ大Ꮫ㝔་Ꮫ研究㝔の研究⌮ᑂᰝጤဨのᢎㄆをཷけて実

している（ᢎㄆ␒ྕ� 1���㸪ᢎㄆ年月᪥� 201� 年 � 月 16 ᪥）． 

 

５．研究の成果 

ㄢ㢟 1にࡘいて㸪90�889 ྡを᭱㛗 1�201 ᪥間（⣙ 3年 3ࣧ月間）㸪ᖹᆒ 1�081 ᪥間

（⣙ 3年間）㏣㊧したコ࣍ートデーࢭࢱットをᵓ⠏した⤖果㸪本研究の࢚ンࢻポイン

トである᪂つせᨭ࣭せㆤㄆ定は 8�8�� ྡ（9���）であり㸪1�000 ே年あたりのㄆ

定⋡は 32�9 ேであった． 

Co[ ẚࢨࣁーࢻモデルによる⏕存時間解析をステッ࣡ࣉイࢬ法（変ᩘቑຍ法）に

より実した．その⤖果㸪性㸪年齢およࡧ 10 項目の㉁ၥからᵓ成ࡉれる �8 Ⅼ‶Ⅼ（ྜ

計Ⅼᩘが高いど高リスࢡ）の全ᅜ∧ࠕせᨭ࣭せㆤリスࢡ評価ᑻ度ࠖがస成ࡉれ

図 1　サロン活動の主な活動内容（3 例）
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ؒظதに平ۉして月 1ճҎ্のࢀՃがೝめ
られた者ʢO���52ʣと月 1ճະ満ʢෆࢀՃをؚΉʣ
の者ʢO�����2ʣとのؒで、,ࢢ൛「要支援ɾ要
հޢϦεΫධՁई度」のʢੑɾ年齢のを
আくʣのਪҠにࠩがあるがݟられ、月 1ճ
Ҏ্のࢀՃがϦεΫの૿Ճを੍できるՄੑが
ࣔされたʢਤ3ʣ。
　Ҏ্のとおり、要支援ɾ要հޢϦεΫをධՁす

るにあたり、健康ɾհޢɾҩྍσʔλのうち、հ
Ҭχʔζௐࠪʣݍ༧ɾ日常ੜ活ޢσʔλʢհޢ
の 10߲がऩ集されれば、高いਫ਼度で将来の要
支援ɾ要հޢೝఆを༧ଌできることがࣔࠦされた。
また、それらの߲を用いてߏ成された「要支援ɾ
要հޢϦεΫධՁई度」は、Ҭαϩϯのհޢ
༧事業のධՁに活用できることが֬ೝできた。

図 2　全国版「要支援・要介護リスク評価尺度」の合計点数の分布と認定割合

 
図  ⛣Ⅼᩘの᥎ࢡとのリスࡈのཧຍ状ἣンά動ࣟࢧ �3

 

以ୖのとおり㸪せᨭ࣭せㆤリスࢡを評価するにあたり㸪健ᗣ࣭ㆤ࣭་⒪デー

の（調ᰝࢬーࢽㆤ予㜵࣭᪥ᖖ⏕άᅪᇦ）ࢱ㸪ㆤデーࡕのうࢱ 10 項目が㞟ࡉれ

れࡤ㸪高い⢭度でᑗ᮶のせᨭ࣭せㆤㄆ定を予測できることが♧၀ࡉれた．また㸪

それらの項目を用いてᵓ成ࡉれたࠕせᨭ࣭せㆤリスࢡ評価ᑻ度ࠖは㸪ᆅᇦࣟࢧン

➼のㆤ予㜵事ᴗの評価にά用できることが確ㄆできた． 

 

࠙関㐃論ᩥࠚ 

TsXMi T� KonGo K� KonGo 1� AiGa -� TaNagi '� 'evelopment oI a risN assessment 

scale preGicting inciGent IXnctional GisaEility among olGer people� -A*ES 

longitXGinal stXGy� *eriatrics 	 *erontology International 18�10)� 1�33-1�38� 

2018� 

 

㎷大ኈ� 高ᮌ大㈨� ㏆⸨ᑦᕫ� ㏆⸨ඞ๎� ᇶ本࢙ࢳッࢡリストと健デデーࢱを用いた

⦪断研究にᇶ࡙ࡃせᨭ࣭せㆤリスࢡ評価ᑻ度の開Ⓨ� ᪥本බ⾗⾨⏕㞧ㄅ 6���)� 

2�6-2��� 201�� 

 

図 3　サロン活動への参加状況ごとのリスク点数の推移
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【関連論文】
5TVKJ�5�,POEP�,�,POEP�/�"JEB�+�5BLBHJ�
%��%FWFMPQNFOU�PG�B�SJTL�BTTFTTNFOU�TDBMF�
QSFEJDUJOH� JODJEFOU� GVODUJPOBM� EJTBCJMJUZ�
BNPOH�PMEFS�QFPQMF�� +"(&4� MPOHJUVEJOBM�
T U V E Z � � ( F S J B U S J D T � � � ( F S P O U P M P H Z�
*OUFSOBUJPOBM�1�	10
��1�33�1�3��201��

௰େ࢜ �高େࢿ �ۙ౻ঘݾ ଇࠀ౻ۙ� 本ج��
νΣοΫϦετと健σʔλを用いたॎஅ研究に
ϦεΫධՁई度の։ൃޢく要支援ɾ要հͮج ��日
本公ऺӴੜࢽࡶ���	5
��2���25��201��
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Ⅰ.研究活動の概要

　ӡ動ث௧の一つであり、本 1ઍສ人を超え
ているมੑܗකؔઅʢක0"ʣをධՁするπʔ
ϧとして、非৵ऻతなํ法に୯७9ઢがあるが、
ක௧が出現した࣌にはまͩ୯७9ઢ্のม化が
出現しておらͣ、์ஔされていることが΄とΜど
である。े年ޙにϨϯτήϯॴݟとして現れた
がないࢶのબྍ࣏ज़しかઅஔؔには人࣌
߹もଟく、10年ઌを 1年ఔ度でஅできるૣظ
அٕज़のཱ֬がٸである。ක௧が出現した࣌
で、ίετで؆ศにක0"が将来తにൃ
することがわかれば、ૣظհೖすることができ、
人ؔઅஔなどの手ज़が͡ݮ、ҩྍίετの
ߟଓがՄになると࣋తظ者"%-の長ױ、ݮ
えられる。ૣظஅとしてཱ֬しているํ法はؔ
અڸ手ज़によるೈࠎධՁであるが、৵ऻ度の高い
ॲஔがඞ要となり、ίετもかかる。ۙ࠷、৵

変形性膝関節症の早期診断とロコモ体操における
軟骨マーカー変化の検討

େཱࢢࡕେ学େ学Ӄҩ学研究科ܗ֎科学
ࢣߨ

ຊ　༞հڮ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը3年ʣ
助成金（実績総額）　2311200ԁ

ऻでೈࠎมੑม化をとらえることができるπʔϧ
として.3* と݂ӷϚʔΧʔが։ൃされている。
52Ϛοϐϯάという.3* ٕज़の্によって
ೈࠎ෦のม化をとらえ、一ݟਖ਼常にݟえるೈࠎ
の࣭తධՁがՄとなり、݂࠾でಘられるೈࠎ
ँϚʔΧʔの݂ਗ਼$0.1はさらに৵ऻのগな
いࠪݕとして༗力なπʔϧである。..1�3 はೈ
にΧλϘϦοΫなม化をとらえることに࣌յഁࠎ
༗用であるとݴわれている。
　本研究はϨϯτήϯ୯७な.3* では出現し
ないような、ܰඍなೈࠎଛই、มੑにରして、よ
りӶහで৵ऻなํ法でݕ出する事をతとし、
そのํ法として、ܰඍなೈࠎมੑϞσϧとして
の、લेࣈਟଳݐ࠶ज़ױޙ者にお͚る経࣌తなೈ
*ϚʔΧʔม化と.3ࠎ ը૾からಘられるૣؔظ
અੑม化のείΞϦϯάʢ803.4�TDPSF
、
52Ϛοϐϯάม化との૬ؔをௐることで、ೈ
。ଛই༧ଌγεςϜをཱ֬するࠎ

ಛ ৵ऻੑ Ӷහੑ 手ؒ

ؔઅڸ
ࠪݕ

ଛইが؍
できる

େ
ʢ手ज़ʣʴʴʴ தʢ手ज़ʣ

ఆྔత
.3*

ೈࠎมੑが
化できる 小 ʴʴ

େ
ʢݸ々にଌఆ者
がଌఆඞ要ʣ

ೈࠎँ
ϚʔΧʔ のΈ݂࠾ 小 ʁʁ 小

本研究はレントゲンや単純な

MRI では出現しないような、軽

微な軟骨損傷、変性に対して、

より鋭敏で低侵襲な方法で検

出する事を目的とし、その方法

論として、軽微な軟骨変性モデ

ルとしての、前十字靭帯再建術

後患者における経時的な軟骨

マーカー変化と MRI 画像から

得られる早期関節症性変化の

スコアリング（WORMS score)、

T2 マッピング変化との相関を

調べることで、軟骨損傷予測シ

ステムを確立する。 

 

研究 1 

方法 

鏡視下靭帯再建術患者に対して、同意の得られた患者を対象とした。術前 1～2 週間

前に膝 MRI を撮像し、同時に T2 mapping 撮像も行った。採血後、速やかに遠心を行

い血清を採取し、測定まで-80 度で保存した。靭帯再建術後、6 週間の部分荷重歩行

後、全荷重開始、術後 3か月以降ジョギング許可、術後 6か月以降ダッシュ許可、術

後 9 か月以降スポーツ復帰とした。術後 3 か月、6 か月、1 年で膝 MRI と採血を行っ

た。血清 COMP 値、MMP-3 値を ELISA 法で測定した。 

 

評価項目 

患者背景として年齢、運動レベル（Tegner Activity Scale;TAS）、手術待期期間、レ

ントゲン評価として KL 分類とした。 

MRIT2mapping から、軟骨表面を大腿骨内外顆（MFC、LFC）、脛骨内外側高原（MTP、LTP）、

膝蓋大腿関節（P、F）に分け（図

1）、それぞれ矢状断 1 スライス

で各時期の T2 値を測定した。 

術前、術後前後不安定性を

KT1000arthrometer にて計測し

た。 

 

解析 

血清COMP値が早期変形性関節症

を反映するかどうか、軟骨変性

を評価できる既知のレントゲン、

血清MMP-3値、T2値と、血清COMP

に影響を与えると言われている年齢、運動レベル（Tegner Activity Scale;TAS）、手

術待期期間、術前後 KT 値健患差と術前術後 1年の血清 COMP との相関を調べた。 

である 

 

５．研究の成果 

図 1：T2 マッピングを用いた軟骨評価の実際 
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研究 1
方法
者にରして、ಉҙのಘらױज़ݐ࠶Լਟଳࢹڸ　
れたױ者をରとした。ज़લ 1ʙ 2िؒલにක
.3*を૾ࡱし、ಉ࣌に52�NBQQJOH も行っ૾ࡱ
た。ޙ݂࠾、かにԕ心を行い݂ਗ਼を࠾औし、
ଌఆまで ��0度でอଘした。ਟଳݐ࠶ज़ޙ、�ि
ؒの෦ՙ重า行ޙ、શՙ重։࢝、ज़ޙ 3か月
Ҏ߱δϣΪϯάڐՄ、ज़ޙ �か月Ҏ߱μογϡ
ޙՄ、ज़ڐ �か月Ҏ߱εϙʔπ෮ؼとした。ज़
。を行った݂࠾3か月、�か月、1年でක.3*とޙ
݂ਗ਼$0.1、..1�3 を &-*4" 法でଌఆ
した。

評価項目
�として年齢、ӡ動Ϩϕϧʢ5FHOFSܠ者എױ　
"DUJWJUZ�4DBMF�5"4ʣ、手ज़ؒظظ、Ϩϯτή
ϯධՁとして,-ྨとした。
　.3*52NBQQJOH から、ೈࠎද໘をେ଼ࠎ
֎ᰒʢ.'$、-'$ʣ、ᡧࠎ֎ଆ高ݪʢ.51、
-51ʣ、ක֖େ଼ؔઅʢ1、'ʣに͚ʢਤ 1ʣ、
それͧれঢ়அ1εϥΠεで֤ظ࣌の52をଌ
ఆした。
　ज़લ、ज़ޙલޙෆ҆ఆੑを,51000BSUISPNFUFS
にてܭଌした。

解析
　݂ਗ਼$0.1がૣظมؔੑܗઅをөする
かどうか、ೈࠎมੑをධՁできるطのϨϯτ
ήϯ、݂ਗ਼..1�3 、52 と、݂ਗ਼$0.1
にӨڹを༩えるとݴわれている年齢、ӡ動Ϩϕ

ϧʢ5FHOFS�"DUJWJUZ�4DBMF�5"4ʣ、手ज़ظظ
ؒ、ज़લ5,ޙ健ࠩױとज़લज़ޙ 1年の݂ਗ਼
$0.1との૬ؔをௐた。
である

Ⅱ.研究の成果

　30 年度はલेࣈਟଳݐ࠶ज़を 3� ྫに施行
し、そのうち 2� ྫにಉҙがಘられた。લ年度
までのαϯϓϧとࠓ年度のαϯϓϧの一෦を
$0.1..1�3 のܭଌを行った。
　当Ӄで"$-ݐ࠶ज़を施行したܭ ��ྫʢ手ज़
年齢ۉ平࣌ 23�3 உੑ、࠽ 2� ྫঁੑ 3� ྫʣを
ରに、年齢、ӡ動Ϩϕϧʢ5FHOFS�"DUJWJUZ�
4DBMFʀ5"4ʣ、 手 ज़  ظ ظ ؒ、,5、,-、
..1�3、52 の֤߲とज़લ$0.1との૬
ؔをݕ౼したところ、

　,-ྨとज़લ..1�3 において૬ؔがೝめら
れた。つまり、ज़લ݂ਗ਼$0.1はؔઅԌ、Ϩ
ϯτήϯม化をөしているとߟえられたʢද
1ʣ。�
　ज़લ52とज़લ݂ਗ਼$0.1のؔでは、
.51において૬ؔがೝめられたʢද2ʣ。

本研究はレントゲンや単純な

MRI では出現しないような、軽

微な軟骨損傷、変性に対して、

より鋭敏で低侵襲な方法で検

出する事を目的とし、その方法

論として、軽微な軟骨変性モデ

ルとしての、前十字靭帯再建術

後患者における経時的な軟骨

マーカー変化と MRI 画像から

得られる早期関節症性変化の

スコアリング（WORMS score)、

T2 マッピング変化との相関を

調べることで、軟骨損傷予測シ

ステムを確立する。 

 

研究 1 

方法 

鏡視下靭帯再建術患者に対して、同意の得られた患者を対象とした。術前 1～2 週間

前に膝 MRI を撮像し、同時に T2 mapping 撮像も行った。採血後、速やかに遠心を行

い血清を採取し、測定まで-80 度で保存した。靭帯再建術後、6 週間の部分荷重歩行

後、全荷重開始、術後 3か月以降ジョギング許可、術後 6か月以降ダッシュ許可、術

後 9 か月以降スポーツ復帰とした。術後 3 か月、6 か月、1 年で膝 MRI と採血を行っ

た。血清 COMP 値、MMP-3 値を ELISA 法で測定した。 

 

評価項目 

患者背景として年齢、運動レベル（Tegner Activity Scale;TAS）、手術待期期間、レ

ントゲン評価として KL 分類とした。 

MRIT2mapping から、軟骨表面を大腿骨内外顆（MFC、LFC）、脛骨内外側高原（MTP、LTP）、

膝蓋大腿関節（P、F）に分け（図

1）、それぞれ矢状断 1 スライス

で各時期の T2 値を測定した。 

術前、術後前後不安定性を

KT1000arthrometer にて計測し

た。 

 

解析 

血清COMP値が早期変形性関節症

を反映するかどうか、軟骨変性

を評価できる既知のレントゲン、

血清MMP-3値、T2値と、血清COMP

に影響を与えると言われている年齢、運動レベル（Tegner Activity Scale;TAS）、手

術待期期間、術前後 KT 値健患差と術前術後 1年の血清 COMP との相関を調べた。 

である 

 

５．研究の成果 

図 1：T2 マッピングを用いた軟骨評価の実際 

 

 

図 1　T2 マッピングを用いた軟骨評価の実際

表 1
߲ 平ۉ ૬ؔ 1

年齢 23�3 ʶ 10�0 ࡀ 0�1� 0�2�

5"4 5��	3��
 0�1� 0�2�

手ज़ؒظظ 3�� ʶ 2�� ϲ月 �0�1� 0�22

,5 5�� ʶ 1��NN �0�0� 0�5�

,- 0�55 ྫ　ᶗ �11 ྫ 0��� 0�002

ज़લ..1�3 3��� ʶ 1���OH�NM 0�3� 0�02

ज़ޙ 1年..1�3 2��2 ʶ 10�3OH�NM �0�2 0�1�

表 2
ज़લ෦Ґ 平ۉ 	NT
 ૬ؔ 1

.'$ ���� ʶ 2�� 0�25 0�0�

-'$ ���3 ʶ 3�2 0�13 0�3�

.51 �3�3 ʶ 2�� 0�32 0�03

-51 3��5 ʶ 3�� 0�15 0�32

1 �3�� ʶ 2�2 0�1� 0�23

' ���� ʶ 2�� 0�12 0��2
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　つまりज़લ݂ਗ਼$0.1はଆᡧؔࠎઅ໘の
ೈࠎม化をとらえていることをҙຯし、"$-ଛ
ইޙのෆ҆ఆੑଘによってଆ0ܕ"がऒى
されることを݂ਗ਼$0.1としてݕ出できるՄ
ੑがߟえられた。
ޙにज़લ݂ਗ਼$0.1がज़࣍　 1年ޙのೈࠎม
ੑを༧ݟできるかどうかをݕ౼するために、ज़ޙ
1年の52とज़લ݂ਗ਼$0.1の૬ؔをௐ
たところ、.'$において૬ؔがೝめられたʢද
3ʣ。このことはज़લ$0.1の্ঢがज़ޙଆ
ίϯύʔτϝϯτのೈࠎมੑを༧ݟできるՄੑ
があることをࣔࠦする。

考察
　"$-ଛইකは0"をऒىするとされており、
֎ইෆ҆ఆੑがೈࠎँにӨڹを༩えるՄੑ
がࣔࠦされている。աڈの研究では"$-ଛইක
で$0.1が্ঢするとされているが、ೈࠎม
ੑをࣔす52との૬ؔをݕ౼したものはなかっ
た。本研究ではज़લの$0.1は..1�3 、
,-に૬ؔにՃえ、52とも૬ؔがΈられた。
このことはකෆ҆ఆੑとԌ、ૣظೈࠎมੑが
$0.1としてೈࠎँにӨڹがあることがࣔ
ࠦされた。さらに、݂ਗ਼$0.1 1年ޙのೈࠎ
มੑを༧ݟできるՄੑがあることもかった。
このことはೈ࣭جࠎにଘࡏする$0.1がҟ化あ
るいはಉ化によってؔઅӷ、݂ ӷに์出され、
そのޙೈࠎの࣭のԼʢ52্ঢʣがݟられる
ことをҙຯし、$0.1がೈࠎมੑをよりӶහ
にとらえることができるπʔϧであるՄੑがࣔ
ࠦされた。

研究 2
ロコモ体操による膝痛軽減の客観的評価
　ක௧、ಛにॳظมੑܗකؔઅױ者にରする࣏
ྍは᙭௧ܰݮのための௧ༀ、ؔઅࣹ、理学ྍ
法、ӡ動ྍ法がΤϏσϯεの高いྍ࣏としてೝࣝ
されている。ӡ動ྍ法のதでのϩίϞମ ʢૢਤ̏ʣ
は 200�年に日本ܗ֎科学会が日本の超高齢社
会をݟਾえてے、ࠎ、ؔ અ、ೈࠎ、ؒ൘といっ
たӡ動ثのいͣれか、あるいはෳにোがىこ
り、「ཱつ」「าく」といったػがԼしている
ঢ়ଶであるϩίϞςΟϒγϯυϩʔϜの༧とし
てൃҊされ、ීٴしつつある。このମૢは୭でも
؆ศにでき、ॴ、ؒ࣌をબばないํ法としてେ
ม༏れているとߟえられる。このମૢが、実ࡍに
᙭௧ܰݮを実現し、さらにその؍٬తධՁとして、
ೈࠎมੑの੍がݟられるとすれば、その༗用ੑ
をূ໌することができ、健康寿໋をԆばすための
ํ法としてよりڧくൃ৴することができる。そこ
でզ々は、લ年度にղੳした52Ϛοϐϯάとೈ
มੑ੍ࠎϚʔΧʔを用いて、ϩίϞମૢのೈࠎ
ޮ果をݕ౼する。
　୯७9ઢ、.3* において、,-ྨ 0ʙ 2の
ॳ0ظ"කױ者をରとする。これらのױ者に
ରして/4"*%に૬当する࣪ༀによる܈ྍ࣏
とϩίϞମૢをࢦಋしࣗݾ理のԼで行うϩίϞ
ॴہ、߹いڧにϥϯμϜ化する。᙭௧が܈
ࣹはڐ༰する。それͧれのױ者にରして、հೖ

表 3
ज़ޙ 1年෦Ґ 平ۉ 	NT
 ૬ؔ 1

.'$ ���1 ʶ 2�� 0�31 0�03

-'$ ���2 ʶ 3�3 0�12 0��3

.51 �3�� ʶ 3�0 0�13 0��0

-51 3��� ʶ 3�5 0�2� 0�10

1 �3�3 ʶ 2�� 0�1� 0�35

' ���0 ʶ 3�1 0�22 0�13

図３　ロコモ体操
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લ.3*52 Ϛοϐϯάと݂ਗ਼を࠾औ、հೖ̍ޙɼ
̏か月の݂ਗ਼と̏か月の.3*52Ϛοϐϯάをܭ
ଌし、ೋؒ܈ൺֱを行う。さらにྟচείΞと
して80."$、+0"�TDPSF、+,0.を用いて、
ೋؒ܈ൺֱを行う。྆ڞ܈に༗ҙࠩなく᙭௧ܰݮ
し、աڈのΤϏσϯεとಉ༷のޮ果をࣔすことが
༧されるが、ϩίϞ܈においてはೈࠎϚʔΧʔ、
52Ϛοϐϯάのݮগが༧される。つまりӡ動
ྍ法であるϩίϞ܈では᙭௧ܰݮのΈならͣ、ೈ
කؔઅのਐੑܗでき、มظมੑ੍ޮ果もࠎ
行༧と健康寿໋のԆ長もظできる、؆ศかつ
৵ऻ、ίετなྍ࣏であることをূ໌する。

Ⅲ.研究2の研究の成果

　30年度からྟচ研究にお͚る法が੍ఆ、施
行されたことにより、ॳ0ظ"のհೖについて、
当Ӄにお͚るྟচ研究৹ࠪҕһ会での৹ࠪではհ
ೖがしいというҙݟがあったため、当Ӄでのྙ
理৹ࠪҕһ会にޙろき研究としてਃし、31
年 2月にमਖ਼ঝೝをಘることができたため、ࠓ
。研究を行する༧ఆとしているޙ
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加齢性脂肪組織リモデリングの
分子機構の解明と医学応用

名ݹେ学ڥҩ学研究ॴ子ँҩ学
助ڭ

ాத　 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը3年ʣ
助成金（実績総額）　5220000ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　ۙ年、छ々のຫੑ࣬ױにڞ௨のج൫පଶとして
「ຫੑԌ」がされている。ै来、動຺ߗ化
ࣗݾ໔Ӹੑ࣬ױなどにおいてຫੑԌの子ϝ
ΧχζϜපଶੜ理తҙٛがਫ਼力తに研究されて
きたが、ۙ࠷では、ං満؞、ਆ経มੑ࣬ױなど
もຫੑԌੑ࣬ױの一໘を༗することが໌らかに
なってきた。これらの࣬ױはՃ齢にって૿Ճす
ることより、「*OqBNNBHJOH」の֓೦が提এさ
れている。ྫえば、ං満と老化は、ຫੑԌΠ
ϯεϦϯࡉ、ੑ߅๔老化、ҟॴੑࢷੵなど
ଟくのڞ௨ੑを༗している。
　Ϛεの実験動においてࢷ৫のΠϯε
Ϧϯγάφϧが寿໋を੍ޚするなど、ݸମ老化に
お͚るࢷ৫の重要ੑについては広くೝࣝされ
ている。ࢷ৫は༨のΤωϧΪʔをதੑࢷ
としてえる「ँػ」とΞσΟϙαΠτΧΠ
ϯと૯শされるੜ理活ੑ࣭を࢈ੜɾൻする
「ൻػ」を༗しており、これらのࢷ৫
のػԼがݸମ老化を༠ಋするとਪଌされる。
高齢者ではମࢷྔがݮগするものの、ମ
がൽԼࢷからଁࢷҟॴੑࢷにγϑτす
るため、ಛにൽԼࢷ৫のػෆશがࣔࠦされ
る。本研究では、ࢷ৫、ಛにൽԼࢷ৫の
「*OqBNNBHJOH」にして、ҎԼの 3にண
した。

ʢ1ʣՃ齢によるൽԼࢷ৫ϚΫϩϑΝʔδ
のػม༰の子ߏػ

ʢ2ʣՃ齢によるൽԼࢷ৫ઢҡժࡉ๔のػ
ม༰の子ߏػ

ʢ3ʣӫཆྍ法ӡ動ྍ法によるൽԼࢷ৫
ংػのվળޮ果の子ػ

　これらの研究を௨し、高齢者にお͚るൽԼࢷ
৫ػෆશの子ߏػを໌らかにするととも
に、Ճ齢ؔ࿈࣬ױにରする৽しいྍ࣏ઓུの創出
をめざす。
　本研究ܭըは、平成 2� 年度に։࢝し、平
成 2� 年度と平成 2� 年度においては、Ճ齢Ϛ
εおよび若齢Ϛε༝来のൽԼࢷ৫ϚΫ
ϩϑΝʔδࢷࡉװ๔にணしたݕ౼をࢼΈ
た。ଈち、1年齢Ϛεおよび �ि齢Ϛεの
ൽԼࢷ৫の࣭ؒࡉ๔より、ϚΫϩϑΝʔδ
ʢ$%11Cཅੑ '���0 ཅੑࡉ๔ʣおよびࢷࡉװ
๔ʢQMBUFMFU�EFSJWFE�HSPXUI�GBDUPS�SFDFQUPS�
Ћʢ1%('3Ћʣཅੑࡉ๔ʣをऔし、ϚΠΫϩ
ΞϨΠղੳにより、Ճ齢にಛతなύεΣΠ
Ճ齢とං満でྨࣅしたൃ現ύλʔϯをࣔすҨ子
をந出した。その݁果、Ճ齢およびං満で্ঢす
るϚΫϩϑΝʔδಛҟతҨ子9をݟ出し、Ϛ
ΫϩϑΝʔδಛҟత9աൃ現Ϛεを作し
た。さらに、ظ࣌ಛҟతに 1%('3Ћൃ現ࡉ๔
をফڈできるϚε、ίϥʔήϯൃ現ࡉ๔をফڈ
できるϚεを作し、Ճ齢にうൽԼࢷ৫
ม༰と 1%('3Ћൃ現ࡉ๔、ίϥʔήϯൃ現ࡉ
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๔のؔ༩について、ݕ౼してきた。本年度は、作
したϚεを用いたݸମϨϕϧでのղੳを行っ
た。

Ⅱ.研究の成果

ʢ1ʣϚΫϩϑΝʔδಛҟత9Ҩ子աൃ現Ϛ
εのղੳ

৫ϚΫϩࢷ年度、Ճ齢およびං満のൽԼࡢ　
ϑΝʔδにಛҟతにൃ現するҨ子9を$%11C
ϓϩϞʔλʔ੍ޚԼでաൃ現するϚεを作
した。ϚΫϩϑΝʔδಛҟత9Ҩ子աൃ現
Ϛεʢ5Hʣは、ೕޙから、ං満ૈࠎᱷ
などՃ齢にಛతなମతม化をఄしたため、
これらのಛがՃ齢にいどのようにม化するか
するతで、1年齢Ϛεをղੳした。若齢౼ݕ
Ϛεでೝめられていたମ重ࠩは、1年齢ではೝ
められなくなったが、ࢹϨϕϧで5HϚεで
は໌らかなං満をఄしたʢਤ 1ʣ。そこで、ݸମ

老化にお͚るશのँをݕ౼するతで、経
験をࢼ験、ΠϯεϦϯෛՙࢼάϧίʔεෛՙޱ
行った。その݁果、経ޱෛՙࢼ験ではࠩはೝめ
られなかったが、興ຯਂいことに、5HϚεでは、
ΠϯεϦϯײडੑのဏਐがೝめられたʢਤ2ʣ。

　そこで、֤छଁثを࠾औしたところ、5HϚ
εでは、ൽԼࢷ৫のஶ໌な重ྔ૿Ճがೝめら
れた。また、5HϚεでは、ਫ਼্ମपғࢷ
৫、ؒບࢷ৫も、ੜܕϚεにൺֱし
て重ྔの૿Ճがೝめられたが、؊ଁは重ྔのԼ
がೝめられたʢਤ 3ʣ。ળۄΞσΟϙαΠτΧΠ
ϯとされるΞσΟϙωΫνϯは、ΠϯεϦϯײड
ੑをဏਐさͤることがられているが、ओに、ൽ
Լࢷ৫で࢈ੜされることが報告されている。
1年齢5HϚεでೝめられたΠϯεϦϯײडੑ
のဏਐは、݂தΞσΟϙωΫνϯೱ度の্ঢにґ
ଘするՄੑもؚめ、現ࡏ、݂ӷαϯϓϧ৫
αϯϓϧを用いて、֤छղੳを行っている。ま
た、これらのද現ܕのҨ子9のؔ༩につい
て、ࡉৄ、ޙࠓにݕ౼する。

ʢ2ʣϚΫϩϑΝʔδಛҟత9Ҩ子ܽଛϚε
の作ɾղੳ

　ϚΫϩϑΝʔδಛҟత9Ҩ子աൃ現Ϛ
εとٯのද現ܕを֬ೝするతで、ϚΫϩϑΝʔ
δಛҟత9Ҩ子ܽଛϚεを作した。ଈち、
৽نに9�q�PY�q�PY Ϛεを作し、-ZTP[ZNF�
.�$SFʢ-ZT.�$SFʣաൃ現Ϛεとަする

した検討を試みた。即ち、1 年齢マウスおよび 8 週齢マウスの皮下脂肪組織の間質細

胞より、マクロファージ（CD11b 陽性 F4/80 陽性細胞）および脂肪幹細胞

（platelet-derived	growth	factor	receptor-α（PDGFRα）陽性細胞）を分取し、

マイクロアレイ解析により、加齢に特徴的なパスウェイや加齢と肥満で類似した発現

パターンを示す遺伝子を抽出した。その結果、加齢および肥満で上昇するマクロファ

ージ特異的遺伝子 X を見出し、マクロファージ特異的 X 過剰発現マウスを作製した。

さらに、時期特異的に PDGFRα発現細胞を消去できるマウス、コラーゲン発現細胞を

消去できるマウスを作製し、加齢に伴う皮下脂肪組織変容と PDGFRα発現細胞、コラ

ーゲン発現細胞の関与について、検討してきた。本年度は、作製したマウスを用いた

個体レベルでの解析を行った。	

	

５．研究の成果	

（1）マクロファージ特異的 X遺伝子過剰発現マウスの解析	

	 昨年度、加齢および肥満の皮下脂肪組織マクロファージに特異的に発現する遺伝子

X を CD11b プロモーター制御下で過剰発現するマウ

スを作製した。マクロファージ特異的 X遺伝子過剰

発現マウス（Tg）は、離乳直後から、肥満や骨粗鬆

症など加齢に特徴的な身体的変化を呈したため、こ

れらの特徴が加齢に伴いどのように変化するか検

討する目的で、1 年齢マウスを解析した。若齢マウ

スで認められていた体重差は、1 年齢では認められ

なくなったが、目視レベルで Tg マウスでは明らか

な肥満を呈した（図 1）。そこで、個体老化における

全身の糖代謝を検討する目的で、経口グルコース負

荷試験、インスリン負荷試験を行った。その結果、経口糖負荷試験では差は認められ

なかったが、興味深いことに、Tg マウスでは、インスリン感受性の亢進が認められた

（図 2）。	
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図 2　1 年齢マウスを用いた糖代謝に関する検討

した検ウをヨࡳた。༶1、ࡕ 年齢マ࢘スおよࡧ 8 週齢マ࢘スの⓶下⬡⫫⤌⧊の間㉁⣽

⬊より、マࣇࣟࢡージ（C'11E 㝧性 F��80 㝧性⣽⬊）およࡧ⬡⫫ᖿ⣽⬊

（platelet-GeriveG groZth Iactor receptor-Ș（P'*FRȘ）㝧性⣽⬊）を分取し、

マイࣟࢡアレイ解析により、ຍ齢に≉ᚩ的なࣃス࢙࢘イやຍ齢と⫧‶で類ఝしたⓎ現

ࣇࣟࢡでୖ᪼するマ‶⫧ࡧーンを♧す㑇ఏᏊをᢳ出した。その⤖果、ຍ齢およࢱࣃ

ージ≉␗的㑇ఏᏊ ; をぢ出し、マࣇࣟࢡージ≉␗的 ; 㐣Ⓨ現マ࢘スをస〇した。

らに、時期≉␗的にࡉ P'*FRȘⓎ現⣽⬊をᾘཤできるマ࢘ス、コラーゲンⓎ現⣽⬊を

ᾘཤできるマ࢘スをస〇し、ຍ齢にకう⓶下⬡⫫⤌⧊変ᐜと P'*FRȘⓎ現⣽⬊、コラ

ーゲンⓎ現⣽⬊の関与にࡘいて、検ウしてきた。本年度は、స〇したマ࢘スを用いた

ಶయレベルでの解析を行った。 

 

５．研究の成果 

（1）マࣇࣟࢡージ≉␗的 ; 㑇ఏᏊ㐣Ⓨ現マ࢘スの解析 

 年度、ຍ齢およࡧ⫧‶の⓶下⬡⫫⤌⧊マࣇࣟࢡージに≉␗的にⓎ現する㑇ఏᏊ

; を C'11E ࢘ーไᚚ下で㐣Ⓨ現するマࢱモーࣟࣉ

スをస〇した。マࣇࣟࢡージ≉␗的 ; 㑇ఏᏊ㐣

Ⓨ現マ࢘ス（Tg）は、㞳ங┤後から、⫧‶や骨⢒㧼

症などຍ齢に≉ᚩ的な㌟య的変化を࿊したたࡵ、こ

れらの≉ᚩがຍ齢にకいどのように変化するか検

ウする目的で、1 年齢マ࢘スを解析した。ⱝ齢マ࢘

スでㄆࡵられていたయ重差は、1 年齢ではㄆࡵられ

なࡃなったが、目視レベルで Tg マ࢘スでは᫂らか

な⫧‶を࿊した（図 1）。そこで、ಶయ⪁化における

全㌟の⢾௦ㅰを検ウする目的で、経ཱྀグルコース㈇

荷ヨ㦂、インスリン㈇荷ヨ㦂を行った。その⤖果、経ཱྀ⢾㈇荷ヨ㦂では差はㄆࡵられ

なかったが、⯆῝いことに、Tg マ࢘スでは、インスリンឤཷ性のஹ㐍がㄆࡵられた

（図 2）。 
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図 1　1 年齢マウスの外観
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ことにより、-ZT.�$SFɿ9�q�PY�q�PY Ϛεʢ,0
Ϛεʣを作した。,0Ϛεは、5HϚε
とҟなり、若齢࣌にお͚るମ重、ଁث重ྔは、ର
রϚεʢ-ZT.�85ɿ9�q�PY�q�PY Ϛεʣと
ࠩがೝめられなかった。そこで、高ࢷ৯ෛՙに
よりං満を༠ಋし、5HϚεとٯのද現ܕ、ଈ
ち、૫ͤ、あるいはଠりにくいද現ܕとなるかど
うかݕ౼した。その݁果、গなくとも高ࢷ৯ෛ
ՙ 1�िؒでは、ରরϚεにൺֱして、ମ重
重ྔにࠩはೝめられなかった。一ํ、Ҩ子ثଁ
ൃ現ղੳでは、5HϚεとٯのද現ܕがೝめら
れる߲がݟ出され、現ࡏ、これらの子にண
して9のࢷ৫ػにٴ΅すӨڹをݕ౼する
とڞに、Ճ齢Ϛεを作し、ղੳする༧ఆにし
ている。

ʢ3ʣࢷ৫ઢҡժࡉ๔ղੳ用Ϛεの作ɾ
ղੳ

๔ࡉװܥとなるؒ༿ݯى๔のࡉ৫ઢҡժࢷ　
のϚʔΧʔである 1%('3Ћにணし、ظ࣌ಛ
ҟతに 1%('3Ћൃ現ࡉ๔をফڈՄなϚε
を作した。ଈち、1%('3Ћ �$SF&35. Ϛε
とJOEVDJCMF�EJQIUIFSJB�UPYJO�SFDFQUPSʢJ%53ʣ
q�PY�q�PY Ϛεをަし、1%('3Ћ �$SF&35.�

��J%53�q�PY�q�PYϚεを作した。本Ϛεは、
λϞΩγϑΣϯを༩することで、ظ࣌ಛҟతに
1%('3Ћൃ現ࡉ๔に%53をൃ現さͤることが
Մで、さらに、δϑςϦΞτΩγϯを༩する
ことで、ظ࣌ಛҟతに 1%('3Ћൃ現ࡉ๔をফ
することがՄである。しかしながら、本Ϛڈ
ελϞΩγϑΣϯを༩53%、ޙのൃ現を
したところ、΄とΜどൃ現がೝめられなかっ౼ݕ
た。そこで、現3')1%、ࡏЋ �$SF&35. Ϛε
と EJQIUIFSJB�UPYJO�"�TVCVOJUʢ%5"ʣq�PY�
q�PY Ϛεをަし、λϞΩγϑΣϯ༩によ
り 1%('3Ћൃ現ࡉ๔をফڈՄなϚεを作
出している。本Ϛεを用いて、ظ࣌ಛҟతに
1%('3Ћൃ現ࡉ๔をফڈすることで、ࢷ৫
ઢҡժࡉ๔がࢷ৫のՃ齢ม化にٴ΅すӨڹに
ついてݕ౼する。

、本研究で作出したϚεのղੳを行い、ޙࠓ　
ಘられた成果をൃදする༧ఆである。

ʻँࣙʼ
　本研究を支援してԼさった財団ؔ者のօ༷、
৹ࠪһのઌੜํに心よりँײਃし্͛�ます。

 

 そこで、各✀⮚ჾを採取したとこࢁ、Tg マ࢘スでは、⓶下⬡⫫⤌⧊のⴭ᫂な重㔞ቑ

ຍがㄆࡵられた。また、Tg マ࢘スでは、⢭ᕢୖయ࿘ᅖ⬡⫫⤌⧊、⭠間⭷⬡⫫⤌⧊も、

㔝⏕ᆺマ࢘スにẚ㍑して重㔞のቑຍがㄆࡵられたが、⫢⮚は重㔞の低下がㄆࡵられた

（図 3）。ၿ⋢アデポࢧイトカインとࡉれるアデポࢳࢡࢿンは、インスリンឤཷ性

をஹ㐍ࡏࡉることが知られているが、に、⓶下⬡⫫⤌⧊で⏘⏕ࡉれることがሗ࿌ࡉ

れている。1年齢 Tg マ࢘スでㄆࡵられたインスリンឤཷ性のஹ㐍は、血୰アデポࢿ

ルを用ࣉンࢧ⧊⤌ルやࣉンࢧ現ᅾ、血ᾮ、ࡵン⃰度のୖ᪼に౫存する可⬟性もྵࢳࢡ

いて、各✀解析を行っている。また、これらの表現ᆺの㑇ఏᏊ ; の関与にࡘいて、

後、ヲ⣽に検ウする。 

 

（2）マࣇࣟࢡージ≉␗的 ;㑇ఏᏊḞ損マ࢘スのస〇࣭解析 

 マࣇࣟࢡージ≉␗的 ;㑇ఏᏊ㐣Ⓨ現マ࢘スと㏫の表現ᆺを確ㄆする目的で、マ

ージ≉␗的ࣇࣟࢡ ;㑇ఏᏊḞ損マ࢘スをస〇した。༶ࡕ、᪂つに ; Ilo[�Ilo[ マ࢘

スをస〇し、Lyso]yme M Cre（LysM Cre）㐣Ⓨ現マ࢘スと㓄することにより、LysM 

Cre� ; Ilo[�Ilo[ マ࢘ス（KO マ࢘ス）をస〇した。KO マ࢘スは、Tgマ࢘スと␗なり、

ⱝ齢時におけるయ重、⮚ჾ重㔞は、対↷マ࢘ス（LysM WT� ; Ilo[�Ilo[ マ࢘ス）と差

がㄆࡵられなかった。そこで、高⬡⫫㣗㈇荷により⫧‶をㄏᑟし、Tg マ࢘スと㏫の表

現ᆺ、༶ࡏ⑭、ࡕ、あるいはኴりにࡃい表現ᆺとなるかどうか検ウした。その⤖果、

ᑡなࡃとも高⬡⫫㣗㈇荷 16 週間では、対↷マ࢘スにẚ㍑して、య重や⮚ჾ重㔞に差

はㄆࡵられなかった。୍ 方、㑇ఏᏊⓎ現解析では、Tg マ࢘スと㏫の表現ᆺがㄆࡵられ

図 3　1 年齢マウスの解剖時組織重量
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レジストリデータに基づいた経口抗凝固薬を
適切に選択するための戦略

国ཱ研究։ൃ法人国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ
ものれηϯλʔ　෭ηϯλʔ長

थ　࣏ࠤ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը3年ʣ
助成金（実績総額）　5�13�5�ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　平成30年度は、ҎԼの研究事業を行った。
1� 研究課題「ϨδετϦσʔλにͮجいた
経ݻڽ߅ޱༀをదにબするためのઓུ
ʢ4USBXCFSSZ 研究ʣ」をଟ施ઃڞಉ研究として
ӡӦܧଓしている。平成 30年度にྫొ
をऴྃし、લき؍をܧଓしている。

2� 当研究課題のମ研究である「ద࣌దなҩ
ྍɾέΞをࢦした、ೝの人のશ国త
な報ొɾを行う研究」のొをܧଓし、
σʔλϕʔεを活用した࣏験ొ業のڮ
し研究ࢀՃ施ઃによるੜ研究のςʔϚ
ཱҊなどがల։されている。

Ⅱ.研究の成果

（１）Strawberry 研究
1��ϓϩτίϧの学会ൃදとจ公ද
　研究ϓϩτίϧを国ࡍ学会ʢ5IF�11UI�8PSME�
4USPLF�$POHSFTTʣでൃදした。あわͤてจ
が#.+�0QFO に࠾されたʢਤ̍ʣ。จでは、
ೝのج൫研究であるΦϨϯδϨδετϦ研究
のհとೝϦεΫҼ子としての心ࡉ動のղ
ੳ、心ࡉ動がೝϦεΫとなるػংについ
てٴݴした。
2��ྫొの経ա
　平成 31年 3月までに、国ཱ長寿ҩྍ研究η
ϯλʔҎԼのࢀՃ施ઃにおいてશମで 235ྫ
がσʔλϕʔεొされたʢ౦ঁژ子ҩ科େ学、

図１　学会と論文発表の概要図
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㸯．研究௦表者 

ᡤᒓ࣭⫋ྡ ： ᅜ立研究開Ⓨ法ேᅜ立㛗ᑑ་⒪研究ࢭンࢱー 

ものᛀれࢭンࢱー ࢭンࢱー㛗 

Ặ   ྡ ： బ ┤ᶞ 

 

㸰．研究期間 

ᖹ成 30 年 � 月 1 ᪥ ～ ᖹ成 31 年 3 月 31 ᪥ 

 

㸱．研究ㄢ㢟 

レジストリデーࢱにᇶ࡙いた経ཱྀᢠจᅛ⸆を㐺ษに㑅ᢥするたࡵのᡓ␎ 

 

㸲．研究ά動のᴫせ 

 ᖹ成 30 年度は、以下の研究事ᴗを行った。 

1� 研究ㄢ㢟ࠕレジストリデーࢱにᇶ࡙いた経ཱྀᢠจᅛ⸆を㐺ษに㑅ᢥするたࡵの

ᡓ␎（StraZEerry 研究）ࠖ をከタඹ同研究として運Ⴀ⥅⥆している。ᖹ成 30

年度ᮎに症Ⓩ㘓を⤊し、前ྥきほᐹを⥅⥆している。 

2� ᙜ研究ㄢ㢟のẕయ研究であるࠕ㐺時㐺ษな་⒪࣭ࢣアを目ᣦした、ㄆ知症のே

➼の全ᅜ的なሗⓏ㘓࣭㏣㊧を行う研究 のࠖⓏ㘓を⥅⥆し、デーࢱベースをά

用した㦂Ⓩ㘓ᴗົのᶫΏしや研究ཧຍタによるὴ⏕研究のテーマ立

などがᒎ開ࡉれている。 

 

５．研究の成果 

（㸯）StraZEerry 研究 

 トコルのᏛⓎ表と論ᩥබ表ࣟࣉ �1
研究ࣟࣉトコルをᅜ際Ꮫ（The 11th World Stroke Congress）でⓎ表した。あわࡏて

論ᩥが %M- Open に採ᢥࡉれた（図㸯）。論ᩥでは、ㄆ知症のᇶ┙研究である࢜レンジ

レジストリ研究の⤂とㄆ知症リスࢡᅉᏊとしての心ᡣ⣽動の解析、心ᡣ⣽動がㄆ知

症リスࢡとなるᶵᗎ➼にࡘいて言ཬした。 

�ŽŵŵŽŶ ƌŝƐŬ ĨĂĐƚŽƌƐ ĨŽƌ ƐƚƌŽŬĞ ĂŶĚ ĚĞŵĞŶƚŝĂ

Saji N, et al. �D: KƉĞŶ . 2018.

Pre-clinical
CDR 0

MCI*
CDR 0.5-1

Dementia†

CDR 2-3

Setting Community-dwelling
population

Hospital-based
patients

Nursing home
clients

Dementia
Stage

Organized Registration for the Assessment of dementia
on Nation-wide General consortium toward Effective
treatment in Japan ( ORANGE)

Schema

Project

Hypertension
Diabetus Mellitus
Obesity
Depression
Inactivity
Head Trauma
ApolipoproteinE
...etc.

Dementia

MCI

Pre-clinical

Normal

High

Low

Stage

Risk factors

R&D of disease
modifying drugs

Clinical trials

R&D of care
technology

R&D of biomarkers
preemptive drug

Matching between 
subjects and clinical trials

Data Strage

Application
of the data

Stage: Pre-clinical and MCI (CDR 0-0.5 & MMSE 20-30)
Subjects: Patients with NVAF who taking oral anticoagulants

Timecourse

*including early
stage of dementia

†advanced stage

Presentation of the protocol 
at the 11th World Stroke Congress
(2018/10/18)

Atrial fibrillation

 



��

研究実績報告集

ҩ科େ学、த࣏ࣗ、ຽපӃࢢෞذ、ҩ科େ学࣏ࣗ
෦ろうさいපӃ、ฌཱݝݿඣ࿏॥ثපηϯλʔ、
一ٶපӃ、名ݹେ学、Ԭࢁେ学、名ݹཱࢢ
౦෦ҩྍηϯλʔ、高େ学、ۚҩ科େ学、౦
。重େ学ʣࡾ、健康長寿ҩྍηϯλʔ、ҍྛେ学ژ
ඪྫには౸ୡできなかったがʢਤ2ɿάϨʔ
ઢʣ、ຖ月のྫొはϖʔεがམちることなく
ॱௐにొできたʢਤ 2ɿΦϨϯδઢʣ。ॎஅղ
ੳについてはޙࠓのམにもよるが、ϕʔεϥ
Πϯσʔλのԣஅղੳを実施するには、それなり
のྫを֬อできたとߟえた。
3� ొױ者のج本ଐੑ
　本研究に当ηϯλʔからొされた 11�ྫを
ந出してج本ଐੑをࢼ行ௐࠪした。உੑがଟくొ
されておりʢ�����ʣ、年齢のதԝは ࡀ��
であった�	*23��3��0�SBOHF������
。ొ࣌
のೝػについては、..4&のதԝ 2�
ʢ*23�25�2��SBOHF�20�30ʣで、$%30�5 とܰ
度ೝোをࣔࠦするྫがҎ্であった
ʢ55���
。よって、このίϗʔτは高齢でܰ度ೝ
োをఄする心ࡉ動ױ者がଟくొされてい
ることがわかった。ޙࠓのԣஅղੳ実施にΉ͚て
४උをਐめている。

�� αϒ研究ܭըɿόΠΦϚʔΧʔ
　研究։࢝から 2年ؒにొされた心ࡉ動ױ
者からಘられた݂ӷとݕମを用いてόΠΦϚʔ
Χʔをղੳし、ױ者ଐੑਛػোとݻڽ߅ༀ
のؔ࿈、ೝػとのؔ࿈をԣஅ研究で໌らかに
することも、一つの研究ඪにしている。ղੳす
るόΠΦϚʔΧʔとして、ᶃ݂ӷݕମを用いて、
ΞϛϩΠυЌؔ࿈Ҽ子ΠϯλʔϩΠΩϯ�、高
��度$31、..1ײ などのԌੑαΠτΧΠϯ、
ᶄݕମを用いて、தΞϧϒϛϯਛػো
の高ײ度ϚʔΧʔであるத ߹݁ࢎࢷܕ-
നʢ-�'"#1ʣ、ੜମのࢎ化ετϨεϚʔΧʔ
であるத ��0)E(、などをଌఆީิとしてい
る。ಘられた݁果をもとにଟมྔղੳを用いて、
�ༀのબʢ%"0$�WTݻڽ߅者ଐੑとױ ϫϧϑΝ
Ϧϯʣ、ਛػোの༗ແ、಄෦.3* ೝػ
とのؔ࿈をԣஅௐࠪする。

（２）ORANGE 研究
1��研究経ա
　国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔでܰ度ೝোױ
者の研究ొをܧଓし、 2�0名がొされた。
平成 30年度の03"/(&�.$* 研究શମでのױ
者ొは2000名લޙのొがࠐݟまれてい

図 2　症例登録の経過



��

研究実績報告集

る。また、ΫϦχΧϧΠϊϕʔγϣϯωοτϫʔ
Ϋʢ࣏験ɾༀا業との࿈携ʣについて、小会߹
を։࠵し、ΦϨϯδϨδετϦを活用した࣏験の
ଅਐについてҙަݟした。ༀا業との࿈携も
ਐలしつつある。

2��ੜ研究のܭը
　ۙ年、ΞϛϩΠυԾઆによらないೝのൃ
ප社会తҼ子などのೝ׳ং、ಛにੜ活शػ
の৽ൃنϦεΫがされている。そのため、
ΦϨϯδϨδετϦ研究にお͚るܰ度ೝো
ʢ.$*ʣ൝のαϒ研究として、ҎԼのྟচ研究を
ཱҊしている。
�
ϑϩʔϥについてのྟচ研究ʢ(JNMFU研究ʣ
　ΦϨϯδϨδετϦをج൫にした୯施ઃの؍
研究として、ϑϩʔϥとೝػについての
ྟচ研究を։࢝している。研究成果を国ࡍ学会で
ൃදしӳจจで公։した。研究成果がされ、
ԤถのϝσΟΞ本のશ国ࢴでχϡʔε৴さ
れた。�

ௌについてのྟচ研究ʢ&TDBSHPU 研究ʣ
　ΦϨϯδϨδετϦ研究をج൫にして、ௌと
ೝについてのؔ࿈をղ໌するため、研究ά
ϧʔϓを成して、研究ܭըをཱҊしている。��

（３）令和元年以降の展望
　4USBXCFSSZ 研究については、ϕʔεϥΠϯ
σʔλのऩ集とσʔλΫϦʔχϯά、ԣஅௐࠪを
༧ఆしている。そのޙ、ଞ施ઃにお͚るαϒղੳ
もܭըしている。
　03"/(&研究については、ױ者ొをܧଓ
してσʔλղੳをܭըし、あわͤてੜྟচ研究
もӡӦをܧଓする。
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老齢化がもたらす骨芽細胞分化方向の
攪乱と骨量・骨質との連関

ੜ化学ߢޱ学૯߹研究科ࣃౡେ学େ学Ӄҩࣇࣛ
٬һ研究һ

ೇࢁ　ৡೋ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը3年ʣ
助成金（実績総額）　5�20000ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

化ࢎに一աੑにൃ現するϦϯظ๔化தࡉժࠎ　
λϯύΫ࣭であるΦεςΦϙϯνϯ	01/
は、
活ੑࡉ5ܕ๔の໔Ӹࡉ๔にもൃ現し、αΠτ
ΧΠϯ༷にಇくことでԌԠのऒىにؔ༩す
る。ۙ年、Ճ齢によるࠎँҟ常において01/
が高ൃ現しており、පଶのਐ行にਂくؔわってい
ることが報告されている。
　զ々はこれまでの研究で、ࠎժࡉ๔の D�KVO�
/�UFSNJOBM�LJOBTF�	+/,
 活ੑを੍するとࠎ
化によるܗ࣭جࠎ成がஶ໌に੍されること
を報告した。このࠎ、࣌化தظに一աੑൃ現
するൻλϯύΫ࣭である01/と、化ظޙに
ൃ現するൻλϯύΫ࣭であるΦεςΦΧϧγ
ϯ 	0$/
 のൃ現Ϩϕϧをղੳすると、+/,્
、によって0$/のൃ現はஶしく੍されたが
01/のൃ現は໌らかにဏਐしたʢਤ̍ʣ。

このことは ๔化をࡉժࠎが、୯に્,/+
Ԇさͤたのではなく、化のํੑをม化さͤ
たՄੑをڧくࣔࠦする。すなわち、ੴփ化༠
ಋܕの一ൠతなࠎժࡉ๔化ʢ0$/ൻܕʣと
ҟなり、01/をଟྔにൃ現するλΠϓのࠎժࡉ
๔化ࣜܗʢ01/ൻܕʣがଘࡏし、化༠ಋ
݅のҧいによって、̎つの化ࣜܗのํੑ
がม化することがࣔࠦされたʢਤ̎ʣ。ߋにզ々
は%/"ϚΠΫϩΞϨΠղੳで、この化ํ
のܾఆにؔわるෳのసࣸҼ子܈をಉఆした。ۙ
年の研究から、ࠎժࡉ๔は、ᶃܗ࣭جࠎ成、ᶄ

図 1　骨芽細胞分化の多様性 図 2　骨芽細胞分化形式（予想）

ؒ༿ܥ
๔ࡉװ

๔ࡉۦલࠎ

+/,ˢ +/,ˣ

ժࠎ
๔ࡉ

0$/ൻܕ 01/ൻܕ
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3"/,-のൃ現によるഁࡉࠎ๔をհしたٵࠎऩ
ௐઅ、ᶅ01/にՃえ5PMM ༷ड༰ମのපݪ
ମड༰ମ$%�0の5ࡉ๔ܹҼ子のൃ現に
よる໔Ӹ੍ޚ、の̏つのػをซͤ࣋ったଟػ
ੑࡉ๔としてೝࣝされている。
　興ຯਂいことに、Ճ齢ૈࠎܕᱷのප෦では
01/が高ൃ現していることにՃえ、զ々がಉఆ
したసࣸҼ子܈のൃ現が高齢Ϛε༝来ࠎժࡉ๔
で༗ҙにม化していることをݟ出した。老齢Ϟσ
ϧϚεにおいて、ࠎժࡉ๔化λΠϓを੍ޚす
るసࣸҼ子܈のൃ現が֧ཚしていることは、Ճ齢
によるँௐઅのม化が、ࠎँܕ໔Ӹ੍ܕޚ
といったଟ༷なࠎժࡉ๔化ࣜܗをੜΈ出しපଶ
をܗ成していることをڧくࣔࠦする。そのため、
本研究によって、Ճ齢によるࠎժࡉ๔化ํの
ཚを実ূできれば、元来、ࠎժࡉ๔によるܗࠎ
成とഁࡉࠎ๔によるഁࠎյによってのΈޠられて
いた、高齢化によるྔࠎのݮগϝΧχζϜにରし、
৽たなݟを提ࣔすることができる。
　本研究では、ᶃ3FUSPQSPTQFDUJWFʢ実ࡍのੜ
ମで、ػతにҟなる成ख़ࠎժࡉ๔がଘࡏする
ことをূ໌するʣと、ᶄ1SPTQFDUJWFʢະख़なࠎ
ժࡉ๔גを用いた JO�WJUSP 実験で、ҟなるڥ
Լで化༠ಋすることでੜ͡るࠎժࡉ๔ػの૬
ҧをղ໌するʣの実験ܥで、ࠎժࡉ๔のଟ༷ੑ
化Ϟσϧのଘࡏを JO�WJUSP、JO�WJWP の྆໘で実
ূし、そのࡉ๔子ߏػのղ໌をࢼΈる。ߋに
Ճ齢ม化によって༠ಋされるࠎժࡉ๔化ํの
ཚҼ子をಉఆし、老齢化によるຫੑࠎँ࣬ױ
の৽ྍ࣏ن法։ൃに͚た動実験Ϟσϧをݕ౼
する。
　本研究年度では、ࠎժࡉ๔のଟ༷ੑ化にؔわ
ることが༧されるసࣸҼ子܈のதから、Ϛε
λʔసࣸҼ子としてػするλϯύΫ࣭をಉఆし
た。この子のൃ現ڍ動について、+/,活ੑҟ
常ϞσϧϚεを用い、JO�WJWP にお͚るղੳを
行った。また、老化Ϟσϧおよびຫੑࠎँҟ常
Ϟσϧを作成し、ࠎժࡉ๔のଟ༷ੑ化がੜ理త
に༠ಋされるかどうかをݕ౼した。

Ⅱ.研究の成果

　まͣզ々のఆしたࠎժࡉ๔のଟ༷ੑ化
ʢ01/ٴܕび0$/ܕʣが、化༠ಋҼ子のछ
ྨにؔわらͣ༠ಋされることを֬かめるために、
Ϛεࠎժࡉ๔༷ࡉ๔ .$353�&1 を +/, ્
、12.#、ࢎఴՃ݅Լにて、ΞείϧϏϯࡎ
'('2によって化༠ಋした。֤化༠ಋҼ子に
よってࠎժࡉ๔化ϑΣϊλΠϓであるੴփ化ܗ
成、ࠎγΞϩϓϩςΠϯのҨ子ൃ現、0$/
ൃ現は /によって੍されたが、01ࡎ્,/+
ൃ現はۃめてڧく༠ಋされた。ಉ༷の݁果は、Ϛ
ε಄֖ࠎ༝来ࠎժࡉ๔を用いた߹にもಘら
れ、01/ࠎܕժࡉ๔のଘࡏのՄੑがڧくࣔࠦ
された。
　01/はࠎժࡉ๔化のதظに࠷もڧくൃ現す
るため、+/,્ࡎは୯にࠎժࡉ๔化をதظ
でετοϓしているՄੑがある。そこでࠎժ
๔をࡉժࠎલにؒ࣌�๔化を༠ಋする2ࡉ +/,
ޙఴՃഓでഓཆし、そのࡎ્ をࡎ્,/+
ఴՃͤͣに௨常のࠎժࡉ๔化༠ಋを行った。そ
の݁果、化ॳظஈ֊に +/,活ੑを્するͩ
͚で、01/ࠎܕժࡉ๔の化が༠ಋされた。
すなわち、01/ࠎܕժࡉ๔の化は化ॳ
のظ +/,活ੑによって支されていることがࣔ
ࠦされた。また TJ3/"を用いたղੳによって、
+/,のೋछྨのΞΠιϑΥʔϜʢ+/,1�+/,2ʣ
のうち、+/,2が01/ࠎܕժࡉ๔化にػత
ׂを果たしていることがかった。
　興ຯਂいことに、01/ࠎܕժࡉ๔は0$/ܕ
、-,/"ऩにؔわる3ٵࠎ、๔とൺֱしてࡉժࠎ
$$-5 のൃ現が༗ҙに高く、ܗࠎ成にؔわる
$9$-12 のൃ現がかった。これらのσʔλか
ら、01/ࠎܕժࡉ๔はಛతなҨ子ൃ現ηο
τを࣋つことがࣔࠦされたため、ΦϛΫεղੳ
によって01/ࠎܕժࡉ๔のൃ現するҨ子を
ཏతにղੳした。その݁果、01/ࠎܕժࡉ
๔にಛతなసࣸҼ子ʢ1BMN3�.FPY2�*E��
(DN1�5TI[2�"CDC��"UPI��3BT11Cʣ、ൻ
λϯύΫʢ4GSQ1�4GSQ2�(SFN2�(QIB2�'HG1�
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&TN1ʣ、ࡉ๔ද໘ϚʔΧʔʢ*UHC��1EHGSʣを
ಉఆすることができた。
　これらのసࣸҼ子のதから、01/ࠎܕժࡉ๔
の化༠ಋにؔわるϚελʔసࣸҼ子を୳ࡧした
ところ、ࠎժࡉ๔に JOIJCJUPS�PG�%/"�CJOEJOH�
��	*E�
 を高ൃ現さͤることで、01/のΈなら
のൃ現が܈๔にಛతなҨ子ࡉժࠎܕ/01ͣ
༠ಋされた。また ժࠎܕ/による01્,/+
๔の化༠ಋは、*E�をϊοΫμϯすることࡉ
によってϒϩοΫすることができた。すなわち、
*E�を01/ࠎܕժさེԫ
๔の化がҼੑのੜ理తࡉժࠎܕ/に01ߋ　
な +/,活ੑのม化によっても༠ಋされることを
ূ໌するために、+/,ಛҟతなϦϯࢎ化߬ૉ
である%6411�のϊοΫΞτϚεをथཱし、
、๔のをղੳした。その݁果ࡉժࠎܕ/01
%641�,0Ϛεではੜܕとൺֱして、01/
๔の化が༗ҙに੍されていることࡉժࠎܕ
がかった。
　またࣃपපٴび老齢化Ϟσϧを JO�WJUSP およ
び JO�WJWP にてथཱし、01/ࠎܕժࡉ๔の化
をݕ౼したところ、྆者はࠎժࡉ๔において༗ҙ
に *E� のൃ現を্ঢさͤ、化ํを01/ܕ
とγϑτさͤていることがかった。
　Ҏ্の݁果から、ࠎժࡉ๔化にはগなくとも
するこࡏがଘੑのೋつのํܕ/と0$ܕ/01
とがࣔࠦされた。この化όϥϯεには +/,活
ੑとそれによってൃ現がม化する*E�がϚελʔ
ϨΪϡϨʔλʔとしてػしていることがかっ
た。これらのࠎժࡉ๔λΠϓは JO�WJWP びපଶٴ
Ϟσϧによっても؍され、ࠎժࡉ๔化にお͚
る৽たなݟをಘることができた。
　本研究༰は、'"4&#�+PVSOBM にΞΫηϓࢽ
τされた。
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軽度認知症障害および初期認知症をもつ人への心理的
アプローチによる当事者・家族介護者相互効果検証研究

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ　ものれηϯλʔ
֎来研究һ

ਗ਼Ո　ཧ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը3年ʣ
助成金（実績総額）　5220000ԁ

Ⅰ.研究活動の概要　

【背景】
　.$* もしくはೝとஅされた人ʢҎԼ、
当事者ʣが、告લޙのࣗらのମ験について公の
でޠるػ会が૿えた。さらには、当事者がέΞ
ؔ࿈の会ٞ研究会にࢀըするػ会も૿えた。こ
のようなで当事者のํ々がޠった༰は、Ϛε
ϝσΟΞ書੶、ϒϩάを௨͡てൃ৴されてい
る。ಉ࣌に、一ൠ人が当事者のࢥいをฉきるػ
会も૿えたわ͚ͩが、ൃ৴されている当事者の
が、すての当事者のࢥいをද現、หしている
わ͚ではない。また、ز人かの当事者をަえた
活動、会ٞを։࠵すること͚ͩで、「当事者ओମ」
を実現したわ͚ではないことにもཹҙするඞ要が
ある。ࢀըをಘるといった「ܗ」ύʔιϯηϯ
λʔυέΞといった「理೦ઌ行ܕ」の当事者ओମ
について、ࠓ一度、ਅの当事者ओମとはԿか、
いすことが重要である。զ々は、当事者のχʔ
ζをஸೡにฉきऔり、ද出しͮらいత動ػʢҙ
ཉʣのൃ動をଅすػܖを当事者とڞにߟえていく
ことこそが、当事者ओମではないかとߟえた。

【目的と活動内容】
　そこで本研究では、ॳظೝの人とՈհޢ
者ํにରするओମతにੜきることのΤϯύϫ
ϝϯτをతに、心理社会తΞϓϩʔν手法を活
かしたϓϩάϥϜをॳظೝの人とՈհޢ者
とڞに作成し、ํのϓϩάϥϜհೖޮ果のݕ

ূをおこなう。研究は �年ؒをܭըしているが、
平成 2�年度ʙ平成 30年度の 3年ؒは、ॳظೝ
の人とՈհޢ者ํのత動ػʢҙཉʣの
ൃ動をଅすػܖを୳ࡧすることをతに、ฉきऔ
りによるχʔζѲを実施した。そして、໌らか
になったχʔζをγϯϙδϜࣜܗで社会ൃ৴
し、ೝൃܒを実施することにした。

Ⅱ.研究の成果

Ⅰ：初期認知症の人と家族介護者のニーズ
　ಉ͡ର者ʢॳظೝの人およびՈհޢ者ʣ
にରし、1年あ͚て 2ճのฉきऔりを行い、χʔ
ζѲを実施した。ฉきऔりର者に、「ೝ」
「ものれ」にରするΠϝʔδࢥい、ੜ活ঢ়گ、
ϥΠϑΤϐιʔυ、社会త活動でߏ成されるߏ
造化໘を実施し、σʔλऩ集を行った。そして、
ஞޠを作成の্、༰をੳした。༰ੳ
を実施するために、4FMG�SFHVMBUPSZ�NPEFM�PG�
JMMOFTT�CFIBWJPS　	-FWFOUIBM�FU�BM�2003��ࣇ�
りのޠ200�をもとにਗ਼Ովมʣをϕʔεに　ۄ
ੳΧςΰϦʔʢ�ΧςΰϦʔʣをߠఆత、൱ఆ
తに͚、߹1ܭ�ΧςΰϦʔにઃఆしたʢਤ1ʣ。
研究ϝϯόʔでΧςΰϦʔのׂり振りを行い、
ඃ験者のશൃޠにରする、֤ΧςΰϦʔのൃޠ
ׂ߹をࢉ出しʢੜىʣ、ೝの人とՈհޢ
者ؒの֤ΧςΰϦʔにお͚る 1年ؒのੜىの
経࣌ม化ʢసؼʣをൺֱした。సؼでは、ߠఆత
ଆ໘のੜىが૿Ճしている߹、൱ఆతଆ໘の
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ੜىがԼしている߹を「స」とஅし、
これらのٯを「ѱ化」とஅした。なお、ಉҙを
ಘられたର者は、ॳظೝの人ʢ2�名ʣ、Ո
հޢ者ʢ2�名ʣであったが、༗ޮճは、֤
23名であった。
　まͣ、ॳظೝの人のޠりੜىのసهで
సしたものは、$2ೝをத心としたྍ࣏ʢߠ
ఆతʣ、$�Ոとのؔ ʢੑߠఆతʣであっ
た。一ํ、ѱ化したものは、$�ੜき༷ɾੑ֨ɾ
Ձ؍ʢ൱ఆతʣ、$�Ҭॅຽ༑人とのؔ
ੑʢ൱ఆతʣ、であった。しかし、いͣれのม化
においても、༗ҙࠩは֬ೝされなかった。
సしたものは、$1அ者でޢに、Ոհ࣍　
݁果ɾೝのଘࡏʢ൱ఆతʣ、$3डޙの日
常ੜ活動作ঢ়گʢ൱ఆతʣ、$�डޙの心ม
化ʢ൱ఆతʣであった。一ํ、ѱ化したものは、
$�ੜき༷ɾੑ֨ɾՁ؍ʢߠఆతʣ、$�Ҭॅ
ຽ༑人とのؔੑʢ൱ఆతʣであった。しか
し、いͣれのม化においても、༗ҙࠩは֬ೝされ
なかった。

　݁果をৄࡉにղऍしてΈる。ॳظೝの人に
ついては、ೝのྍ࣏にお͚るલきൃݴʢؤ
ுってΈよう、ఘめられない、ઌੜのݴうことを
実ફしてΈようʣのੜىが૿Ճしていた。࣍
に、人ؒؔにかかるൃݴでは、Ҭॅຽ༑人
などՈ֎のؔにおいてはޙろきൃݴʢもう
会いたくない、をか͚たくない、会うとؾが
Ҿ͚るʣのੜىが૿Ճした一ํで、Ոなど
なるؔにおいては、લきൃݴʢࣗが໘
をΈてらないとい͚ない、いろいろってくれ
てありがたい、いてくれてよかったʣのੜى
が૿Ճしていた。そして、ੜき༷ɾੑ֨ɾՁ؍
については൱ఆతൃݴʢがΜばってきたが報われ
ない、あΜなにؤுってきたのにաڈのになっ
てしまった、ࣗはۭっΆになってしまったʣ
のੜىが૿Ճしていた。
者については、ೝのஅ݁ޢに、Ոհ࣍　
果ೝのଘࡏにରする൱ఆతなൃݴʢೝ
がい、なͥなってしまったのͩろう、Կがい͚
なかったのͩろうʣ、डޙの日常ੜ活動作ঢ়

図 1　分析カテゴリー
˞Ոのߏ造化໘ʹ֤༰について、Ոから「ݟた」、「Ѳしている」、「͡ײている」ঢ়گ
をώΞϦϯά。

間の各カテࢦリーにおける1年間の⏕㉳⋡の経時変化（㌿帰）をẚ㍑した。㌿帰では、⫯定

的側面の⏕㉳⋡がቑຍしているሙྜ、ྰ 定的側面の⏕㉳⋡が低下しているሙྜをࠕዲ㌿ とࠖ

ุ断し、これらの㏫をࠕᝏ化ࠖとุ断した。なお、同意を得られた対象者は、ึ期ㄆ知症の

ே（2�ྡ）、ᐙ᪘ㆤ者（2�ྡ）であったが、᭷ຠᅇ⟅は、各23ྡであった。 

 

࠙図㸯ࠚ分析カテࢦリー 

 

ͤᐙ᪘の༙ᵓ㐀化面᥋㸻各内ᐜにࡘいて、ᐙ᪘からࠕぢた ᢕᥱしているࠕࠖ、  ているࠖ状ἣをࡌឤࠕࠖ、

 。アリングࣄ

 

まࡎ、ึ期ㄆ知症のேのㄒり⏕㉳⋡の㌿グでዲ㌿したものは、&2 ㄆ知症を୰心とした

⒪（⫯定的）、&� ᐙ᪘やぶ᪘との関ಀ性（⫯定的）であった。୍方、ᝏ化したものは、

&� ⏕きᵝ࣭性᱁࣭価値ほ（ྰ定的）、&� ᆅᇦఫẸやேとの関ಀ性（ྰ定的）、であった。

しかし、いࡎれの変化においても、᭷意差は確ㄆࡉれなかった。 

 ḟに、ᐙ᪘ㆤ者でዲ㌿したものは、&1 デ断⤖果࣭ㄆ知症の存ᅾ（ྰ定的）、&� ཷデ

後の᪥ᖖ⏕ά動స状ἣ（ྰ定的）、&� ཷデ後の心㌟変化（ྰ定的）であった。୍方、ᝏ化し
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、ʢまたできなくなったݴきൃろޙにରするگ
なͥこΜなこともできないのͩろう、ࣗでこれ
͙らいって΄しいʣ、डޙの心ม化にର
するޙろきൃݴʢઈ望తͩ、本人がしっかりし
てくれないのがෲཱたしい、どうにでもなれとఘ
めたʣのੜىがԼしていた。一ํで、ೝ
の人のੜき༷Ձ؍にରするߠఆతなൃݴ
ʢಓにؤுってきた、事をେにしてきた、
ՈࢥいʣのੜىがԼしていた。また、
Ҭॅຽ༑人などՈ֎のؔにおいてはޙろ
きൃݴʢ会わͤたくない、められるのがݏ、
৮したくないʣのੜىが૿Ճしていた。
　Ҏ্の݁果をまとめると、ॳظೝの人、Ո
հޢ者ڞに、ೝのଘࡏɾྍ࣏にରしては、
1年ؒのؒ࣌を経てલきのଊえํにม化してい
るものの、ՈҎ֎の֎に͚たؔੑೝ
の人の人ੜ؍にؔわるものは、ޙろきのଊえํ
にม化していた。ࠓճの݁果は、ྍ࣏のओମత
えݴできる望ましい݁果であったとظըがࢀ
る。しかし、一ํで
きのଊえํが૿Ճした݁果からすれば、ೝろޙ
のଘࡏྍ࣏、ೝにうੜ活োをਅに
લきにとらえることができているわ͚ではな
く、1年を経て、当事者Ոհޢ者がࣗݾड༰
しつつあるঢ়ͩگとߟえられた。人はࣗのଘࡏ
ҙٛをଞ者からೝめられたりʢঝೝʣ、「ࣗでで
きた」というࣗߠݾఆײでࣗのՁをೝࣝする
ことができる。それ͚ͩに、Ҭॅຽ༑人との
、について、当事者؍ੜき༷ɾੑ֨ɾՁ、ੑؔ
当事者を支える人ともに൱ఆతにଊえている現ঢ়
では、当事者およびՈհޢ者ともに「ࣗߠݾఆ
がԼ」しており、「社会にੜきる人」というײ
ҙࣝを࣋ちͮらいঢ়گともݴえる。
　Ҏ্により、ॳظೝの人およびՈհޢ者
ํに、社会にੜきる人としてのࣗߠݾఆײを高
めるΞϓϩʔνのඞ要ੑが໌֬になった。つまり、
「りがいײ」「ୡ成ײ」などࣗଚײをΤϯύϫ
ϝϯτしていく心理社会త支援がଥ当とࣔࠦされ
た。3、ޙࠓ年ؒでਐめていく心理社会త支援の
はҎԼのੑํ 2である。まͣ、ॳظೝ

の人にରしては、ਐ行࣬ױであるೝとき߹
い、ଘするػを活かしながら、「ࣗൃతにੜ
きること」にରするత動ػのڧ化ʢΤϯύϫϝ
ϯτʣをਤる。そして、Ոհޢ者にରしては、「ೝ
の人ができていることを৽ൃݟしていく」、
ೝの人にରする現ঢ়ධՁのࢹについてస
をਤるೝ行動తΞϓϩʔν、そのΞϓϩʔνが
できたことによるߠఆతなϑΟʔυόοΫを௨͡
たࣗޮݾ力ײの্をਤる。そして、本հೖによ
り、ॳظೝの人およびՈհޢ者のڞมతな
者の心ޢೝの人とՈհظసԠが、ॳ
20-にٴ΅すޮ果をূݕする。

Ⅱ：シンポジウムによる認知症啓発と社会発信�
　ᶗにてड़た݁果を௨͡たೝൃܒと社会
ൃ৴をओࢫに、「ೝをめ͙るʰసば͵ઌのʱ
ʵೝになるલのおとなった࣌のおʕ」
ʢ201� 年 2 月 � 日ʢʣ�1��00�1���0ɼೌ࡚ࢢ
૯߹จ化ηϯλʔʣを։࠵した。ࢀՃ者は、��0
名であった。本γϯϙδϜでは、୯なるೝ
、ೝになるલにできること、ͣͤ࢝にऴൃܒ
そしてೝになった࣌に、ೝの人Ո、
Ҭのํ々、ΈΜながߟえ、ରԠしていくとよい
ことについて、ࢀՃ者とڞにߟえていくことを
తとした。
　ϓϩάϥϜはද 1のとおりである。࠲学のΈ
ならͣ、ԋश、ࢀՃ者からのଟछଟ༷な࣭にߨ
用した。ᶗでड़た࠾をࣜܗਞがճしていくࢣ
݁果は、「心理学ԋशٛߨɿࠓ日からえるࣝ
とϫβ　ೝの人とՈˍΈなさまのʰίίϩ
とくらしのέΞ 」ɦにて用いた。本ٛߨでは、ॳ
りを௨͡、現ঢ়とޠ者のޢೝの人Ոհظ
どのようにંり߹いをつ͚たのか、ίʔϐϯά
ʢରॲʣํ 法とর߹さͤながらௌऺにհしたʢද
2�1ʙ 2��ʣ。
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表 1　シンポジウムプログラム
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࠙表2㸫1ࠚ心⌮Ꮫ₇⩦ㅮ⩏：᪥からえる知㆑と࣡ࢨ  

ㄆ知症のேとᐙ᪘㸤ࡳなࡉまのࠗココࣟとࡃらしのࢣア࠘ 

 

 

࠙表2㸫2ࠚ 

 

 

 

表 2 － 1　心理学演習講義：今日から使える知識とワザ　
認知症の人と家族＆みなさまの『ココロとくらしのケア』

࠙表2㸫1ࠚ心⌮Ꮫ₇⩦ㅮ⩏：᪥からえる知㆑と࣡ࢨ  

ㄆ知症のேとᐙ᪘㸤ࡳなࡉまのࠗココࣟとࡃらしのࢣア࠘ 

 

 

࠙表2㸫2ࠚ 

 

 

 

表 2 － 2
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࠙表2㸫3ࠚ 

 

 

࠙表2㸫ࠚ� 

 

 

表 2 － 3
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表 2 － 4
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࠙表2㸫ࠚ� 

 

࠙表2㸫6ࠚ 

 

表 2 － 5

表 2 － 6

࠙表2㸫ࠚ� 
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࠙表2㸫ࠚ� 

 

 

࠙表2㸫8ࠚ 

 

表 2 － 7

表 2 － 8

࠙表2㸫ࠚ� 

 

 

࠙表2㸫8ࠚ 
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Ճ者のΞϯέʔτでは、hࢀ　 のհޢについて
ษڧにきた͚ど、ࣗࣗの将来のҝになりまし
た 、ɦh ৭々なのํのをฉくことができてྑ
かったです。できることはແ理のないൣғでっ
てΈようとࢥいました 、ɦh Կとなく日々ؾになっ
ていた෦が、はっきりかったؾがします。ࣗ
が元ؾな࣌にೝのํにগしでもؔわってい
͚ればとࢥいました 、ɦh ಠډでࣗࣗの将来を
会になりましたʱというػのߟਾえたେきなݟ
લきなճがଟ々ಘられた。IUUQ���LPLPSP�
LZPUP�V�BD�KQ�201�020�@BNBHBTBLJ@FWFOU�
　本γϯϙδϜでは、ଟؔػଟ৬छ࿈携のΈな
らͣ、当事者団ମʢೝՈհޢ者の会ʣ、ژ
େ学学෦ੜとの࿈携もਤりながら、࠷৽の研究
ݟと現の実ଶを৫りަͥてϓϩάϥϜ提ڙで
きたが、非常に学ࡍతなγϯϙδϜであった
とݴえる。なお、本γϯϙδϜはژ৽ฉでも
հされたʢද3ʣ。

࠙表3ࠚி㒔᪂⪺グ事 2019�2�2� 

 

࠙表2㸫9ࠚ 

 

 

ཧຍ者のアンࢣートでは、ࠗ ぶのㆤにࡘいてຮᙉにきたけど、⮬分⮬㌟のᑗ᮶のⅭに

なりました 、࠘ࠗⰍࠎな分㔝の方のヰを⪺ࡃことができてⰋかったです。できることは↓⌮の

ない⠊ᅖでやってࡳようとᛮいました 、࠘ࠗఱとなࡃ᪥ࠎẼになっていた部分が、はっきり分

かったẼがします。⮬分がඖẼな時にㄆ知症の方にᑡしでも関わっていけれࡤとᛮいまし

た 、࠘ࠗ⊂ᒃで⮬分⮬㌟のᑗ᮶をぢᤣえた大きな⪃ᐹのᶵになりました と࠘いう前ྥきなᅇ

⟅がከࠎ得られた。http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/20190209_amagasaki_event/ 

 本シンポジ࢘ムでは、ከᶵ関ከ⫋✀㐃ᦠのࡳならࡎ、ᙜ事者ᅋయ（ㄆ知症ᐙ᪘ㆤ者の

）、ி㒔大ᏛᏛ部⏕との㐃ᦠも図りながら、᭱᪂の研究知ぢと現ሙの実ែを⧊りࡐてࣉ

ࣟグラムᥦ౪できたⅬが、㠀ᖖにᏛ際的なシンポジ࢘ムであったと言える。なお、本シンポ

ジ࢘ムはி㒔᪂⪺でも⤂ࡉれた࠙表3  。ࠚ

 

表 2 － 9

表 3　京都新聞記事　2019.2.25
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高齢者の薬物投与量設計に必要な加齢による
腎機能および薬物代謝能の定量的評価

ւಓେ学େ学Ӄༀ学研究Ӄ
।ڭत

۾　༸ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ2年ܭը2年ʣ
助成金（実績総額）　3�13��0ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　公ऺӴੜの্ҩྍのਐาにより本の平
にޱ寿໋は年々Ԇびている。それにい૯人ۉ
める Ҏ্のׂ߹はࡀ�5 2���ˋ、さらに ࡀ�5
Ҏ্のׂ߹は 13�0�になっており、本֨తな高
齢化社会にಥೖしている。また Ҏ্の高齢ࡀ�5
者ҩྍの実ଶとして、用ༀࡎが平ۉ ���� छ
ྨ、�छྨҎ্用しているױ者は2��0ˋにٴび、
高齢者のༀࡎのదਖ਼用は喫緊の課題である。
　Ճ齢にいੜ理తػがԼするため、高齢者
のༀྍ法はそのػをྀߟした༩ྔのௐઅ
がٻめられる。しかしながら、ҩༀの։ൃはओ
に成人をରとしてྟচࢼ験が実施されることか
ら、高齢者のద用にؔするσʔλはしく、ༀ
動ଶにؔするػม化の報は非常にগない
のが現ঢ়である。さらに高齢者では৸たきりঢ়ଶ
などもӨڹしྔےのԼがஶしいαϧίϖχΞも
題となるが、తにༀ動ଶม動とαϧίϖ
χΞのؔ࿈ੑをධՁした報告は΄とΜどない。そ
こで本研究ではՃ齢およびྔےʢମ成ʣ、৸た
きりঢ়ଶか൱かʢ活動ྔʣによるༀ動ଶのม化、
ಛにਛػと؊ػʢༀँʣのม化をఆྔ
తにධՁし、ༀࡎ༩にお͚るݸผ化のํ法を֬
ཱすることをతとしてछ々ݕ౼した。
　本研究課題の̍年では、高齢者においてਪఆ
ਫ਼度がԼすることがられているදతなط
ଘのਛػਪఆࣜである、$PDLDSPGU�(BVMU�ࣜ、

ંాɾງඌのࣜ、.%3%ࣜの高齢者ʢಛにظޙ
高齢者ʣにお͚るਪఆと実ଌのဃঢ়ଶをධ
Ձし、そのิਖ਼ํ法をݕ౼した。その݁果、す
てのਪఆࣜでظޙ高齢者もؚめてਪఆਫ਼度を্
さͤることができた。
　̎年の本年度は、ਛػとҟなりྟচతには
ఆྔతなධՁํ法がཱ֬されていない؊ػʢༀ
ँʣをఆྔతにධՁし、そのม動要Ҽを୳
することをతとした。JO�WJWPࡧ ँධՁの
一ൠతな手法として、ΧΫςϧ法が͛ڍられる。
これは、ରとなる$:1のϓϩʔϒༀをまとめ
て用し、֤ϓϩʔϒༀのະม化ମおよびその
ँの݂தೱ度をଌఆして、ँとະม化ମの
݂தೱ度 ඪとࢦઢԼ໘ੵʢ"6$ʣൺをۂؒ࣌�
するものである。しかしながら、このΧΫςϧ法
は、ྍ࣏にඞ要のないϓϩʔϒༀを用しな͚れ
ばならͣ、ױ者の༩はྙ理্ࠔである。一
ํで、本研究でରとするظޙ高齢者では࣋පの
ないױ者がগないことが༧された。そこで本研
究では、ױ者がྍ࣏తで用தのༀをϓϩʔ
ϒༀとしてँをධՁするํ法をࢼΈた。લ年
度までにڞಉ研究施ઃであるཱ࠭ࢢපӃのೖӃ
者が用தでँධՁ用ϓϩʔϒとなりうるױ
ༀをϦετΞοϓしたʢද̍ʣ。ީิༀの
݅として、ݸମม動を小さくするためにఆ常ঢ়
ଶの݂࠾が理であることから、ൺֱత長ؒظ
用するༀであることとした。݂ᕶதೱ度のධՁ
は、日常ྍで行われる݂ӷࠪݕʢே݂࠾ʣに用
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いた༨݂をར用するため、"6$ではなくτϥ
ϑʢༀ用લのʣとした。
　また、ँのม動要Ҽとしてલड़のようにα
ϧίϖχΞにணした。そこでද̍のༀを用
தのೖӃױ者をந出し、本研究のઆ໌およびจ書
によるࢀՃಉҙをऔಘできたױ者にରし、αϧί
ϖχΞのࢦඪであるѲ力、า行度、ମ成ʢੜ
ମΠϯϐʔμϯε法ʣをଌఆした。ੜମΠϯϐʔ
μϯε法のଌఆには、թҐでもଌఆՄでৄࡉ
なσʔλがऔಘՄな JOCPEZ�410ʢΠϯϘσΟ
δϟύϯʣを用いた。ཱҐでのଌఆがՄなױ者
には、߹わͤてେऺ用൚用ثػであるΠϯφʔε
ΩϟϯσϡΞϧ�3%��00ʢλχλʣでもଌఆ
した。
　一ํ、αϧίϖχΞのϞσϧ動によるݕ౼
もਐめた。Ϟσϧ動の作成は、ط報を一෦म
ਖ਼し高݂ѹࣗવൃϥοτʢ4)3ʣ高ࢷ高
ਫ化ෛՙすることにより作成したʢ日老ҩ
ɼ50ɿ�������ɼ2013ʣ。20ࢽ ि齢の 4)3 に
高ࢷ高ਫ化をෛՙして、5�ि齢および��
ि齢࣌に֤छଌఆにڙした。またίϯτϩʔϧ
として、ී௨৯ࣂҭ 4)3ϥοτおよび8JTUBS�
,ZPUP ϥοτʢ8,:ʣを用いた。さらに、ഇ用
ਨϞݒҤॖϞσϧとして8,:ϥοτのඌےੑ
σϧを用することで、ےҤॖのΈのӨڹをൺֱ
することとした。これらのϞσϧϥοτには、ෳ
の子छの$:1によりँされるΞϯνϐϦ
ϯおよび一ൠతなΧΫςϧ法に用いられるΧϑΣ
Πϯ、ϩαϧλϯ、Φϝϓϥκʔϧ、σΩετϩ
ϝτϧϑΝϯ、ϛμκϥϜʢχϑΣδϐϯʣを用
いた。本研究ではٵऩաఔのӨڹʢ小্ൽࡉ๔
にお͚るँ༹ղ度、ٵऩのҧいʣをഉআ
するために੩຺༩によるධՁをࢼΈた。しか

しながら、ΧΫςϧ法で用いる̑छのༀࡎをগྔ
のੜ理৯Ԙӷに༹ղすることは༹ղੑの題から
にϙϦΤνϨϯߟࢀ報をطであった。そこでࠔ
άϦίʔϧを༹ղิ助ࡎとして用いたり、༹ղॱ
ংछ々ݕ౼した݁果、χϑΣδϐϯはஅ೦しϛ
μκϥϜを用いることとし、ϛμκϥϜとσΩε
τϩϝτϧϑΝϯ̎छのੜ理৯Ԙӷ༹ӷおよびΧ
ϑΣΠϯ、ϩαϧλϯ、Φϝϓϥκʔϧ 3छの
ੜ理৯Ԙӷ༹ӷをࠩؒ࣌で࿈ଓ༩することにし
た。

Ⅱ.研究の成果

　201�年 5月 �日から �月 2�日までྫొ
を行った݁果、ද̎にࣔすように֤ରༀを
用தのױ者 �0名からಉҙがಘられた。೦なが
らΦϥϯβϐϯについてはਫ਼ਆ࣬ױױ者からのಉ
ҙऔಘがしく、߅がΜࡎのᅅు༧のためにॲ
ํされているױ者をରとしたため 2名にとど
まった。またσΩετϩϝτϧϑΝϯもױ者が֏
ঢ়によりదٓௐして用したりするためܧଓ
して用しているױ者はগなく 5名にとどまっ
た。平ۉ年齢はいͣれのༀにおいても をࡀ�0
超えており、本研究のతである高齢者をத心に
ྫを集ੵすることができた。またࠓճ JOCPEZ�
410 によるթҐଌఆと3%��00 によるཱҐଌ
ఆについて、ےྔおよびମࢷをൺֱした
ところ、ਤ̍にࣔすようにྑな૬ؔؔがಘら
れた。ཱҐでのଌఆがՄなױ者については൚用
の3%��00 を用いてもࠩし支えものとߟえられ
る。
Ѳ力のଌఆにはେきࢷճ集ੵしたମࠓ　
なݸ人ࠩがೝめられたため、ޙࠓこれらをύϥ
ϝʔλʔとして、֤ༀのँʢँ݂ᕶத

表１　代謝能評価用プローブ薬候補

ϓϩʔϒༀ ँ
$:11"2 Φϥϯβϐϯ ��/� σεϝνϧମ
$:12$� φϑτϐδϧ ϝνϧφϑτϐδϧ
$:12$1� ϥϯιϓϥκʔϧ 5� ώυϩΩγϥϯιϓϥκʔϧ
$:12%� σΩετϩϝτϧϑΝϯ σΩετϧϑΝϯ
$:13"� χϑΣδϐϯ σώυϩχϑΣδϐϯ
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ೱ度とະม化ମ݂ᕶதೱ度のൺʣとのؔを໌ら
かにしていく༧ఆである。
がேのༀ用લとなることから、݂ᕶத݂࠾　
ༀೱ度のଌఆには、ଌఆײ度の高い -$�.4�
.4法を用いることとした。݂ӷのલॲ理には、
༗༹ػഔによるআന法ʢφϑτϐδϧ、ϥϯι
ϓϥκʔϧ、σΩετϩϝτϧϑΝϯ、および
֤ँʣ、あるいはݻ૬ந出法ʢχϑΣδϐϯ

およびそのँʣをద用した。その݁果、ද3
にࣔすように非常に高ײ度でఆྔੑのྑなྔݕ
ઢがಘられた。ද 3にࣔしたଌఆൣғは、֤ༀ
のΠϯλϏϡʔϑΥʔϜにࣔされているτϥϑ
ೱ度をेにଌఆՄなൣғであることを֬ೝし
た。ޙࠓ、このଌఆํ法を用いてױ者から࠾औし
ているݕମをॱ࣍ଌఆしていく。

図 1　臥位（inbody S10）および立位（RD-800）による筋肉量および体脂肪率の相関

は⢭⚄患患者からの同意取得が㞴しࡃ、ᢠがࢇのྤ予㜵のたࡵにฎ方ࡉれてい

る患者を対象としたたࡵ 2ྡにとどまった。またデ࢟スト࣓ࣟトルࣇンも患者がတ

症状により㐺ᐅ調ᩚして᭹用したりするたࡵ⥅⥆して᭹用している患者はᑡなྡ�ࡃ

にとどまった。ᖹᆒ年齢はいࡎれの⸆≀においても �0 ṓを㉸えており、本研究の目

的である高齢者を୰心に症を㞟✚することができた。またᅇ inEoGy S10 による

⮩測定値と R'-800 による立測定値にࡘいて、➽⫗㔞およࡧయ⬡⫫⋡をẚ㍑した

とこࢁ、図㸯に♧すようにⰋዲな相関関ಀが得られた。立での測定が可⬟な患者に

いてはỗ用のࡘ R'-800 を用いても差しᨭえものと⪃えられる。 

 

表 2 対象患者の年齢およࡧ測定値 

⸆≀ྡ 性ู 
症

ᩘ 
年齢�ṓ) %MI 

య⬡⫫⋡

��) 
ྑᥱຊ�Ng) ᕥᥱຊ�Ng) 

㺓 㺵 㺻 㺙 㺼

㺩㺽㺻 
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㺣 㺪 㺢 㺩 㺽
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図㸯 ⮩（inEoGy S10）およࡧ立（R'-800）による➽⫗㔞およࡧయ⬡⫫⋡の相関 

 

 ᅇ㞟✚したయ⬡⫫⋡やᥱຊの測定値には大きなಶே差がㄆࡵられたたࡵ、後こ
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度のẚ）との関ಀを᫂らかにしていࡃ予定である。 

 

 採血がᮅの⸆≀᭹用前となることから、血₢୰⸆≀⃰度の測定には、測定ឤ度の高
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各௦ㅰ≀）、あるࡧン、およࣇスト࣓ࣟトル࢟ール、デࢰラࣉࢯトピジル、ランࣇ

いはᅛ相ᢳ出法（࢙ࣇࢽジピンおよࡧその௦ㅰ≀）を㐺用した。その⤖果、表 3に♧

表 2　対象患者の年齢および測定値
ༀ名 ੑผ ྫ 年齢 ࡀ	 
 #.* ମࢷ 	�
 ӈѲ力 	LH
 Ѳ力ࠨ 	LH


Φϥϯβϐϯ உ 1 �� 25�1 22�0 23�0 25�0
ঁ 1 �� 22�� 31�1 12�5 1��0

φϑτϐδϧ உ � �1�0 ʶ 13�0 2��5 ʶ 2�� 2��0 ʶ ��3 3��� ʶ ��� 32�� ʶ ��2
ঁ 0 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ϥϯιϓϥκʔϧ உ 10 �0�� ʶ 1��2 21�� ʶ 3�� 20�5 ʶ ��� 2��� ʶ ��0 22�3 ʶ ���
ঁ 23 �2�0 ʶ 11�� 25�5 ʶ ��� 3��5 ʶ ��0 1��� ʶ 5�0 1��0 ʶ 3�5

σΩετϩ
ϝτϧϑΝϯ

உ 3 ���0 ʶ ��3 23�� ʶ 1�5 2��0 ʶ 3�0 25�� ʶ 11�� 21�2 ʶ ���
ঁ 2 ��

	�����
�
23�2

	20���25�5
��
3��3

	2���0�5
��
11�0

	��0�13�0
��
��0

	��0�10�0
��

χϑΣδϐϯ உ 12 ���� ʶ 1��� 2��� ʶ 2�3 22�� ʶ ��3 31�� ʶ 5�� 2��0 ʶ ��5
ঁ 1� �3�1 ʶ ��� 25�0 ʶ 5�� 35�� ʶ 11�3 1��� ʶ 5�� 1��0 ʶ 5��

平ۉʶඪ४ภࠩ、�ɿσʔλൣғ

すように㠀ᖖに高ឤ度で定㔞性のⰋዲな検㔞⥺が得られた。表3に♧した測定⠊ᅖは、

各⸆≀のインࣅࢱュー࢛ࣇームに♧ࡉれているトラ⃰ࣇ度を十分に測定可⬟な⠊ᅖ

であることを確ㄆした。後、この測定方法を用いて患者から採取している検యを㡰

ḟ測定していࡃ。 

 

  表 3 ⸆≀の定㔞⠊ᅖおよࡧ検㔞⥺の相関ಀᩘ 

5-hydroxylansoprazole
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0.9993

0.9897
0.9927
9.9977
0.9972
0.9967
0.9906

Niffedipine
Dihydroniffedipine

0.005-0.5
0.01-0.5
0.01-0.5

0.0001-0.05
0.0001-0.05
0.001-0.1
0.001-0.1

Dextrorphan

0.005-0.5Naftopidil
Desmethylnaftopidil

Lansoprazole

Dextromethorphan

Calibration 
Range (μM)

Analyte
Correlation

Coefficient (R2)

 
 

 

モデルラットのయ重変化を図 2に♧した。32 週以降に高⬡⫫ⅣỈ化≀㣗ᢞ与⩌とᬑ

㏻㣗⩌ᢞ与⩌でయ重に᭷意差がㄆࡵられ �0 週㡭から各⩌ともయ重に大きな差がㄆࡵ

られなࡃなった。本研究では、�6 週およࡧ 68 週時Ⅼで MRI の撮像も行い、య⤌成の

㐪いが㢧ⴭにㄆࡵられる部を᥈⣴するたࡵに、現ᅾ解析を㐍ࡵているとこࢁである。 

 

 
 

図 2 高血ᅽ⮬↛Ⓨ症ラット（S+R）のయ重変化（C' はᬑ㏻㣗、+F' は 

高⬡⫫高ⅣỈ化≀ᢞ与）n   �� �p�0�0� 

 
また、�6 週齢⩌にアンࢳピリンまたはカࢡテル法の �✀類をᢞ与し、経時的に採血

を⤊えたとこࢁである。後 68 週齢⩌にもᢞ与、採血し、血₢୰⸆≀⃰度の測定を

㐍ࡵて行ࡃ予定である。これらのẚ㍑対↷として、➽ⴎ⦰のࡳの影響を評価するたࡵ

表 3　薬物の定量範囲および検量線の相関係数
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　Ϟσϧϥοτのମ重ม化をਤ 2にࣔした。32
िҎ߱に高ࢷਫ化৯༩܈とී௨৯܈༩
でମ重に༗ҙࠩがೝめられ܈ �0िࠒから֤܈と
もମ重にେきなࠩがೝめられなくなった。本研究
では、5�िおよび ��ि࣌で.3* の૾ࡱも行
い、ମ成のҧいがݦஶにೝめられる෦Ґを୳ࡧ
するために、現ࡏղੳをਐめているところである。
　また、5�ि齢܈にΞϯνϐϦϯまたはΧΫς
ϧ法の 5छྨを༩し、経࣌తに݂࠾をऴえた

ところである。ޙࠓ��ि齢܈にも༩、݂࠾し、
݂ᕶதༀೱ度のଌఆをਐめて行く༧ఆである。
これらのൺֱରরとして、ےҤॖのΈのӨڹをධ
Ձするためにඌݒਨঢ়ଶでのࣂҭによりഇ用ϥο
τも作成தである。、ޙࠓりのଌఆおよびղੳ
をできる͚ͩかにऴえ、学会ൃදおよびจ
のߘを行い、研究成果の報告とさͤていたͩ
きたい。

図 2　高血圧自然発症ラット（SHR）の体重変化（CD は普通食、HFD は
高脂肪高炭水化物投与）n = 7, *:p<0.05
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大都市在住高齢者のフレイル予防・改善のための
地域介入研究：クラスター比較試験

౦ژ健康長寿ҩྍηϯλʔ研究ॴ
社会ࢀՃとҬอ健研究νʔϜ　ओ研究һ

ਗ਼　་ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ2年ܭը2年ʣ
助成金（実績総額）　5�1�322ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　本では、ޙࠓ 10年にظޙ高齢者の人ׂޱ
߹が૿ٸし、そのはେࢢでಛにݦஶとなる。
このような超高齢化はੈքతにもྫがない。した
がって、େࢢで高齢者の健康ͮくりɾհޢ༧
をどのようにਪਐし健康༨໋のԆ৳をਤるのか、
その۩ମࡦの創出が学ज़తɾ社会త重要課題の1
つであり、国֎のؔ心も高まっている。
　ۙ年、高齢者の要հޢঢ়ଶをটく要Ҽとして、
ϑϨΠϧという֓೦がணされている。ϑϨΠϧ
とは、「ے力ٱ࣋力、ੜ理ػのݮਰをಛと
するෳ要Ҽからなるީ܈で、ମతোࢮ
など、ෛの健康ΞτΧϜにରする੬ऑੑが
૿େしたঢ়ଶ」をࢦすʢ.PSMFZ�FU�BM��2013ʣ。
日本人高齢者දαϯϓϧ 5215 名を 20 年ؒ
したௐࠪʢळࢁ �2010ʣによると、உੑの
�0�、ঁੑの ��� は �5 Ҏ߱にঃ々に心ࡀ
がԼする経աʢൃੑোػ ��MBUF�POTFU�
EJTBCJMJUZʣをたどっている。これは、ޙࠓ、ಛ
にେࢢでの૿Ճがࠐݟまれるظޙ高齢者のଟく
が、ϑϨΠϧというঢ়ଶを経ることをࣔࠦしてい
る。したがって、ࡦత؍でΈれば、このϑϨ
Πϧを 2ʙ 3年でもઌૹりできれば、ݸ人͚ͩ
でなくҬશମの健康༨໋のԆ৳につながるとの
Ծઆが成りཱつ。
　զ々は、ϑϨΠϧにؔする一࿈のӸ学研究成果
をもとに、Ϩδελϯεӡ動ɾӫཆɾ心理社会ϓ

ϩάϥϜからなるϑϨΠϧ༧ϓϩάϥϜをߟҊ
し、これがϑϨΠϧおよびػత健康度ʢମ力、
ӫཆঢ়ଶ、心理ɾ社会ػʣのվળに༗ޮである
ことをϥϯμϜ化ൺֱࢼ験ʢ3$5ʣによって໌
らかにしてきたʢ4FJOP�FU�BM��201�ʣ。しかし、
ΤϏσϯεの創出のΈではଟくのҬॅຽの実ફ
にはつながらない。3$5ʢF⒏DBDZ�TUVEZʣで
༗ޮੑが֬ೝされたϓϩάϥϜ要ૉʢश׳తなӡ
動実ફɾଟ༷なӫཆઁऔɾ活ൃな社会ࢀՃʣを
Ҭ社会でීٴするΈを創出し、その༗用ੑを
していくことʢF⒎FDUJWFOFTT�TUVEZʣがෆূݕ
Մܽである。
　そこでզ々は、౦ژେా۠とڞಉで、ӡ動ɾ
ӫཆɾ社会ࢀՃにؔするऔりΈをҬ͙るΈで
ਪਐしϑϨΠϧのઌૹりと健康༨໋のԆ৳をࢦ
す「େా۠元ؾγχΞɾϓϩδΣΫτ」を 201�
年度から։࢝した。本研究ϓϩδΣΫτのతは、
ᶃ౦ژେా۠のհೖ۠でϑϨΠϧ༧につ
ながるΈを創出すること、ᶄその༗ޮੑをର
র۠とのൺֱから学ज़తにূݕすること、そし
て、ᶅٴ要݅をݕ౼し、۠ଞ۠にॱ࣍ల։
すること、である。本ਃ༰は3か年ܭըの2
ʙ 3年に当たる。ਤ 1に、本研究ϓϩδΣΫ
τのશମ૾をࣔす。
ऴ年度となる平成࠷　 31年度は、ҎԼの 3を
実施した。
1ʣલ年度にҾきଓき、հೖ۠"ʙ$におい

て、֤۠ 20名のεςʔΫϗϧμʔʢ当
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֘۠ॅຽ、事業ॴ、行ؔػʣからߏ成
されるٞڠମ「ίϛϡχςΟ会ٞ」を実施し
た。このٞڠମは֓Ͷ月 1ճ։࠵され、当֘
۠のϑϨΠϧ༧活動がٞڠɾ実行された。

2ʣその۩ମతなऔりΈとして、ϙʔϧɾΥʔ
Ωϯάとଟ༷な৯ઁऔのҙ͚ࣝͮをతと
した会৯会から成るΠϕϯτをఆظ։࠵する
��、Έが創出された。また のؔػɾ団
ମが࿈携し、ଟ༷な৯ઁऔをଅすためのϙ
ελʔύϯϑϨοτ、৯ઁऔνΣοΫද
が行ؔػεʔύʔ、ళ֗のങい
ઌで掲ࣔɾされた。

3ʣ�月に、2年ޙௐࠪを実施した。本ௐࠪは、ϕʔ
εϥΠϯௐࠪର者15500 名のうち、ࢮɾ
స出者をআく 1��0� 名をରとして実施
した。そのうち 10��0 名からௐࠪථをճऩ
できたʢճऩ ���1�ʣ。ϕʔεϥΠϯௐࠪ
と本ௐࠪの྆ํにԠした者は ���� 名ʢ
 �2���ʣであった。

Ⅱ .研究の成果

　ද 1に、本研究にお͚る重要Ωʔϫʔυのೝ
度をࣔした。「ϙʔϧɾΥʔΫ」はطଘのӡ
動छであるが、それҎ֎は本ϓϩδΣΫτ։࢝

とともにීٴされたたものである。Ωʔϫʔυは
いͣれも۠શମでೝされており、そのೝ度は
「ϑϨΠϧ」で࠷もくʢ1�ʙ 2��ʣ、「さあに
͗かにいたͩくʢ৯ઁऔଟ༷ੑの্とڞ৯
をଅすための、さかな、あͿら、にく、͗ ΎうにΎ
う、さい、かいそう、いも、たまご、ͩ いͣ、
くͩもの、の಄จࣈをとったޠ࿊߹わͤʣ」で࠷
も高かったʢ3�ʙ ���ʣ。
　հೖ۠では、いͣれのΩʔϫʔυにおいても
ೝ度がରর۠よりも౷ܭ学తに༗ҙに高かっ
た。また、ରর۠のதでも、հೖ۠ۙྡの
۠では、ೝ度がൺֱత高いにあった。औり
Έのೝ度は当֘۠でൺֱతؒظで高め
られること、よりۙྡのҬからॱ࣍ٴしてい
くこと、が໌ࣔされた。ಛに、「さあに͗かに
いたͩく」など、わかりすいϑϨʔζをઃఆす
ることで、ීٴ度が高まることもࣔされた。
　ද 2に、本研究のओ要ɾ෭࣍ΞτΧϜのม
化をࣔした。౷ܭղੳには、ϕʔεϥΠϯ࣌のج
本報をௐした一ൠ化ઢࠞܗ߹ޮ果Ϟσϧをద
用した。
　ओ要ΞτΧϜであるϑϨΠϧ֘当には、հ
ೖ۠とରর۠とで༗ҙࠩがݟられなかった。
一ํ、いくつかの෭࣍ΞτΧϜには、հೖ۠

図 1　本研究全体のロードマップ

たる。図 1 に、本研究ࣟࣉジࢡ࢙トの全య像を♧す。 
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᭱⤊年度となるᖹ成 31 年度は、以下の 3 Ⅼを実した。 

1）�前年度にᘬき⥆き、ධᆅ༊ A～C において、各ᆅ༊⣙ 20 ྡのステー࣍ࢡルダー

（ᙜヱᆅ༊ఫẸ、事ᴗᡤ、行ᨻᶵ関➼）からᵓ成ࡉれる༠㆟యࠕコ࣑ュࢽテ

㆟ࠖを実した。この༠㆟యはᴫࡡ月 1 ᅇ開ദࡉれ、ᙜヱᆅ༊のࣇレイル予㜵ά

動が༠㆟࣭実行ࡉれた。 
2）�そのලయ的な取り⤌ࡳとして、ポール࣭࢛࢘ー࢟ングとከᵝな㣗ရᦤ取の意㆑࡙

けを目的とした㣗から成るイベントを定期開ദする⤌ࡳが出ࡉれた。ま

た、87 のᶵ関࣭ᅋయが㐃ᦠし、ከᵝな㣗ရᦤ取をಁすたࡵのポスࢱーやࣃンࣇレ

ット、㣗ရᦤ取࢙ࢳッࢡ表➼が行ᨻᶵ関やスーࣃー、ၟ ᗑ⾤➼の㈙い≀ඛでᥖ♧࣭

㓄ᕸࡉれた。 
3）�7 月に、2 年後調ᰝを実した。本調ᰝは、ベースライン調ᰝ対象者 15,500 ྡの

うࡕ、Ṛஸ࣭㌿出者➼を㝖ࡃ 14,704 ྡを対象として実した。そのうࡕ 10,890
ྡから調ᰝ⚊をᅇできた（ᅇ⋡ 74.1%）。ベースライン調ᰝと本調ᰝの୧方に

ᛂ⟅した者は 9,646 ྡ（㏣㊧⋡ 82.4%）であった。 
 
 
５．研究の成果 
 表 1 に、本研究における重せ࢟ー࣡ーࢻのㄆ知度を♧した。ࠕポール࣭࢛࢘ーࠖࢡ

は既存の運動✀目であるが、それ以外は本ࣟࣉジࢡ࢙ト開始とともにᬑཬࡉれたたも

のである。࢟ー࣡ーࢻはいࡎれも༊全యでㄆ知ࡉれており、そのㄆ知度はࣇࠕレイルࠖ

で᭱も低ࡉࠕ、（27%～19）ࡃあにࡂやかにいたࡃࡔ（㣗ရᦤ取ከᵝ性のྥୖとඹ㣗を

ಁすたࡵの、ࡉかな、あࡪら、にࡹࡂ、ࡃうにࡹう、やࡉい、かいそう、いも、たま
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でྑなม化がΈられた。本研究では、ϕʔεϥ
Πϯௐࠪでಘのかった「৯ઁऔଟ༷ੑの
্」を重課題としてҐஔ͚てきた。「さあに
͗かにいたͩく」のೝ度が۠શମで高まった
こともあり、৯ઁऔଟ༷ੑಘʢ��0�3 ʣ
その �Ҏ্者ʢ��5�2�ʣおよび �Ҏ্者ׂ
߹ʢ��2���ʣは、۠શମで౷ܭ学తに༗ҙに
্した。ಛに、$۠では、ରর۠平ۉより
も৯ઁऔଟ༷ੑಘとその �Ҏ্者ׂ߹が
༗ҙに্した。
　ӡ動ࢦඪにおいては、「ि 1ճҎ্、ӡ動する
人のׂ߹」はม化しなかったʢஉঁผにΈるとஉ
ੑでは 1�5�Լし、ঁੑでは したʣ্���0
ものの、「ि 150Ҏ্のา行」を満たす人のׂ
߹は、۠શମで༗ҙに "、した。ಛに্�2�0

۠では、そのׂ߹がରর۠平ۉよりも༗ҙに
。した্�2�5
　社会ࢀՃࢦඪでは、ۙྡの৴པײが۠શମで
༗ҙに し、ಛに$۠ではରর্۠���5
平ۉよりも༗ҙに した。一ํ、「1日্�2�0
1ճҎ্、֎出する人のׂ߹」「月 1ճҎ্、
社会活動にࢀՃしている人のׂ߹」は۠શମで༗
ҙにԼした。Ճ齢にい、ੜ活ػはより高࣍
のػʢ社会తػʣからԼし࢝めるため、֎
出者ׂ߹社会ࢀՃのԼはこのՃ齢ม化を
өした݁果とߟえられる。しかし、$۠では「1
日 1ճҎ্、֎出する人のׂ߹」のԼが、#
۠では「月 1ճҎ্、社会活動にࢀՃする人
のׂ߹」のԼが、ରর۠平ۉよりもそれͧれ
༗ҙに੍されていた。

表 1　本研究の重要キーワードの認知度

Ωʔϫʔυ

հೖ۠
ରর۠
平ۉ

ʢ��51 名ʣ
հೖ۠
平ۉ

ʢ��30 名ʣ

"
۠

ʢ1233 名ʣ

#
۠

ʢ111� 名ʣ

$
۠

ʢ22�1 名ʣ
元ؾγχΞɾϓϩδΣΫτ 3�� 35� 3�� 3�� 30�
ϑϨΠϧ 23� 25� 2�� 1�� 20�
「さあに͗かにいたͩく」 �5� ��� �1� ��� 3��
ϙʔϧɾΥʔΫ 3�� 55� 3�� 30� 2��
εΫϫοτɾνϟϨϯδ 30� 33� 2�� 31� 2��

表 2　本研究の主要・副次アウトカムの変化

ඪࢦ
ʢ201� 年と 201� 年ௐࠪの྆ํにԠした人ʣ

શମ հೖ7܈T� ରর܈
ʢ౷ܭ学తݕఆʣ201� 年度 201� 年度 ม化ྔ

ϑϨΠϧ֘当
ʢ���2 名ʣ 20��� 25��� ����� հೖ۠とରর۠とで

ࠩなし
ि 1ճҎ্、ӡ動する人のׂ߹
ʢ�1�5 名ʣ �5�5� ����� �0��� $۠で ্�2�0

ि 150 Ҏ্、าく人のׂ߹
ʢ���� 名ʣ ����� �0��� �2�0� "۠で ্�2�5

৯ઁऔଟ༷ੑಘ
ʢ10満ʣʢ��52 名ʣ 3�2  3�5  �0�3  $۠で 0�1 ্

৯ઁऔଟ༷ੑಘ �Ҏ্者のׂ߹ʢ��52 名ʣ �1�3� ���5� �5�2� հೖ۠とରর۠とで
ࠩなし

৯ઁऔଟ༷ੑಘ �Ҏ্者のׂ߹ʢ��52 名ʣ ���� 11��� �2��� $۠で ্�2�3

1日 1ճҎ্、֎出する人のׂ߹ʢ�152 名ʣ �5�5� ����� ���1� $۠で 2�1�Լ੍
月 1ճҎ্、社会活動にࢀՃしている人のׂ߹
ʢ��11 名ʣ �5��� �1��� ���3� #۠で 1���Լ੍

ۙྡの৴པײʢۙྡの人は৴པできるとճ
した人のׂ߹ʣʢ��25 名ʣ ���5� �3�0� ���5� $۠で ্�2�0



��

研究実績報告集

　人نޱのେきいେࢢでは、集いのͮくり
のΈではλʔήοτ人ޱをेにΧόʔできな
い。また、༷々なطଘのॅຽ団ମ法人ɾا業が、
高齢者の健康ͮくりにؔするऔりΈを実ફして
いるため、൴らを動һするためのҬશମにରす
るීൃܒٴʢϙϐϡϨʔγϣϯΞϓϩʔνʣがܽ
かͤない。େࢢにおいては、ଟؔػにʠԣ͙しʡ
をさすڞ௨ΩʔϫʔυʢϑϨΠϧ༧、ϙʔϧɾ
ΥʔΫ、「さあに͗かにいたͩく」などʣを
ઃఆし、Ҭ͙るΈでਪਐすることが健康行動実
ફ者をҬʢ集団ʣϨϕϧで૿すうえで༗ޮな
手ஈかもしれない。
　一ํ、課題としては、1ʣ健康行動ࢦඪの্
のఔ度にҬࠩがੜ͡たこと、2ʣ2年ؒでは、
հೖ۠においてもϑϨΠϧ֘当のݦஶな੍
ݮにつながらなかったこと、が͛ڍられる。
し、創出された活動ݟは、औりΈ༰をޙࠓ
をܧଓするΈͮくりとともに、ϑϨΠϧ༧
のऔりΈをॱ࣍、ରর۠にも֦େする༧ఆで
ある。
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クローン性造血の予防による
健康長寿促進法の開発

౦ژେ学ҩ科学研究ॴ　ࡉ๔ྍ法
।ڭत

ਐ　ࢁ߹ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ2年ܭը2年ʣ
助成金（実績総額）　5��0000ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　શをྲྀれる݂ӷࡉ๔のҟ常はສපのجとな
り、༷々な࣬ൃױ老化のݪҼとなる。ۙ࠷の
ήϊϜղੳにより、ಛఆのҨ子มҟを࣋つ݂ӷ
健康なݟ๔が૿৩する「Ϋϩʔϯੑ造݂」が一ࡉ
ώτの݂ӷதにもしばしばೝめられることが໌ら
かになった。またこのΫϩʔϯੑ造݂を༗する人
は、そのޙの造݂ثजᙾ心݂ױ࣬ܥなど༷々
な࣬ױのൃが高く、健康寿໋がいことが
໌した。そしてΫϩʔϯੑ造݂のݪҼҨ子とし
て、%/.53"�5&52�"49-1 という̏つのΤ
ϐήϊϜؔ࿈Ҩ子のมҟがಉఆされた。これら
のൃݟは、ΤϐήϊϜ੍ޚҨ子にมҟがੜ͡た
造݂ࡉװ๔が長い年月のؒにΏっくりとΫϩʔϯ
ੑに૿৩して༏Ґとなり、༷々な࣬ൃױのࠜݯ
となっていることをࣔࠦしている。しかしながら、
このようなҨ子มҟを༗するҟ常な造݂ࡉװ๔
がՃ齢とڞに૿৩するϝΧχζϜ、心݂࣬ܥ
などのൃをଅਐする理༝については΄とΜどױ
ղっていない。
　զ々の研究ࣨではҎલより"49-1มҟによる
造݂ثजᙾൃ༠ಋのϝΧχζϜについてղੳを
ਐめており、༷々なݟをੈքにઌ͚ۦて໌らか
にしてきた。また49-1"、ۙ࠷の݅తϊοΫ
ΠϯϚεと7BW�$SF Ϛεをֻ͚߹わͤ、造
1-49"ܕಛҟతにมҟܥ݂ をൃ現するϚε
を作した <+�&YQ�.FE��215�ʣ�1�2��1����

201�>。௨常のࣂҭԼではこのϚεの݂ӷσʔ
λはਖ਼常であるが、ಛघな݅でࡉかいղੳを行
うと、ࠎҠ২ޙのΩϝϦζϜのԼ、݂ٿ
化のܰ度のোࠎ、ࡉܥ๔のܰ度૿ଟなど、わ
ͣかなҟ常をೝめる。さらにこのมҟ1-49"ܕ
ϊοΫΠϯϚεから࠾औしたࠎલࡉۦ๔にଞ
のന݂පҨ子36/91มҟମをಋೖしてҠ২
すると、ϨγϐΤϯτϚεはࠎҟܗ成ީ܈
.%4ʣࠎੑٸੑന݂පʢ".-ʣ༷のපଶを
ࣔす。このද現ܕは、ʢ1ʣ௨常のࣂҭঢ়ଶでは
本తな݂ӷσʔλはਖ਼常であるが、ʢ2ʣそこج
にՃతҟ常をՃえることにより造݂ثजᙾをൃ
する、というでώτのΫϩʔϯੑ造݂のঢ়ଶ
をྑくөしている。
1ϊοΫΠϯϚεを-49"ܕ年度は、มҟࠓ　
長ࣂؒظҭし、若年Ϛεと高齢Ϛεのද現ܕ
をൺֱすることにより、Ճ齢とΫϩʔϯੑ造݂ਐ
లのؔ࿈についてղੳした。また、動຺ߗ化を
しすい-EMS؍ ϊοΫΞτϚεを用いて、
Ϋϩʔϯੑ造݂と動຺ޮ果のؔ࿈についてௐ
た。۩ମతな実験༰をҎԼにهす。

（1）若年および高齢の変異型 ASXL1 ノックイ
ンマウスを用いた造血幹細胞解析

　มҟ1-49"ܕϊοΫΠϯϚεの݂ӷσʔλ
は΄΅ਖ਼常であるが、ৄࡉにղੳすると、若年ظ
には造݂ࡉװ๔がݮগしており、Ҡ২࣌のࠎ࠶
築もԼしている。ところが興ຯਂいことߏ
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に、Ճ齢にいද໘ϚʔΧʔʢ$%150�$%���
-JOFBHF�4DB1�D,JU�� ҎԼ 4-".�-4,ʣでఆ
ٛされる造݂ࡉװ๔ըのׂ߹がஶ໌に૿Ճする
ことが໌したʢ'JH�1ʣ。一ํ、શମのࠎࡉ๔
はԼした。この૿Ճした ๔のࡉ,4-�."-4
なఆ্ٛはີݫ、築はいままでありߏ࠶ࠎ
「造݂ࡉװ๔」とはݴえないが、Ϛεݸମで
はՃ齢にいঃ々に૿Ճし、ਖ਼常な造݂を੍し
ているとߟえられた。

（2）変異型 ASXL1 ノックイン造血幹前駆細胞
では AKT/mTOR 経路が活性化している

1ϊοΫΠϯ造-49"ܕ年度のղੳで、มҟࡢ　
๔ではϛτίϯυϦΞが活ੑ化されてࡉۦલװ݂
おり、活ੑࢎૉʢ3FBDUJWF�0YZHFO�4QFDJFTɿ
304ʣ࢈ੜがաであることがわかっていた
が、そのݪҼはෆ໌であった。ࠓճはさらにղ

ੳをਐめ、มҟ1-49"ܕ がϢϏΩνϯ化߬
ૉ #"11 とڠௐしてϦϯࢎ化",5のϢϏΩ
νϯ化をଅਐし、",5�N503経࿏を活ੑ化し
ていることをಥきࢭめた。実ࡍ、มҟ1-49"ܕ
ϊοΫΠϯϚεの造݂װલࡉۦ๔では",5�
N503経࿏が活ੑ化していた。さらに、高齢の
มҟ1-49"ܕϊοΫΠϯϚεにN503્
ࡎ SBQBNZDJO を༩することで、造݂ࡉװ๔に
お͚るϛτίϯυϦΞ活ੑ304࢈ੜがԼし、
造݂ҟ常ʢ4-".�-4,ࡉ๔の૿৩શମのࠎ
。๔のԼʣをղআすることができたʢ'JH�2ʣࡉ

（3）変異型 ASXL1 ノックイン造血細胞と動脈
硬化の関連

ࡉ1ϊοΫΠϯ-49"ܕ年度のղੳで、มҟࡢ　
๔では-Z�$ڧཅੑのԌੑ୯ٿʢJOqBNNBUPSZ�
NPOPDZUFʣの化がဏਐしており、高ࢷ
৯༩でこれがさらにଅਐされることが໌し
た。しかし、ϚεのίϨεςϩʔϧは΄とΜど
がળۄであるため、௨常のϚεを用いたղੳで
動຺ߗ化を؍するのはࠔであった。そこでࠓ
ճは、動຺ߗ化研究に༗用な -EMS ϊοΫΞτ
Ϛεを用いてղੳを行った。まͣ์ࣹઢরࣹし
た -EMS ϊοΫΞτϚεにੜܕϚεもし
くはมҟ1-49"ܕϊοΫΠϯϚεから࠾औし
たࠎࡉ๔をҠ২し、これらのϚεを高ࢷ৯
でࣂҭした。Ҡ২ޙ 12�1� िにϚεをָ҆ࢮ
さͤ、େ動຺ห、্行େ動຺、およびԼ行େ動
຺にお͚るϓϥʔΫܗ成を؍した。その݁果、
ੜࠎܕࡉ๔をҠ২したϚεにൺ、มҟ

性㐀血と動⬦ຠ果の関㐃にࡘいて調べた。ලయ的な実㦂内ᐜを以下にグす。 

 

�1)ⱝ年およࡧ高齢の変␗ᆺ AS;L1 インࢡッࣀ

マ࢘スを用いた㐀血ᖿ⣽⬊解析 

変␗ᆺ AS;L1 ࢱスの血ᾮデー࢘インマࢡッࣀ

はࡰṇᖖであるが、ヲ⣽に解析すると、ⱝ年

期には㐀血ᖿ⣽⬊がῶᑡしており、⛣᳜時の骨

㧊再ᵓ⠏⬟も低下している。とこࢁが⯆῝い

こ と に 、 ຍ 齢 に క い 表 面 マ ー カ ー

�C'1�0�C'�8-Lineage-Sca1�cKit�� 以 下

SLAM-LSK)で定⩏ࡉれる㐀血ᖿ⣽⬊分画のྜ

がⴭ᫂にቑຍすることがุ᫂した�Fig�1)。୍

方、全యの骨㧊⣽⬊ᩘは低下した。このቑຍし

た SLAM-LSK ⣽⬊の骨㧊再ᵓ⠏⬟は低いままで

あり、ཝᐦな定⩏ୖはࠕ㐀血ᖿ⣽⬊ࠖとは言え

ないが、マ࢘スಶయ内ではຍ齢にకいᚎࠎにቑຍし、ṇᖖな㐀血をᢚไしていると⪃

えられた。 

 

�2)変␗ᆺ AS;L1 イン㐀血ᖿ前㥑⣽⬊ではࢡッࣀ AKT�mTOR 経㊰がά性化している 

年度の解析で、変␗ᆺ AS;L1 リアがάࢻトコン࣑イン㐀血ᖿ前㥑⣽⬊ではࢡッࣀ

性化ࡉれており、ά性㓟⣲�Reactive O[ygen Species�ROS)⏘⏕が㐣であることが

わかっていたが、その原ᅉは不᫂であった。ᅇはࡉらに解析を㐍ࡵ、変␗ᆺ AS;L1

が⬺ࣘࢳ࢟ࣅン化㓝⣲ %AP1 と༠調してリン㓟化 AKT の⬺ࣘࢳ࢟ࣅン化をಁ㐍し、

AKT�mTOR 経㊰をά性化して

いることを✺きṆࡵた。実際、

変␗ᆺ AS;L1 インマࢡッࣀ

スの㐀血ᖿ前㥑⣽⬊では࢘

AKT�mTOR 経㊰がά性化して

いた。ࡉらに、高齢の変␗ᆺ

AS;L1 スに࢘インマࢡッࣀ

mTOR 㜼ᐖ rapamycin をᢞ

与することで、㐀血ᖿ⣽⬊における࣑トコンࢻリアά性や ROS ⏘⏕が低下し、㐀血␗

ᖖ�SLAM-LSK ⣽⬊のቑṪや全యの骨㧊⣽⬊ᩘの低下)を解㝖することができた�Fig�2)。 

 

�3)変␗ᆺ AS;L1  イン㐀血⣽⬊と動⬦◳化の関㐃ࢡッࣀ

年度の解析で、変␗ᆺ AS;L1 イン⣽⬊ではࢡッࣀ Ly6C ᙉ㝧性の⅖症性単⌫

�inIlammatory monocyte)の分化がஹ㐍しており、高⬡⫫㣗ᢞ与でこれがࡉらにಁ

㐍ࡉれることがุ᫂した。しかし、マ࢘スのコレステࣟールはとࢇどがၿ⋢である

たࡵ、㏻ᖖのマ࢘スを用いた解析で動⬦◳化をほᐹするのはᅔ㞴であった。そこで

ᅇは、動⬦◳化研究に᭷用な LGlr ࡎスを用いて解析を行った。ま࢘トマ࢘アࢡッࣀ

Fig.2
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いることを✺きṆࡵた。実際、
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AKT�mTOR 経㊰がά性化して

いた。ࡉらに、高齢の変␗ᆺ
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Fig.1
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1-49"ܕ ϊοΫΠϯࡉ๔をҠ২した -EMS ϊο
ΫΞτϚεでは、動຺ߗ化がѱ化するが
あることが໌したʢ'JH�3ʣ。これらの݁果は、
มҟ1-49"ܕのଘࡏがԌੑ୯ٿの૿Ճをଅਐ
し、これが動຺ߗ化૿ѱのݪҼとなっていること
をࣔࠦしている。

（4）変異型 ASXL1 ノックイン造血細胞がメラ
ノーマの進展に及ぼす影響

者ではΫϩʔϯੑ造݂のଘױजᙾܗݻ、ۙ࠷　
ස度が非常に高くʢ25�30�ʣ、またΫϩʔϯࡏ
ੑ造݂を༗するױ者の༧ޙはѱいことが໌し
た�ʢ$FMM�4UFN�$FMM�21��3���3�2�201�ʣ。この

ྍ࣏それにରするࡏजᙾのଘܗݻ、果は݁؍
がҟ常な݂ӷࡉ๔のΫϩʔϯੑ૿৩をଅਐし、૿
৩したҟ常݂ӷࡉ๔がࠓ度はܗݻजᙾのੜଘを
ଅਐするという、ѱੑαΠΫϧのଘࡏをࣔࠦし
ている。そこで本研究では、มҟ1-49"ܕϊο
ΫΠϯϚεおよびੜ5$ܕ�#-�� Ϛεに、
$5�#-�� Ϛε༝来のϝϥϊʔϚࡉ๔#1�'10
をҠ২し、૿৩度のࠩҟをূݕした。興ຯਂい
ことに、มҟ1-49"ܕϊοΫΠϯϚεでは
ϝϥϊʔϚが૿ѱするがあった 	'JH��
ࠓ。
。していくূݕさらに実験を重Ͷ、このԾઆをޙ

Ⅱ.研究の成果

をಘることݟ研究により、ҎԼの৽しいه্　
ができた。ޙࠓはこれらの݁果をجに、Ϋϩʔϯ
ੑ造݂と心݂ױ࣬ܥܗݻजᙾൃとのؔ࿈に
ついてさらにղੳをਐめるとともに、Ϋϩʔϯੑ
造݂をඪతとした༧ྍ࣏法の։ൃをࢦす。

（1） 変異型 ASXL1 によるクローン性造血促進
機構の解明

　มҟ1-49"ܕはΫϩʔϯੑ造݂ݪҼҨ子の
一つであるが、มҟ1-49"ܕがՃ齢にい造݂
ҟ常をҾきىこすϝΧχζϜはෆ໌であった。ࠓ
ճのղੳにより、มҟ1-49"ܕ が #"11 とڠ
ௐして",5のϢϏΩνϯ化をଅਐし、",5�
N503経࿏を活ੑ化していることが໌らかと
なった。造݂ࡉװ๔にお͚る",5�N503経࿏
の活ੑ化はϛτίϯυϦΞػဏਐ ࢈304
ੜաにつながり、造݂ࡉװ๔のࣗݾෳ

ᨺᑕ⥺↷ᑕした LGlr スも࢘スに㔝⏕ᆺマ࢘トマ࢘アࢡッࣀ

しࡃは変␗ᆺAS;L1ࣀッࢡインマ࢘スから採取した骨㧊⣽⬊

を⛣᳜し、これらのマ࢘スを高⬡⫫㣗で㣫⫱した。⛣᳜後

12-1� 週にマ࢘スを安ᴦṚࡏࡉ、大動⬦ᘚ、ୖ行大動⬦、お

よࡧ下行大動⬦におけるࣉラーࢡ形成をほᐹした。その⤖果、

㔝⏕ᆺ骨㧊⣽⬊を⛣᳜したマ࢘スにẚべ、変␗ᆺ AS;L1 ッࣀ

イン⣽⬊を⛣᳜したࢡ LGlr ⬦スでは、動࢘トマ࢘アࢡッࣀ

◳化がᝏ化するഴྥがあることがุ᫂した�Fig�3)。これら

の⤖果は、変␗ᆺAS;L1の存ᅾが⅖症性単⌫のቑຍをಁ㐍し、

これが動⬦◳化ቑᝏの原ᅉとなっていることを♧၀してい

る。 

 

��)変␗ᆺ AS;L1  ーマࣀイン㐀血⣽⬊が࣓ラࢡッࣀ

の㐍ᒎにཬࡰす影響 

᭱㏆、ᅛ形⭘⒆患者ではࣟࢡーン性㐀血の存ᅾ㢖度が㠀ᖖに高ࡃ�2�-30�)、またࢡ

ࣟーン性㐀血を᭷する患者の予後はᝏいことがุ᫂した �Cell Stem Cell 21� 

3��-382� 201�)。このほᐹ⤖果は、ᅛ形⭘⒆の存ᅾやそれに対する⒪が␗ᖖな血ᾮ

⣽⬊のࣟࢡーン性ቑṪをಁ㐍し、ቑṪした␗ᖖ血ᾮ⣽⬊が度はᅛ形⭘⒆の⏕存をಁ

㐍するという、ᝏ性ࢧイࢡル

の存ᅾを♧၀している。そこ

で本研究では、変␗ᆺ AS;L1

㔝ࡧスおよ࢘インマࢡッࣀ

⏕ᆺ C��%L�6 マ࢘スに、

C��%L�6 マ࢘ス⏤᮶の࣓ラࣀ

ーマ⣽⬊ %16F10 を⛣᳜し、

ቑṪ速度の差␗を検ドした。

⯆῝いことに、変␗ᆺ

AS;L1 らࡉFig��)。後�ーマがቑᝏするഴྥがあったࣀス内では࣓ラ࢘インマࢡッࣀ

に実㦂を重ࡡ、この௬ㄝを検ドしていࡃ。 

 

 

 

５．研究の成果 

ୖグ研究により、以下の᪂しい知ぢを得ることができた。後はこれらの⤖果をᇶ

に、ࣟࢡーン性㐀血と心血⟶⣔患やᅛ形⭘⒆Ⓨ症との関㐃にࡘいてࡉらに解析を㐍

 。ーン性㐀血をᶆ的とした予㜵⒪法の開Ⓨを目ᣦすࣟࢡ、るとともにࡵ

�1) 変␗ᆺ AS;L1 によるࣟࢡーン性㐀血ಁ㐍ᶵᵓの解᫂ 

変␗ᆺ AS;L1 はࣟࢡーン性㐀血原ᅉ㑇ఏᏊの୍ࡘであるが、変␗ᆺ AS;L1 がຍ齢に

కい㐀血␗ᖖをᘬき㉳こす࣓カࢬࢽムは不᫂であった。ᅇの解析により、変␗ᆺ

AS;L1 が %AP1 と༠調して AKT の⬺ࣘࢳ࢟ࣅン化をಁ㐍し、AKT�mTOR 経㊰をά性化し
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よࡧ下行大動⬦におけるࣉラーࢡ形成をほᐹした。その⤖果、
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イン⣽⬊を⛣᳜したࢡ LGlr ⬦スでは、動࢘トマ࢘アࢡッࣀ

◳化がᝏ化するഴྥがあることがุ᫂した�Fig�3)。これら

の⤖果は、変␗ᆺAS;L1の存ᅾが⅖症性単⌫のቑຍをಁ㐍し、

これが動⬦◳化ቑᝏの原ᅉとなっていることを♧၀してい

る。 

 

��)変␗ᆺ AS;L1  ーマࣀイン㐀血⣽⬊が࣓ラࢡッࣀ

の㐍ᒎにཬࡰす影響 

᭱㏆、ᅛ形⭘⒆患者ではࣟࢡーン性㐀血の存ᅾ㢖度が㠀ᖖに高ࡃ�2�-30�)、またࢡ

ࣟーン性㐀血を᭷する患者の予後はᝏいことがุ᫂した �Cell Stem Cell 21� 

3��-382� 201�)。このほᐹ⤖果は、ᅛ形⭘⒆の存ᅾやそれに対する⒪が␗ᖖな血ᾮ

⣽⬊のࣟࢡーン性ቑṪをಁ㐍し、ቑṪした␗ᖖ血ᾮ⣽⬊が度はᅛ形⭘⒆の⏕存をಁ

㐍するという、ᝏ性ࢧイࢡル

の存ᅾを♧၀している。そこ

で本研究では、変␗ᆺ AS;L1

㔝ࡧスおよ࢘インマࢡッࣀ

⏕ᆺ C��%L�6 マ࢘スに、

C��%L�6 マ࢘ス⏤᮶の࣓ラࣀ

ーマ⣽⬊ %16F10 を⛣᳜し、

ቑṪ速度の差␗を検ドした。

⯆῝いことに、変␗ᆺ

AS;L1 らࡉFig��)。後�ーマがቑᝏするഴྥがあったࣀス内では࣓ラ࢘インマࢡッࣀ

に実㦂を重ࡡ、この௬ㄝを検ドしていࡃ。 

 

 

 

５．研究の成果 

ୖグ研究により、以下の᪂しい知ぢを得ることができた。後はこれらの⤖果をᇶ

に、ࣟࢡーン性㐀血と心血⟶⣔患やᅛ形⭘⒆Ⓨ症との関㐃にࡘいてࡉらに解析を㐍

 。ーン性㐀血をᶆ的とした予㜵⒪法の開Ⓨを目ᣦすࣟࢡ、るとともにࡵ

�1) 変␗ᆺ AS;L1 によるࣟࢡーン性㐀血ಁ㐍ᶵᵓの解᫂ 

変␗ᆺ AS;L1 はࣟࢡーン性㐀血原ᅉ㑇ఏᏊの୍ࡘであるが、変␗ᆺ AS;L1 がຍ齢に

కい㐀血␗ᖖをᘬき㉳こす࣓カࢬࢽムは不᫂であった。ᅇの解析により、変␗ᆺ

AS;L1 が %AP1 と༠調して AKT の⬺ࣘࢳ࢟ࣅン化をಁ㐍し、AKT�mTOR 経㊰をά性化し

Fig.4
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化ɾ૿৩にӨڹを༩えるとߟえられる。さらに、
N503્ࡎ SBQBNZDJO を༩することによ
り、高齢มҟ1-49"ܕ ϊοΫΠϯϚεにお
͚るҟ常造݂がਖ਼常化することが໌した。こ
れらは、Ϋϩʔϯੑ造݂をඪతとする༧త࣏
ྍ։ൃのためのج൫となる成果である。ޙࠓは、
%/.53"มҟ5&52มҟなどଞのมҟによ
り༠ಋされるΫϩʔϯੑ造݂でもಉ༷のม化がΈ
られるかどうかূݕしていく。

（2）クローン性造血と心血管系疾患
49M1"ܕճの研究では、มҟࠓ　 ϊοΫΠϯ造
๔をҠ২したࡉװ݂ -EMS ϊοΫΞτϚεに
高ࢷ৯を༩することにより、Ԍੑ୯ٿが૿
Ճし動຺ߗ化が૿ѱするがあることが໌らか
となった。ಉ༷のݟは5&52มҟ +",2 ม
ҟでも報告されており、Ϋϩʔϯੑ造݂と動຺ߗ
化とのؔ࿈をཪ͚る৽しいൃݟとなった。ޙࠓ
は、্هಉ༷N503経࿏を્することで動຺
ݕ化の૿ѱを੍することができるかどうかをߗ
ূしていく。

（3）クローン性造血と固形腫瘍
1ϊοΫΠϯ-49"ܕճのղੳ݁果は、มҟࠓ　
݂ӷࡉ๔がϝϥϊʔϚのਐల、૿ѱにد༩してい
るՄੑをࣔࠦしており、Ϋϩʔϯੑ造݂とܗݻ
जᙾਐలとのؔ࿈をࣔす重要なݟである。ޙࠓ
は、ଞの$5�#-�� Ϛε༝来のܗݻजᙾࡉ๔
<--$ɿഏがΜ、&0��1ɿೕがΜ > をҠ২するϞ
σϧを用いてಉ༷の実験を行う。また、ࠎ、
ধ݂、そしてजᙾ෦Ґにお͚るϚΫϩϑΝʔδ、
�#๔、݂小൘そしてࡉ๔、थঢ়ࡉ,/、ٿத
5Ϧϯύٿのਁ५およびػをධՁし、݂ӷࡉ๔
にお͚る"49-1มҟがजᙾ໔ӸԠにٴ΅すӨ
についてղੳする。さらに、ଞのΫϩʔϯੑ造ڹ
݂ϞσϧϚεʢ%/.53"�5&52�5153 ࣦܽ
Ϟσϧʣを用いてಉ༷の実験を行い、"49-1ม
ҟϞσϧとのҧいをূݕする。これらの実験を௨
͡て、Ϋϩʔϯੑ造݂とܗݻजᙾのΫϩετʔΫ
について、そのશを໌らかにする。

ʲൃදจ �r　
"TBEB�4�(PZBNB�4� *OPVF�%�4IJLBUB�4�
5BLFEB�3�'VLVTIJNB�5�:POF[BXB�5
'VKJOP� 5� )BZBTIJ� :� ,BXBCBUB� ,$�
'VLVZBNB�5� 5BOBLB� :� :PLPZBNB�"�
:BNB[BLJ
4�,P[VLB�)BUB�)�0ZBNB�.�,PKJNB�4�
,BXB[V�.�.BOP�)�,JUBNVSB�5��.VUBOU
"49-1�DPPQFSBUFT�XJUI�#"11� UP�QSPNPUF�
NZFMPJE�MFVLBFNPHFOFTJT��/BUVSF
$PNNVOJDBUJPOT��	1
��2�33�	201�
�　
�
ʲँࣙʳ
　本研究をご支援いた、公益財団法人長寿科学
振興財団にਂくँײਃし্͛ます。
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嚥下音分析に基づく嚥下評価機器の開発と
高齢者の誤嚥性肺炎予測アルゴリズムの構築

名ݹେ学ҩ学෦ෟଐපӃ　ਆ経科
ҩһ

३　٧ڮ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը2年ʣ
助成金（実績総額）　3�20000ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　ഏԌは、超高齢社会である本において、ѱੑ
৽ੜ、心࣬ױにଓいて、本高齢者のࢮҼのୈ
3Ґをめている。高齢者のഏԌの�0��Ҏ্は、
ᅞޡ」、ఠされておりࢦにؔ࿈することが「ᅞޡ」
ੑഏԌ」は、ਆ経ױױ࣬ے者のओ要なࢮҼとなる
ばかりでなく、それを܁りฦすことにより、度重
なるೖୀӃがඞ要となるՄੑが高くなり、ױ者
のΈならͣ、そのՈのੜ活の࣭をஶしくԼさ
ͤ、ҩྍݯࢿのଟେなফ費にもつながっている。
ᅞੑഏԌを༧するためには、ਖ਼֬にઁ৯ᅞԼޡ
োをධՁすることがඞ要となるが、ઁ৯ᅞԼো
、ࠪݕ法であるᅞԼ造Өʢ7'ʣํࠪݕのओ要な
もしくはᅞԼڸࢹʢ7&ʣࠪݕは、いͣれも৵
ऻੑが高い্に、高ֹなثػのઃஔ、ධՁのた
めのઐతなࣝを要することから、൚用ੑが高
いࠪݕといえるঢ়گになっていない。よって、ઁ
৯ᅞԼোにରする؆ศかつ؍٬తなධՁがՄ
となり、その݁果、ૣظにޡᅞᅞԼোをݕ出
することができれば、重要なΞϯϝοτϝσΟΧ
ϧχʔζを満たすことができ、さらには、ױ者に
とっても費用ରޮ果に༏れるҩྍٕज़となること
がࠐݟまれる。
　そこでզ々は、非৵ऻతɾޮతにᅞԼをධՁ
できるํ法として「ᅞԼԻのԻڹ学తੳ」にண
した。現࣌において、ਆ経ױױ࣬ے者をؚめ
た高齢者のઁ৯ᅞԼোにணし、ᅞԼԻのৄࡉ

なԻڹ学తੳを実施し、ޡᅞੑഏԌൃとのؔ
࿈ੑを໌らかにしたઌ行研究はなく、ᅞԼԻのৄ
果、ඃ験݁ࠪݕ'学తੳ݁果と、7ڹなԻࡉ
者の֤ධՁࢦඪとのؔ࿈が໌֬になっていないた
め、それらが໌らかになれば、ᅞԼԻのௌऔのΈ
からઁ৯ᅞԼػのධՁが৽たにՄになるとߟ
えられる。本研究では、ਆ経ױױ࣬ے者の7'ݕ
ࠪとಉ࣌に、ᅞԼ࣌にൃੜするԻʢᅞԼԻʣを
ऩ集し、それを .%71ʢ.VMUJ�EJNFOTJPOBM�
WPJDF�QSPHSBNʣによりσδλϧղੳすること
で、ᅞԼোޡᅞੑഏԌのϦεΫをөするό
ΠΦϚʔΧʔを୳ࡧɾಉఆすることをతとして
いる。このతのため、ਤ1にࣔすثػを用いて、
ᅞԼԻղੳγεςϜをߏ築した。

ίϯσϯαʔϚΠΫ
໊ɿ",(�$��11-

ϑΝϯλϜిݯ
ʢϚΠΫͷిݯʣ

7'

มίωΫλ

໊ɿ50.0$"�
113$"+

ͷϨίʔμʔࣨࠪݕ

໊ɿΦʔσΟΦ
έʔϒϧʢ1��Nʣ

ϑΝϯλϜిݯ
ʢϚΠΫͷిݯʣ

มίωΫλ

3$"ࢠ

図1
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　本研究の۩ମతなํ法において、ᅞԼのը૾
తɾԻڹ学తੳは、まͣ、ਆ経ױ࣬ےを༗する
高齢者をରにԣஅతなղੳを行い、そのղੳ݁
果とର高齢者の֤എܠҼ子とのؔを໌らかに
する。ױ者のഎܠ報としては、ҎԼの報をऩ
集するɿ̍ ʣ国੶、̎ʣॅډ、̏ʣՈྺ、̐ʣ
߹ซ、̑ʣதのༀࡎ、̒ʣ重度、７ʣか
かりつ͚ҩྍؔػ、̔ʣපྺʢൃظ࣌ɾॳൃ
ঢ়ɾ経աʣ、̕ʣ"%-ࢦඪのม化ظ࣌ʢ手すりの
'ඪとしては、7ࢦ用などʣ。重度用ɾの
によってಘられるᅞԼのը૾తධՁ、ならびࠪݕ
に、ᅞԼԻऩ集によってಘられるᅞԼのԻڹ学త
ධՁにՃえて、ҎԼのྟচ報をҩࢣによる、
もしくはྟচ研究ίʔσΟωʔλʔによりධՁ
する。1ʣ"%-のม化ʢの用、ंҜ子の
用などʣ、̎ʣༀのมߋʢओとして߹ซの
తなどでྍ࣏ 2िؒҎ্ܧଓしてしたༀ
̏、ʣࡎ ʣӡ動ػεέʔϧʢ"-4'34�3ʢSFWJTFE�
BNZPUSPQIJD� MBUFSBM� TDMFSPTJT� GVODUJPOBM�
SBUJOH�TDBMFʣ、4#."'34ʢTQJOBM�BOE�CVMCBS�
NVTDVMBS�BUSPQIZ�GVODUJPOBM�SBUJOH�TDBMFʣ、
-JNC�/PSSJT�4DBMF、/PSSJT�#VMCBS�4DBMFʣ。̐ʣ
そのଞの֮ࣗతਵঢ়ʢ4%2ʢ4XBMMPXJOH�
%JTUVSCBODF�2VFTUJPOOBJSFʣ、48"-�2P-
ʣ。

　ԣஅతݕ౼では、ඃ験者のഎܠ報を理する
とともに、֤ධՁ߲の૬ؔを֬ೝし、ධՁࢦඪ
としてのଥ当ੑをݕ౼する。7'ࠪݕは、�0���
	X�W
 のόϦϜਫを 3NM ʷ 3ճおよび 10�NM
ʷ̍ճᅞԼし、ը૾報をऔಘした。ը૾ࠪݕに
ಉظさͤたᅞԼԻは、ᰍ෦にऔり͚た小ܕϚΠ
Ϋからऩ集することとした。
　ௌऔしたᅞԼԻのղੳについて、ᅞԼධՁの
ΰʔϧυελϯμʔυであるᅞԼը૾ʢ7'ʣに
ついては、その݁果をಡӨし、ޡᅞと࠷もよく૬
ؔするࢦඪであるҺ಄෦όϦϜཹのଟՉで
ྨ、۩ମతには 5�Ҏ্のཹを高5、ཹ�
ະ満のཹをཹとఆٛし、それをػց学शに
お͚る、すなわち「ࢣڭ」とし、ᅞԼԻについて
は、一ఆのΞϧΰϦζϜでτϦϛϯάしたうえで、
そのதのಛྔをந出することとした。۩ମతに
は.'$$ʢϝϧपέϓετϥϜʣの࣌
ؒ平ۉ、.'$をந出し、ػց学शの一छであ
るαϙʔτϕΫλϚγϯʢ47.ʣを用いてղੳし、
֤ಛのஅのൺֱすることとした。

Ⅱ.研究の成果

　健常者ならびにਆ経ױױ࣬ے者߹ܭして �2の
Իσʔλを৽たにղੳした。いくつかのԻಛ
ྔީิをબし、それらにରして、そのੑを

図2　嚥下音の解析アルゴリズム

評価ᣦᶆとの関㐃が᫂確になっていないたࡵ、それらが᫂らかになれࡤ、ᄟ下㡢の

⫈取のࡳからᦤ㣗ᄟ下ᶵ⬟の評価が᪂たに可⬟になると⪃えられる。本研究では、

⚄経➽患患者の 9F 検ᰝと同時に、ᄟ下時にⓎ⏕する㡢（ᄟ下㡢）を㞟し、そ

れを M'9P（MXlti-Gimensional voice program）によりデジࢱル解析することで、

ᄟ下㞀ᐖやㄗᄟ性⫵⅖のリスࢡを反映するࣂイ࢜マーカーを᥈⣴࣭同定することを

目的としている。この目的のたࡵ、図 1に♧すᶵჾを用いて、ᄟ下㡢解析システム

をᵓ⠏した。 

本研究のලయ的な方法において、ᄟ下の画像的࣭㡢響Ꮫ的分析は、まࡎ、⚄経➽

患を᭷する高齢者を対象にᶓ断的な解析を行い、その解析⤖果と対象高齢者の各

背景ᅉᏊとの関ಀを᫂らかにする。患者の背景ሗとしては、以下のሗを㞟す

る：㸯）ᅜ⡠、㸰）ᒃఫᆅ、㸱）ᐙ᪘Ṕ、㸲）ྜే症、５）内᭹୰の⸆、㸴）重

症度、㸵）かかりࡘけ་⒪ᶵ関、㸶）Ṕ（Ⓨ症時期࣭ึⓎ症状࣭経㐣）、㸷）A'L

ᣦᶆの変化時期（手すりの用᮫࣭の用など）。重症度ᣦᶆとしては、9F 検ᰝに

よって得られるᄟ下の画像的評価、ならࡧに、ᄟ下㡢㞟によって得られるᄟ下の

㡢響Ꮫ的評価にຍえて、以下の⮫ᗋሗを་ᖌによるデᐹ、もしࡃは⮫ᗋ研究コー

デࢿーࢱーにより評価する。1）A'L の変化（᮫の用、㌴᳔Ꮚの用など）、㸰）

内᭹⸆の変᭦（としてྜే症の⒪目的などで2週間以ୖ⥅⥆して内᭹した⸆）、

㸱）運動ᶵ⬟スࢣール（ALSFRS-R（reviseG amyotrophic lateral sclerosis 

IXnctional rating scale）、 S%MAFRS（ spinal anG EXlEar mXscXlar atrophy 

IXnctional rating scale）、LimE 1orris Scale、1orris %XlEar Scale）。㸲）そ

のの⮬ぬ的㝶క症状（S'4（SZalloZing 'istXrEance 4Xestionnaire）、SWAL-4oL

➼）。 

ᶓ断的検ウでは、⿕㦂者の背景ሗをᩚ⌮するとともに、各評価項目の相関を確

ㄆし、評価ᣦᶆとしてのጇᙜ性を検ウする。9F 検ᰝは、�0 � �Z�v)のࣂリ࢘ムỈを

3ml�3 ᅇおよࡧ 10 ml�㸯ᅇᄟ下し、画像ሗを取得した。画像検ᰝに同期ࡏࡉた

ᄟ下㡢は、㢕部に取りけたᑠᆺマイࢡから㞟することとした。 

⫈取したᄟ下㡢の解析にࡘいて、ᄟ下評価のࢦールࢻスࢱンダーࢻであるᄟ下画

像（9F）にࡘいては、その⤖果をㄞ影し、ㄗᄟと᭱もよࡃ相関するᣦᶆであるဗ㢌

部ࣂリ࢘ムṧ␃⋡のከᐻで分類、ලయ的には ��以ୖのṧ␃を高ṧ␃、��ᮍ‶のṧ␃

を低ṧ␃と定

⩏し、それをᶵ

ᲔᏛ⩦におけ

る、すなわࡕ

、ᩍᖌࠖとしࠕ

ᄟ下㡢にࡘい

ては、୍ 定のア

ルࢦリࢬムで

トリ࣑ングし

たうえで、その

୰の≉ᚩ㔞を

ᢳ出すること

とした。ලయ的

には MFCC（࣓ル

࿘Ἴᩘࣉࢣス
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ධՁした。ੑධՁにおいては、�2ݸのᅞԼԻ
σʔλについて、1つൈき法によるަࠩݕఆをద
用し、֤ಛྔにお͚る 'ɾਖ਼ղをࢉ出し
た。'のࢉ出は、2QS�	Q�S
�を用いたʢQ��ద
߹、S࠶��現ʣ。そのதのྑ࠷のಛྔについ
ては30$ۂઢのඳըɾ"6$ʢBSFB�VOEFS�UIF�
DVSWFʣをࢉ出した。ද 1にࣔすように、ਖ਼ղ
ɾ'ڞに高になったのは.'$$であった。

.'$$について30$ۂઢを作成したところʢਤ
3ʣ、"6$は 0��35 であり、ྑなหผを༗
する݁果がಘられた。
　これらの݁果は、ᅞԼԻをৄࡉにղੳすること
によって、非৵ऻతにᅞԼػをධՁできること
をࣔࠦしている。
するࡧさらにਫ਼度の高いԻಛྔを୳、ޙࠓ　
とともに、ॎஅతධՁとの߹ੑを֬ೝしたい。

図3　音声特徴量としてMFCCを用いた場合のROC曲線

トラムಀᩘ）

の時間ᖹᆒ、

MFC ➼をᢳ出

し、ᶵᲔᏛ⩦

の୍✀である

ࢡポートベࢧ

ࢱ マ シ ン

（S9M）を用い

て解析し、各

≉ᚩのデ断⬟

のẚ㍑するこ

ととした。 

 

 

５．研究の成果 
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高齢者の脳領域間の疾患脆弱性の違いに着目した
認知症の分子基盤の解明

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ子ج൫研究෦
ࣨ長

ॆ　ݪࣰ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը2年ʣ
助成金（実績総額）　��1���1ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　ੈքతにもྨをΈない΄どのૣさで高齢化がਐ
Ή日本では、ްੜ࿑ಇলࢿྉによると、2015年
において 500 ສ人Ҏ্がೝを༗し、ޙࠓも
そのは૿େするとఆされており、Ո、հޢ
者のෛ୲のΈならͣ、経ࡁతଛࣦはେであり、
その社会తରࡦはٸである。ΞϧπϋΠϚʔ
පʢ̖̙ʣはೝのҎ্をめるが、その
େ෦はੑൃݽであり、ݪҼはेにはかって
いない。̖̙のਆ経ප理学తなಛはΞϛϩΠυ
Ќʢ̖Ќʣとλが、それͧれ老人ൗ、ਆ経ݪઢ
ҡม化としてにੵすることであり、̖̙の
தで̍ˋఔ度をめるとされるՈੑΞϧπϋΠ
ϚʔපのݪҼҨ子のղੳから、ಛに̖Ќが̖̙
のݪҼであるとߟえられるようになったʢΞϛϩ
ΠυԾઆʣ。そこで、̖Ќをඪతとしたༀࡎがྟ
চࢼ験தであるが、গなくともೝをൃして
からでは、̖Ќをඪతとしたༀࡎはあまりޮ果が
ないのではというίϯηϯαεになりつつあり、
ਆ経มੑೝපଶとより૬ؔするとされてい
るλのׂもؚめ、さらなるපଶの理ղがٻめ
られている。
　̖Ќとλは、গなくともそのେ෦をめる
ஈ֊において、Ճ齢にいそれظのॳ̙̖ੑൃݽ
ͧれಠཱしてੵする。ಛに̖Ќʢ老人ൗʣが༏
Ґにੵした߹を老人ൗ༏Ґܕʢ1BUIPMPHJDBM�
"HJOH��1"ʣ、λʢਆ経ݪઢҡม化ʣがੵし

た߹をੑൃݪՃ齢ੑλΦύγʔʢ1SJNBSZ�
BHF�SFMBUFE�UBVPQBUIZ��1"35ʣとশすʢ%JDLTPO
%8�FU�BM��/FVSPCJPM�"HJOH�1��2���$SBSZ�
FU�BM��"DUB�/FVSPQBUIPMPHJDB�201�ʣ。それ
ͧれのػংをଊえることが、̖̙のΈならͣ高齢
者のೝػোを理ղする্で重要であり、ま
たපଶ、පҼにࠜざした創ༀ։ൃがՄとなる。
̖Ќとλがੵする෦Ґにはಛがあり、̖Ќ
がେ৽ൽ࣭をத心にੵするのにରし、λは
ลԑܥଆ಄༿をத心にੵするʢ#SBBL�FU�BM��
"DUB�/FVSPQBUIPMPHJDB�1��1�5IBM�FU�BM��
/FVSPMPHZ�2002�ਤ̍ʣ。このようなྖҬಛҟ
ੑは、පଶ理ղにେきな手がかりとなる。
　զ々はこのことにணし、健常人、1"および
を用いて、の̖Ќと、̖Ќݕ者のױ%"
のँあるいはਆ経มੑにؔする子のྖҬ
をಠࣗのํ法にてݕ౼、ൺֱし、̖Ќੵがも

図1　Aβとタウの脳内の領域分布
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たらす݁果のΈなら̖ͣЌੵのݪҼを理ղする
্でいくつものൃݟをこの年のؒに報告してき
た 	4IJOPIBSB�FU�BM��"DUB�/FVSPQBUIPMPHJDB�
2013�4IJOPIBSB�FU�BM��/FVSPEFHFOFSBUJWF�
EJTFBTF�NBOBHFNFOU� 2013� 4IJOPIBSB�
FU�BM��#SBJO�201��4IJOPIBSB�FU�BM��"DUB�
/FVSPQBUIPMPHJDB�201��4IJOPIBSB�FU�BM��
#SBJO�201�ʣ。զ々のこれまでの研究ではओに̖
Ќにணしてきたが、これからの研究としては、
さらにλにもେきくணしʢਤ̎ʣ、1"35も
Ճえて、λおよびλのँにؔ༩するとߟえ
られる子、γφϓεԌなどのਆ経มੑにؔ
する子のྖҬを໌らかにし、λのੵ
がਆ経มੑにどのようなӨڹを༩えるのかととも
に、Կނλがੵするのかについても子తな
理ղをすすめることをతとする。またそのため
に、طଘのσʔλϕʔεのղੳཏతなҨ子
ൃ現ղੳなどにより̖Ќとλのੵにؔ༩する
৽ن子のಉఆもਐめるとともに、ࡉ๔ഓཆܥ
Ϛεを用いて、ಉఆされたҨ子経࿏のؔ༩
を実ূする。࠷ऴతには̖̙ൃにࢸるϓϩηε
を౷߹తに理ղするとともに、৽نඪతを໌らか
にし、創ༀ։ൃにつな͛ることをඪとしていき
たいとߟえている。本研究のೝ題のࠜ本త
ղܾに͚たऔりΈは、健શな長寿社会ߏ築に
重要な一ੴを͡られるのではとߟえる。

　そこで本研究では、౦ژ健康長寿ҩྍηϯ
λʔɾ高齢者ϒϨΠϯόϯΫに ��0ˆでౚ݁อ
されている健常者、1"、1"35、̖̙ױ者の̐
を用いて、̍̎かॴҎ্のྖҬをऔݕの܈
り出し、ੜ化学తにந出し、ᶃ̖Ќ、ᶄλ、ᶅ
λのँにؔ༩する子、ᶆγφϓεԌな
どのਆ経มੑのࢦඪとなる子、のൃ現をධՁし、
֤පଶؒ܈での֤子のൃ現をݕ౼するととも
に、֤子のྖҬおよび、子ؒでのྖҬ૬
ؔを、これまで報告してきたํ法 	4IJOPIBSB�FU�
BM��"DUB�/FVSPQBUIPMPHJDB�2013�4IJOPIBSB�
FU�BM��#SBJO�201��4IJOPIBSB�FU�BM��#SBJO�
201�
 にてݕ౼し、݁果としてىきている ࣍2
తなม化なのかʢઈରྔが"%でのΈม化する
ʣ、ݪҼとなるׂを୲いうるのかʢઈରྔが
1"、1"35でもม化する、ྖҬがؒ܈で૬
ؔするʣ、を໌らかにするʢਤ̏ʣ。またϚΠΫ
ϩΞϨΠを用いたཏతൃ現ղੳ"MMFO�#SBJO�
"UMBT などのطଘのσʔλϕʔεを活用したղੳ
からも、̖ЌとλのྖҬと૬ؔする৽ن
子をಉఆする。ಉఆされたҨ子にରして、ࡉ๔
ഓཆϞσϧおよび動Ϟσϧを用いてそのׂを
実ূしていく。

図2　これまでの研究とこれからの研究
図3　本研究の解析方法

（Shinohara et ai. Brain 2017 より改）
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Ⅱ.研究の成果

　ᶃࡢ年にҾきଓき、本研究でղੳする༧ఆのީ
ิ子のੜ化学తなଌఆにඞ要な&-*4"ଌఆܥ
のಋೖ、ならびにཱち্͛を行った。そのதでも、
のλੵをਖ਼֬にධՁするために、༷々な
Τϐτʔϓにରする߅λ߅ମをΈ߹わͤた
̍̌छྨҎ্の&-*4"を։ൃした。それら։ൃ
した&-*4"を用いて、ݕのෆ༹ੑըにର
するԠੑをݕ౼すると、ಛにλのதؒʙ$
෦ҐにԠする &-*4"が࠷も、"%ױ者で
૿Ճすることが໌した。さらに、ଟのݕମʢલ
಄༿ྖҬʣを用いると、そのようなԠੑの高い
&-*4"は #SBBL�TUBHF と࠷も૬ؔすることが
໌した。その݁果をまとめ、จߘを४උして
いる。
　ᶄώτݕମのಋೖについて、౦ژ健康長寿
ҩྍηϯλʔのଜࢁൟ༤෦長らとの໖ີなٞڠの
݁果、౦ژ健康長寿ҩྍηϯλʔからૹられた
ݕମを、国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔのΫϦΦε
λοτで 1�かॴのྖҬ෦Ґをり出すことに
なった。現ࡏまでに健常者、1"、1"35、̖̙
ܭ߹ʹ名֤̏܈者の̐ױ 12名のݕݕମをೖ
手、国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔにてౚ݁อして
いる。ղੳにඞ要なݕମのೖ手をҾきଓき行って
いる。
　ᶅ"MMFO�#SBJO�"UMBT のσʔλϕʔεで公։さ
れている健常人の̎ສݸҎ্のҨ子のN3/"
Ϩϕϧでのൃ現のྖҬのσʔλをجに、զ々
がಘた高齢者のลԑܥをத心とするλのੵの
ྖҬと૬ؔするҨ子を୳ࡧした݁果、12�
Ҩ子がਖ਼に૬ؔしʢ́ʾ 0��ʣ、�� Ҩ子が
ෛに૬ؔしているʢ́ʽ �0��ʣことがかった。
ここから、さらにՃ齢でม化するҨ子をσʔλ
ϕʔεからࡧݕし、ܭ 1�Ҩ子にߜりʢࡢ年度
報告ʣ、そのதでもൃ現ྔがಛにଟいことがࣔࠦ
される̎つのҨ子9とҨ子:ʢԾ名ʣにつ
いて、さらなるূݕをおこなった。Ҩ子9に
ついては4*-&ൢࢢ"を用いてݕମʢલ಄༿ྖ
ҬʣでのλϯύΫϨϕϧのଌఆをࢼΈたが、༗ҙ

なγάφϧはಘられͣݕ出がしいとかった。
そこでΣελϯϒϩοςΟϯάʢ8#ʣを行っ
たところ、ఆされるେきさにόϯυはݕ出され
たが、健常人と"%ױ者でେきなҧいはೝめら
れなかった。一ํで、Ҩ子:についてはΣ
ελϯϒϩοςΟϯάによるݕ౼で、健常人にൺ
て"%ױ者ので༗ҙに૿Ճしていること
が໌した。Ҩ子:の&-*4"の։ൃのために、
ෳの߅ମを用いてݕ౼したが、ଥ当ੑが֬ೝさ
れた&-*4"はまͩ։ൃ出来ていない。Ҿきつͮ
きҨ子:の &-*4" の։ൃをਐめるとともに、
さらなるূݕ実験を行う。

　本研究の成果は̏年ܭըのதの̎年のもので
ある。る̍年ؒの研究によって、ᶃݕを用
いたҨ子ཏղੳによるさらなるҼ子のಉఆ、
ᶄλطଘのީิ子のλϯύΫ࣭Ϩϕϧʢཱ
ち্͛た&-*4"によるʣでのূݕ、ᶅࡉ๔Ϟ
σϧもしくは動Ϟσϧを用いたީิ子のݕ
ূ、を行うܭըをཱてている。本研究の一෦を、
学会研究会でൃදしている。

学会発表
̍ɽୈ 1�ճؔɾத෦ೝ研究会、一ൠߨԋ

**、「ΞϛϩΠυЌのྖҬにணした
研究」、平成30年 3月 3日�େࢢࡕ

̎ɽୈ 25ճϝΠϤʔχϡʔϩαΠΤϯεϑΥʔ
ϥϜ、'SPOUJFS�5BML、「ྖҬؒのҧいに
ணしたΞϧπϋΠϚʔප研究」平成30年
3月 1�日�Ԭࢢ

̏ɽ ୈ 1� ճ 国 ࡍ ਆ 経 ප 理 学 会 *$/201��
50,:0�ʠ*OTJHIUT� GSPN�CJPDIFNJDBM�
BOBMZTFT� PG� SFHJPOBM� EJTUSJCVUJPO� PG�
"M[IFJNFS�T�QBUIPMPHJFTʡ、平成 30 年 �
月 2�日�౦ژ





��

研究実績報告集

トランス脂肪酸による細胞老化の促進作用機構
および加齢性疾患発症機序の解明

౦େ学େ学Ӄༀ学研究科Ӵੜ化学
助ڭ

ฏా　༞հ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը2年ʣ
助成金（実績総額）　3�0�000ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　ۙ年高齢化がਐΜͩ日本では、がΜɾೝɾ
॥ױ࣬ܥثɾੜ活श׳පをは͡めとした、Ճ齢
にって࣬ൃױϦεΫが૿େする「Ճ齢ੑ࣬ױ」
のጶױ者が૿Ճの一్をたどっている。ࡉ๔
྾を܁りฦして྾寿໋を迎えたࡉ๔、あるいは、
がΜҨ子活ੑ化、ࢎ化ετϨε%/"ଛইな
どの༷々なετϨεをड͚たࡉ๔の一෦は、ෆՄ
、ঢ়ଶとなるが「๔老化ࡉ」したࢭతに૿৩をఀٯ
ۙ年の研究から、老化したࡉ๔は、たͩ୯にࡉ๔
活動をఀࢭしてしまう͚ͩではなく、ࡉ๔老化
ؔ࿈ൻʢ4FOFTDFODF�BTTPDJBUFE�TFDSFUPSZ�
QIFOPUZQF��4"41ʣҼ子のൻによって、प
ลの৫ࡉ๔にରし、ԌのऒىൃがΜଅਐ
をもたらすことで、্هՃ齢ੑ࣬ױのൃにد༩
していることが໌らかになってきた。したがって、
、Ҽ子のಉఆڥ๔老化にؔ༩するੜମ֎のࡉ
およびそれらによるࡉ๔老化༠ಋߏػのղ໌を௨
͡た࣬ױ༧ɾྍ࣏ઓུの։ൃは、健康かつ幸
な長寿社会実現の্でෆՄܽである。
　ਃ者らはこれまで、৯த成の̍つである
τϥϯεࢷࢎについて、্هՃ齢ੑ࣬ൃױと
のӸ学తؔ࿈がࣔࠦされていることにணし、ੜ
ମಟੑൃ現ߏػおよび࣬ൃױػংのղ໌をࢦ
して研究をਐめてきた。τϥϯεࢷࢎは、τϥ
ϯεܕのૉ �ૉؒೋ重݁߹をؚΉࢷࢎの૯
শで、ओに৯造աఔにおいて人తに࢈ੜさ

れ、ઁऔされる。Ӹ学తௐࠪから、༷々な࣬ൃױ
とのؔ࿈がࣔされてきた一ํで、子ɾࡉ๔Ϩ
ϕϧでのݟにしく、࣬ൃױػংについては
΄とΜどෆ໌である。ਃ者らの研究から、τϥ
ϯεࢷࢎは、そのҟੑମでࣗવքにීวతにଘ
とはҟなる、ಛ༗のੜମ作用ʢ໔ࢎࢷするγεࡏ
ӸԠଅਐ作用ʣを༗することが໌らかになって
きた�	)JSBUB�FU�BM��+��#JPM��$IFN��201�
。
　本助成研究では、ۙ࠷ਃ者らが৽たにݟ出
したτϥϯεࢷࢎによる%/"ଛই࣌のࡉ๔
老化ଅਐ作用とՃ齢ੑ࣬ൃױとのؔ࿈のղ໌
をతとして、平成 2� 年度より研究にண手し
た。%/"ଛইとは、ࢵ֎ઢ活ੑࢎૉ、߅がΜ
によって、%/"がஅम০をडࡎなどのༀࡎ
͚る現のことである。ࡉ๔には、ଛইをड͚た
%/"を元どおりにम෮するߏػがଘࡏする一
ํ、%/"ଛইが࣬ױՃ齢にってੵした
߹には、ੜମػにҟ常をきたすため、ࣗら老化
ࢮのӡ໋をબすることによって、૿৩ɾੜଘ
をఀࢭするߏػもඋわっている。ࢎ࣭ࢷ化が老化
にうଁثɾࡉ๔ػԼの重େな要Ҽであるよ
うに、τϥϯεࢷࢎも老化にうΦϧΨωϥບ
ࡉ๔ػをஶしくม化さͤるՄੑがߟえられ
る。平成2�年度の研究成果より、ΤϥΠδϯࢎʢ৯
தؚ༗ྔの࠷もଟいτϥϯεࢷࢎʣをは͡め
としたτϥϯεࢷࢎは、老化༠ಋにத心తׂ
を果たすసࣸҼ子 Q53およびࡉ๔पࢭఀظҼ子
Q1� のൃ現༠ಋɾ活ੑ化のဏਐ、活ੑࢎૉ࢈
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ੜの૿ڧにって、%/"ଛই࣌のࡉ๔老化をଅ
ਐすることを໌らかにしている。本作用は、τϥ
ϯεࢷࢎのҟੑମであるγεࢷࢎではೝめら
れないಛ༗の作用であり、4"41Ҽ子の༠ಋଅਐ
によって、Ճ齢ੑ࣬ൃױにد༩することがఆ
される。そこで平成 30年度では、৽ن老化ଅਐ
Ҽ子τϥϯεࢷࢎの作用ߏػをさらにৄࡉに໌
らかにするとともに、本作用のՃ齢ੑ࣬ױとのؔ
࿈のղ໌をࢦし、ࡉ๔およびϚεݸମϨϕϧ
でのղੳを行った。

Ⅱ.研究の成果

１）トランス脂肪酸による老化促進作用の分子機
構の解析

　これまでのղੳから、ΤϥΠδϯࢎଘࡏԼで
%/"ଛই࣌の活ੑ化ဏਐがೝめられているQ53
について、老化ଅਐ作用のد༩についてௐ
るため、6204ࡉ๔ʢώτࠎजࡉ๔גʣにお
いて Q53ܽଛגをथཱしてղੳを行った。その
݁果、Q53ܽଛגでは、%/"ଛইܹにう老
化༠ಋ࣌のࡉ๔老化ϚʔΧʔʢ4"� Ќ (BMʣཅ
๔およびࡉੑ *-��  *-�� などの 4"41 Ҽ子
のN3/"༠ಋϨϕϧがݦஶにԼしていたこと
から、τϥϯεࢷࢎによる老化ଅਐ作用には、
Q53がओ要なׂを果たすことがࣔࠦされたʢਤ

1ʣ。さらに、本作用にؔ࿈するҼ子の୳ࡧのため、
༷々な老化ؔ࿈Ҽ子の્ࡎを用いたݕ౼を行
なった݁果、活ੑࢎૉফࡎڈ/�BDFUZMDZTUFJOF
 Q3�્ࡎ 4#2035�0のॲஔ݅Լではಛに
Өڹがೝめられなかった一ํで、ۙ年ࡉ๔老化の
༠ಋにؔわる重要子としてணされている、あ
るΩφʔθ子9の્ࡎをॲஔしたࡍに、Τ
ϥΠδϯࢎଘࡏԼでの 4"� Ќ (BM ཅੑࡉ๔
4"41Ҽ子N3/"の্ঢがஶしく੍されたʢਤ
1ʣ。実ࡍに、ΤϥΠδϯࢎଘࡏԼでは、老化༠
ಋ࣌のQ53ԼྲྀҨ子Q21ʢࡉ๔पࢭఀظҼ子ʣ
のൃ現૿Ճと૬ؔして、Ωφʔθ子9の࣭ج
子のϦϯࢎ化Ϩϕϧの্ঢがೝめられた。Ҏ্
の݁果から、τϥϯεࢷࢎは、%/"ଛই࣌の
సࣸҼ子 Q53およびΩφʔθ子9の活ੑ化を
ဏਐすることで、ࡉ๔老化をଅਐすることがࣔࠦ
された。

２）トランス脂肪酸摂取マウスの解析
　τϥϯεࢷࢎとՃ齢ੑ࣬ൃױとのؔ࿈をௐ
るため、$5�#-��+ Ϛεʢˁʣに、�ि齢
から 12िؒにわたってτϥϯεࢷؚࢎ༗高ࢷ
৯ʢ)'%�	5'"�
��IJHI�GBU�EJFU�DPOUBJOJOH�
USBOT�GBUUZ�BDJETʢ5'"ʣ、γϣʔτχϯά༝来
の༉ࢷをఴՃʣをઁऔさͤ、ࢷ؊؊Ԍなどの

図１
U2OS細胞にシスプラチン (DNA損傷誘導剤)を処置して老化を誘導した後に、SA-βGal染色し、顕微鏡観察を行なっ
た。エライジン酸存在下におけるSA-βGal陽性細胞数の増加は、p53の欠損またはキナーゼXの阻害剤の処置によって
顕著に抑制された。Bar, 100 µm。

 
 

㸰）トランス⬡⫫㓟ᦤ取マ࢘スの解析 

 トランス⬡⫫㓟とຍ齢性患Ⓨ症との関㐃を調べるたࡵ、C��%L�6- マ࢘ス（ܴ）に、

8 週齢から 12 週間にわたってトランス⬡⫫㓟ྵ᭷高⬡⫫㣗（+F' �TFA�)� high Iat 

Giet containing trans-Iatty aciGs（TFA）、ショートࢽング⏤᮶のἜ⬡をῧຍ）を

ᦤ取ࡏࡉ、⬡⫫⫢や⫢⅖などの⫢⮚ែにࡘいて解析を行なった。ẚ㍑対象として、

ᬑ㏻㣗（1'� normal Giet）、㏻ᖖの（トランス⬡⫫㓟 �TFA)不ྵ）高⬡⫫㣗（+F' �TFA-)� 

high Iat Giet ZithoXt TFA、ࣃームἜ⏤᮶のἜ⬡をῧຍ）ᦤ取⩌を⨨いた。解析の

⤖果、+F' ⩌では、いࡎれも血୰⫢㞀ᐖマーカーやコレステࣟール値のୖ᪼がㄆࡵら

れ、⬡⫫⫢のែⓎ症がㄆࡵられたが、⯆῝いことに、+F' �TFA�)⩌では、+F' �TFA-)

⩌よりもࡉらに、⫢⮚の相対重㔞およࡧ⬡⫫✚がஹ㐍していた（図 2A およࡧ 2%）。

図㸯：U2OS ⣽⬊にシスࣉラࢳン (DNA 損傷ㄏᑟ)をฎ⨨して⪁化をㄏᑟした後に、SA-șGal
ᰁⰍし、㢧微鏡ほᐹを行なった。࢚ライジン㓟存ᅾ下における SA-șGal 㝧性⣽⬊ᩘのቑຍは、

p53 のḞ損またはࢼ࢟ーࢮ X の㜼ᐖのฎ⨨によって㢧ⴭにᢚไࡉれた。Bar, 100 µm。 
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؊ଁපଶについてղੳを行なった。ൺֱରとし
て、ී௨৯ʢ/%��OPSNBM�EJFUʣ、௨常のʢτϥ
ϯεࢷࢎ�	5'"
 ෆؚʣ高ࢷ৯ʢ)'%�	5'"�
��
IJHI�GBU�EJFU�XJUIPVU�5'"、ύʔϜ༉༝来の༉
%'(、をஔいた。ղੳの݁果܈をఴՃʣઁऔࢷ
ϚʔΧʔίϨεςでは、いͣれも݂த؊ো܈
ϩʔϧの্ঢがೝめられ、ࢷ؊のපଶൃが
ೝめられたが、興ຯਂいことに、)'%�	5'"�


�"'5	�では、)'%܈ よりもさらに、؊ଁの܈
૬ର重ྔおよびࢷੵがဏਐしていたʢਤ 2"
および 2#ʣ。また、؊ଁの老化ؔ࿈子のൃ現
ղੳから、Q53 ԼྲྀҨ子 Q21 は にお܈%'(
いてτϥϯεࢷࢎの༗ແによらͣൃ現্ঢが
ೝめられたが、老化ϚʔΧʔ子 Q1�ʢࡉ๔प

�"'5	�Ҽ子ʣについては、)'%ࢭఀظ でಛ܈
にஶしいൃ現্ঢがೝめられたʢਤ 2$および
2%ʣ。Ҏ্の݁果より、τϥϯεࢷࢎをؚΉ高

ੵおࢷ৯をઁऔしたϚεでは、؊ଁのࢷ
よび老化のଅਐがىきることがࣔࠦされた。

Ⅲ.今後の展望

によるࢎࢷ年度のղੳ݁果から、τϥϯεࠓ　
老化ଅਐ作用の子ߏػと、その؊࣬ൃױとの
ؔ࿈が໌らかになったʢਤ 3ʣ。؊ଁのࢷੵ
と老化とのؔ࿈ੑについては、ۙ࠷のݟにおい
て、ࢷੵによる老化ଅਐ、あるいはٯに、老
化によってࢷੵがଅਐすることがࣔされてお
り、ϝλϘϦοΫγϯυϩʔϜと老化とのີ
なؔ࿈がணされていることからʢ0HSPEOJL�FU�
BM�/BU��$PNNVO��201�ʣ、ޙࠓは、τϥϯε
こすىੵおよび老化をҾきࢷが؊ଁのࢎࢷ
子ػংについて、ৄ 。に໌らかにしていきたいࡉ
また、τϥϯεࢷࢎによるసࣸҼ子 Q53Ω
φʔθ子9の活ੑ化ଅਐߏػのղ໌をࢦす

図2
トランス脂肪酸含有高脂肪食摂取マウスの肝臓の病態解析。A) 肝重量 (相対重量：g/100g体重)。B) HE染色像。
HFD (TFA+)群では、脂肪蓄積を反映した空泡のサイズ・数の増加が認められる。Bar, 100 µm。C) p53下流遺伝子
p21のmRNAレベル (リアルタイムPCR法による解析結果)。 D) 老化マーカー分子p16のウェスタンブロットによる発
現解析。ND: 普通食 (normal diet), HFD (TFA+): トランス脂肪酸含有高脂肪食 (high fat diet containing trans-
fatty acids) , HFD (TFA–): 通常の (トランス脂肪酸不含)高脂肪食 (HFD without TFA)。 

また、⫢⮚の⪁化関㐃分ᏊのⓎ現解析から、p�3 下ὶ㑇ఏᏊ p21 は +F' ⩌においてト

ランス⬡⫫㓟の᭷↓によらࡎⓎ現ୖ᪼がㄆࡵられたが、⪁化マーカー分Ꮚ p16（⣽⬊

࿘期ṆᅉᏊ）にࡘいては、+F' �TFA�)⩌で≉にⴭしいⓎ現ୖ᪼がㄆࡵられた（図 2C

およࡧ 2'）。以ୖの⤖果より、トランス⬡⫫㓟をྵࡴ高⬡⫫㣗をᦤ取したマ࢘スでは、

⫢⮚の⬡⫫✚およࡧ⪁化のಁ㐍が㉳きることが♧၀ࡉれた。 

 

 
 

 

࠙後のᒎᮃࠚ 

 年度の解析⤖果から、トランス⬡⫫㓟による⪁化ಁ㐍స用の分Ꮚᶵᵓと、その⫢

患Ⓨ症との関㐃が᫂らかになった（図 3）。⫢⮚の⬡⫫✚と⪁化との関㐃性にࡘい

ては、᭱㏆の知ぢにおいて、⬡⫫✚による⪁化ಁ㐍、あるいは㏫に、⪁化によって

⬡⫫✚がಁ㐍することが♧ࡉれており、࣓ ームと⪁化とのᐦ᥋ࣟࢻシンࢡリッ࣎ࢱ

な関㐃が╔目ࡉれていることから �OgroGniN et al��1at� CommXn�� 201�)、後は、

トランス⬡⫫㓟が⫢⮚の⬡⫫✚およࡧ⪁化をᘬき㉳こす分Ꮚᶵᗎにࡘいて、ヲ⣽に

᫂らかにしていきたい。また、トランス⬡⫫㓟による㌿ᅉᏊ p�3 やࢼ࢟ーࢮ分Ꮚ ;

のά性化ಁ㐍ᶵᵓの解᫂を目ᣦすとともに、より㛗期間、トランス⬡⫫㓟ྵ᭷高⬡⫫

㣗をマ࢘スにᦤ取ࡏࡉた際の⫢⮚ែ（⫢⅖➼）や⮚ჾの影響にࡘいてໟᣓ的な

解析を行うことで、トランス⬡⫫㓟ᦤ取にకうຍ齢性患Ⓨ症の予㜵࣭⒪ᡓ␎の開

Ⓨに⧅ࡆたい。 

図㸰：トランス⬡⫫㓟ྵ᭷高⬡⫫㣗ᦤ取マ࢘スの⫢⮚のែ解析。A) ⫢重㔞 (相対重㔞：g/100g
య重)。B) HE ᰁⰍ像。HFD (TFA+)⩌では、⬡⫫✚を反映した✵Ἳのࢧイᩘ࣭ࢬのቑຍがㄆ

られる。Bar, 100 µm。C) p53ࡵ 下ὶ㑇ఏᏊ p21 の mRNA レベル (リアルࢱイム PCR 法によ

る解析⤖果)。 D) ⪁化マーカー分Ꮚ p16 の࢙࢘スࢱンࣟࣈットによるⓎ現解析。ND: ᬑ㏻㣗 
(normal diet), HFD (TFA+): トランス⬡⫫㓟ྵ᭷高⬡⫫㣗  (high fat diet containing 
trans-fatty acids) , HFD (TFA–): ㏻ᖖの (トランス⬡⫫㓟不ྵ)高⬡⫫㣗 (HFD without TFA)。  



とともに、より長ؒظ、τϥϯεࢷؚࢎ༗高ࢷ
৯をϚεにઁऔさͤたࡍの؊ଁපଶʢ؊Ԍʣ
ଞଁثのӨڹについてแׅతなղੳを行うこ
とで、τϥϯεࢷઁࢎऔにうՃ齢ੑ࣬ൃױ
の༧ɾྍ࣏ઓུの։ൃに͛ܨたい。
�
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図３　トランス脂肪酸による細胞老化促進作用機構および加齢性疾患発症との関連（想定モデル）
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図㸱：トランス⬡⫫㓟による⣽⬊⪁化ಁ㐍స用ᶵᵓおよࡧຍ齢性患Ⓨ症との関㐃（定モデル） 
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ゆるやかなソーシャルキャピタルを醸成する
介護予防事業の構築・継続要因に関する研究

ʢ公財ʣμΠϠ高齢社会研究財団
ओ研究һ

ᖒԬ　ࢻ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը2年ʣ
助成金（実績総額）　3�50000ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

（１）研究の目的
　現行のଟくのհޢ༧事業は、ൺֱతに健康で
ҙࣝの高い高齢者がࣗらのҝに行う健康ͮくりに
ཹまり、ࢀՃするॅຽࣗらが心のঢ়گなどにԠ
͡たܗで活動のͮくりにؔわり、ҬにもΏる
かなつながりを֦͛ていく、「Ώるかなιʔ
γϟϧΩϟϐλϧ」をৢ成ɾଅਐする動きには広
がっていない。そこで本研究では、ࣗの健康ͮ
くりから、հޢ༧にऔりΉ活動にܧଓతɾओ
ମతにؔわり、ιʔγϟϧΩϟϐλϧの豊かな
Ҭ創りにల։していくことをࢦした、ԣࢢಠ
ࣗのऔりΈであるҬͮくりܕհޢ༧事業
「元ͮؾくりεςʔγϣϯ事業」�1ʣにணした。
元ͮؾくりεςʔγϣϯ事業で活動するάϧʔϓ
のΠϯλϏϡʔௐࠪとࢀ༩؍を行うことで、
「ΏるかなιʔγϟϧΩϟϐλϧ」をৢ成ɾଅ
ਐしていくϓϩηεをஸೡに໌らかしていく。
　研究一年には 250 かॴʢ201� 年度ʣ༨
りの元ͮؾくりεςʔγϣϯを、ࢢの୲当者らと
Ҭಛੑɾڏऑظޙ高齢者のൺɾ୲当อ健ࢣ
のࣗݾධՁなどからྨܕ化し、ௐࠪのରとなる
33のάϧʔϓをબఆした。これらのάϧʔϓ
のΠϯλϏϡʔௐࠪからは、ؔわる高齢者にとっ
て健康のҡ࣋ɾ૿ਐのとして͚ͩではなく、ϝ
ϯόʔશһで活動༰をߟえたり、डআの
当൪などを୲う事で、ੜきがいͮくりのとも

なっていることが໌らかになった。また、ܽ੮࣌
には҆൱をؾにか͚るなどのϝϯόʔಉ࢜のݣؾ
いあう࢟、ด͡こもりがちなり߹いۙॴを
活動に༠う࢟などがΈられ、ҬにΏるかな
ηʔϑςΟωοτϫʔΫをੜΈ出すともなって
いた。
　ಉ࣌に、当֘事業։࣌࢝に活動を࢝めた̒年
を迎えるάϧʔϓでは、ϝϯόʔの高齢化、ڏऑ
化で、活動։࣌࢝の༷なӡӦがࠔになるなどの
課題を๊えていることが໌らかになった。このঢ়
は、ΞΫςΟϒγχΞをલ提にしたॅຽओମのگ
健康ͮくりの「元ͮؾくりεςʔγϣϯ」の
してきた「ࣗओӡӦ」「ओମతなؔわり」のࢦ
いݴがきているとظ࣌えすߟりํをվめてࡏ
えられる。これは、ްੜ࿑ಇলをத心にհޢ༧
の一としてਪਐしてきた「௨いの」のଟくが
໘している、໘するであろう課題ともݴい
えられる。
　そこで研究ೋ年の201�年度は、活動年の
長いάϧʔϓをத心に、ੈとઐ৬のΠϯ
λϏϡʔから、ۙなҬの健康ؒͮくりの
「௨いの」としてఆணしてきた活動に௨いଓ͚
られるための支援のࡏりํをݕ౼した。

（２）研究活動の内容
　ೋ年となる本年度は、一年にΠϯλϏϡʔ
とࢀ༩؍を行った 33のεςʔγϣϯの୲当อ
健ࢣҬแׅέΞηϯλʔのࢣޢをରに、
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健康ͮくり࠲ߨの։࠵からࣗओάϧʔϓ化、活動
ଓにΉ͚た支援にՃえ、ϝϯόʔの高齢化などܧ
でม化するであろう「高齢者がத心となって活動
するάϧʔϓのࣗओӡӦ」、「ڏऑ化ೝをൃ
した　高齢者にとってのओମతなࢀՃ」のࡏり
ํについてΠϯλϏϡʔを行なった。
　ಉ࣌にάϧʔϓのঢ়گをਂく理ղするために、
ରのεςʔγϣϯのੈに一年લに行ったΠ
ϯλϏϡʔௐࠪからのม化を໌らかにするҝのΠ
ϯλϏϡʔとೋճのࢀ༩؍を行なった。
　これらのΠϯλϏϡʔの݁果と 201� 年度に
行ったೋճのࢀ༩؍でಘられたݟと౷߹し、
ްੜ࿑ಇলがਪしਐめる「௨いの」が「௨いଓ
͚られる」としてܧଓしていくための、ܗ成ϓ
ϩηε課題、課題にΉ͚た支援など、֤
事ྫについてまとめを作成した。

Ⅱ .研究の成果

（１）世話役と専門職の語りから考える
「自主運営」「主体的参加」

　ੈからは、一年ؒのม化として、のհ
ऑڏ、で出てこなくなるϝϯόʔにՃえࢮޢ
化してาいて活動のに出てくることがしく
なったり、活動ྔがམちつつある人が૿えている
実ଶがޠられた。このことから、ԣࢢがある
き࢟として掲͛るΞΫςΟϒγχΞをલ提にした
ࣗओӡӦओମతࢀՃのࡏりํに当てはまらない
άϧʔϓが૿えつつあることが໌らかになった。
　ྫえば、高齢化して人がݮりつつあり、�0
ޙのڏऑ化しつつあるϝϯόʔ名人で活動
するεςʔγϣϯの߹、ཱち্͛࣌の༷よう
に、ମૢをத心にした活動がしくなったり、օ
でड会ܭなどを୲したりすること、さらに
は、現ࡏのϝϯόʔから৽たなੈをืること
がしいঢ়گにؕりつつある。この༷な現ঢ়に
໘し、元ͮؾくりεςʔγϣϯをཱち্͛たޙも
などのઐ৬のなࢣޢࢣଓしてؔわるอ健ܧ
かには、支援のࡏりํ、άϧʔϓとのڑײに
Ή人も૿えつつあった。
　h 活動年が長くなるεςʔγϣϯの「ࣗओӡ

Ӧ」ϝϯόʔの「ओମతなࢀՃ」をどうߟえて
い͚ばよいのかʁ 。ɦこれについて、εςʔγϣ
ϯを支援するઐ৬にߟえをਘͶた。ಘられた
えは一༷ではなく、いをޱにするઐ৬もগな
くなかった。えの一෦をҎԼにهす。
　「現ࡏのままでは、ࣗओӡӦओମతなࢀՃと
はとてもݴえͣ、若いϘϥϯςΟΞҙࣝの高い人
を֎からҾっுってきて、会をܧଓしていくํ
をࡧする」
　「্ཱ͛当ॳよりは、活動もॖ小していってい
る。でも、できるൣғで、օで支え߹って、ࠓの
େのӡӦを行っていることがࣗओӡӦとଊえ
てよいとࢥう」
　「会ܭなど会のϝϯόʔがؤுってもできない
ことが出は͡めている。ちΐっとそれを支援すれ
ば活動をҡ࣋できるのであれば、ઐ৬が手う
事もཱࣗをଅす事ことͩとࢥっている」
　「ମૢத心からおりがத心になってきている
が、σΠαʔϏεでڭわったτϨを൸࿐したり、
それも健康ͮくりとଊえると、ૉらしい」
　「いろいろと課題に͡ײることについて、そこ
に͚た支援はࢥいつく。でも会のϝϯόʔがど
Μな࢟をٻめるかがେ事。会のϝϯόʔが課題に
ないで、活動がऴわってしまうのも、ʢ支援͡ײ
してきたཱからは൵しいがʣそれもありͩと
「っているࢥ
　なかでもଟくのઐ৬からฉかれたのが「え
は一つではない」「そのάϧʔϓがどうありたい
かがେ事」「ࠓのஈ֊でできていることをҾき出
し、どΜなࣗओӡӦがՄなのかをߟえられる
きっか͚をつくるのがઐ৬のׂ」など、ݸ々
のঢ়گにԠ͡たཱࣗの࢟をݟつ͚ͩし、ଅすとい
うࢹであった。
　また、活動のओମతなࢀՃについても、「当
൪などをෛ୲に͡ײる人も、で来る人のҝため
にؔݰにۺを͙ࡍにࠊをֻ͚るҜ子をஔいてお
く。これもཱなओମతなࢀՃ」というように、
りํがあるというҙࡏՃのࢀにԠ͡たگ々のঢ়ݸ
を会のϝϯόʔશମࢹがฉかれた。そうしたݟ
にもਁಁさͤるҝために、ݸ人తにえるのでは
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なく、活動のでえてେきなでしていると
いうઐ৬もଘࡏしていた。

（２）みえてきた課題
　ここで課題になってくるのが、活動年が長く
なることで出てくるڏऑ化したάϧʔϓϝϯ
όʔのཱࣗओମతなࢀՃのࢹがఆまらない
ઐ৬のଘࡏといえる。実ࡍに「うちのʢ支援し
ているʣάϧʔϓは人もݮっているし、ґଘさ
れることが૿えてきちΌってμϝなΜです、これ
͡Όあ」とᄁくઐ৬もଘࡏし、これがੈ
元ͮؾくりεςʔγϣϯのϝϯόʔにもし、
活動のࣗ৴満ײをԼさͤるというෛの॥
をੜΈ出すྫもΈられた。
　Ճ齢にうάϧʔϓࣗମのऑମ化、ϝϯόʔの

ऑ化は、活動年が長くなるఔにආ͚られないڏ
現といえる。ここでؾを͚Ͷばならないのは、
ऑମ化ڏऑ化により、手いをඞ要とするά
ϧʔϓ当൪を୲えないϝϯόʔを、「ࣗओӡӦ」
「ओମతなࢀՃ」ができていないとܾめつ͚ない、
ධՁしないである。
　長ؒظにܧଓして活動するάϧʔϓにؔわるઐ
৬にٻめられるのは、ࠓ出来ていることをݟつ
͚ͩして、ޱに出してೝめること。この࣍に、そ
のঢ়گなりの「ࣗओӡӦ」「ओମతなࢀՃ」の
えるҝためのछをߟをάϧʔϓϝϯόʔࣗらが࢟
࣏に、事業を౷ׅするࣗ࣌くことといえる。ಉࢃ
ମには、ม化していくঢ়گにԠ͡た「ࣗओӡӦ」
「ओମతなࢀՃ」の࢟を現にࣔしていくこと
がٻめられている。

元気づくりステーションとは
　ԣࢢが、հޢ༧事業をै来のݸผ支援重ܕࢹからҬのつながりͮくりなどをతとした
Ҭͮくりܕと施ࡦసしたなかで、த心తなऔにҐஔ͚られる。Ҭのつながりをৢ
成することでޓ助ɾڞ助をҾき出し、հޢ༧を行とࢢຽɾҬのڠಇでਐめることをࢦし、
2012 年より事業が本֨తにελʔτした。このతにࢍಉしてొした 成されるߏҎ্でࡀ�5
10人Ҏ্のάϧʔϓにରし、࣏ࣗମがӡӦのαϙʔτを行っている。۩ମతには、อ健ࢣޢ
のためのମ力ଌఆ、ࣗओ化に࣋Ϟνϕʔγϣϯҡ、ڙの提ࡐڭݣࢣߨ、などが活動にؔわりࢣ
。たϦʔμʔҭ成などを行っている͚
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長寿科学への貢献に資する効率的かつ実用的な
臨床研究のモニタリング体制の開発

国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ　࣏験ɾྟচ研究ਪਐηϯλʔ
験ɾྟচ研究ਪਐ෦長࣏

ླ　ܒհ 研究期間　平成2�年度ʙ平成30年度ʢ3年ܭը2年ʣ
助成金（実績総額）　3�1���2ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　平成 2�年 �月に施行された「人をରとする
ҩ学ܥ研究にؔするྙ理ࢦʢ౷߹ࢦʣ」にお
いては、৵ऻありհೖありのྟচ研究ではϞχλ
Ϧϯάを実施し、研究の৴པੑを֬อすることが
͚ٛͮられている。また平成30年 �月 1日か
ら施行されたྟচ研究法においても、「ಛఆྟচ
研究」に֘当する研究を実施する研究者はϞχλ
Ϧϯάの実施をؚめたछ々のを果たさな͚れ
ばならない。しかしながらզが国で実施されてい
る一ൠతなϞχλϦϯάは、ا業࣏験で行われる
ϞχλϦϯάをϕʔεにしているため、研究の実
施ؔػෝいてશྫでΧϧςのӾཡʢ4%7ʣ
を行うなど、ܾしてޮతなものではなく、かつ
高ίετとなることがଟかった。研究者ओಋで行
われる一ൠతなྟচ研究では、ۚࢿ人తݯࢿが
ॆにಘられるا業࣏験とはഎܠがҟなるため、
このようなϞχλϦϯάを実施することは現実త
ではない。
　これらの題をղܾしようと、ۙ࠷ではશྫで
はなく一෦のྫのΈϞχλϦϯάを実施するα
ϯϓϦϯάϞχλϦϯά、தԝにてσʔλを一
ׅ理しධՁするηϯτϥϧϞχλϦϯάϦ
Ϟʔτ 4%7などの、৽しい手法が࠾用されるこ
ともଟい。たͩこのような手法を用いたとしても、
ྟচ研究を実施するؔػにおいて実ࡍのϞχλϦ
ϯάを実施するϞχλʔの人ࡐがしく、$30

ʢ։ൃ業डୗؔػʣといったຽؒا業に業を
ҕୗͤざるをಘͣ、݁ہはかなりのίετがか
かってしまうという題はったままである。
ྟচ研究த֩පӃを༴するେ学などでは$30の
業をࣗલで行えるよう"30とݺばれる৫を
༴しているが、このようなことがՄな研究ؔػ
はごく一෦にとどまっている。
　そこで本研究では、研究者ओಋでاըɾཱҊࡁ
Έのೝױ者をରとしたհೖ研究ʢೋ重ݕ
ൺֱࢼ験、ಛఆྟচ研究に֘当ʣをج൫として、
αϯϓϦϯάϞχλϦϯάηϯτϥϧϞχλϦ
ϯάなどの手法も活用しつつ、研究ؔػにطにॴ
ଐしている人ࡐをରに実ફతなڭҭを行ってϞ
χλʔとしてҭ成したり、ϞχλϦϯάに用
するπʔϧの作成のΈ$30にҕୗしたりするな
ど、なるくίετでかつ研究の࣭がదに
理できるϞχλϦϯάମ੍を։ൃすることを
తとしている。また研究の৴པੑを֬อできたか
どうかのূݕも行う。࠷ऴతには、一ൠの研究ػ
ؔにもల։がՄで、長寿科学のݙߩにࢿする
ޮతかつ実用తなϞχλϦϯάମ੍を։ൃした
いとߟえている。
のඪをୡ成すく研究のୈ一ஈ֊としه্　
て、研究者らがاըɾཱҊしているೝױ者を
ରとしたհೖ研究で実施するϞχλϦϯάにඞ
要なϞχλϦϯά手ॱ書およびϞχλϦϯάܭը
書の作成にண手する。そのࡍには、ै来のا業࣏
験で行われているようなશྫでΧϧςのӾ
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ཡを行うようなϞχλϦϯά手法は࠾用ͤͣ、ి
子తに作成されたྫ報告書をதԝで一ׅして
ごと߲ݕするηϯτϥϧϞχλϦϯά、ݕ
にϞχλϦϯάのස度ྫந出度をม化さͤる
αϯϓϦϯάϞχλϦϯάなどを活用して、Ϟχ
λϦϯάのޮੑを্さͤることにめる。実
用ޏのϞχλϦϯά作業は、本研究の研究費でࡍ
する事ิ助һの΄か、Մであれば֤施ઃにઃ
ఆしたϩʔΧϧϞχλʔが行う。これらの者はϞ
χλϦϯάの経験がしいՄੑがۃめて高いた
め、研究者らがదなڭҭɾࢦಋを行うととも
に、ະ経験者でもϞχλϦϯάの࣭が୲อでき
るπʔϧʢνΣοΫϦετʣも։ൃする。一෦
の業についてはίετにݟ߹うൣғで$30
にҕୗすることもྀߟする。このようなにて、
なるくίετでかつ研究の࣭をదに理
できるϞχλϦϯάମ੍を։ൃする。
　ୈೋஈ֊として 30年度Ҏ߱、ߏ築されたମ੍
で実ࡍのϞχλϦϯάを行ったときにੜ͡る題
をந出し、それをϞχλϦϯά手ॱ書および
ϞχλϦϯάܭը書にөさͤ、それをجにさ
らにϞχλϦϯάを実施するといった、いわΏ
る1%$"αΠΫϧをճす作業にண手する。Ϟχ
λϦϯά୲当者のशख़度などにより施ઃຖのϞχ
λϦϯά手法をม化さͤることもྀߟする。また
学会ࢀՃΞϯέʔτௐࠪによってଞのྟচ研究
にお͚るϞχλϦϯάの実ଶについて報ऩ集を
行い、༗用とߟえられる手法がൃݟできれば本研
究で行うϞχλϦϯάに࠾用する。ୈࡾ者తなઐ
Ոなどからも࣭理にؔする助ݴをಘる。ま
た֤施ઃにઃఆしたϩʔΧϧϞχλʔをରに、
πʔϧの༗用ੑにؔするΞϯέʔτなども実施す
る༧ఆである。
　研究の࠷ऴஈ֊では、ϞχλϦϯάの実が
ྃした施ઃຖに、࠾用したϞχλϦϯά手法の༗
用ੑおよびޮੑについてূݕを行う。શ施ઃで
ϞχλϦϯάがऴྃした࣌で、研究શମでの૯
ׅతなূݕも実施する。ڭҭମ੍にؔするূݕ作
業も実施する。ྟচ研究の࣭をॆに୲อでき
るϞχλϦϯάମ੍が։ൃできていれば、本研究

でಘられた֤छ書ࣜの成果はଞのྟচ研究で
もద用できるとߟえられるので、学会ൃදจ
公දなどを௨͡てੵۃతに公։していきたい。

Ⅱ.研究の成果

にいɼ本࢝൫となるհೖ研究のྫొ։ج　
年度よりこれまでߏ築をਐめてきたϞχλϦϯά
ମ੍のӡ用を։࢝し、「ᶗ�研究活動の֓要」にه
載した研究のୈೋஈ֊をओに行した。その۩ମ
తな成果についてҎԼにड़る。

①モニタリング実施体制の運用開始 
　հೖ研究のελʔτΞοϓϛʔςΟϯάにಉ行
し、ڞಉ研究ؔػのϞχλϦϯάମ੍にؔする
報をऩ集した݁果ɼະ経験者をϩʔΧϧϞχλʔ
にࢦ名する施ઃがେであり、ࢦ名ࠔな施ઃも
ଘࡏしていることから施ઃごとにϞχλϦϯάの
࣭がҟなるՄੑが高いことがةዧされたʢਤ
1ʣ。ϞχλϦϯάの࣭のۉてΜ化をతに、
զ々はこれまでにϞχλϦϯά支援πʔϧʢओ
にϞχλϦϯά実施ϚχϡΞϧɾϞχλϦϯά
νΣοΫϦετɾϞχλϦϯάνΣοΫϦετه
載ϚχϡΞϧɾϞχλϦϯάؔ࿈จ書อϚχϡ
Ξϧʣを作成し、ϞχλϦϯά実施ମ੍のඋを
ਐめてきた。ج൫となるհೖ研究のྫొ։࢝
にい、本年度よりϞχλϦϯά実施ମ੍のӡ用
を։࢝した。まͣ作成した支援πʔϧをޮ果తに
活用するため֤施ઃのϩʔΧϧϞχλʔをରと
したϞχλϦϯά業のઆ໌を行った。業આ໌
には、本研究のୈ一ஈ֊で作成したϞχλϦϯά
支援πʔϧを用し、施ઃを๚、ର໘にて実施
した。ԕํで๚がࠔな߹には、8FC会ٞ
γεςϜを用いた。֤施ઃのϩʔΧϧϞχλʔ
の۩ମతなϞχλϦϯά業にؔする支援は、
&NBJM  5&-によるରԠ͚ͩでなく、ϩʔΧϧ
Ϟχλʔの力支援༰にԠ͡て、ηϯτϥϧ
Ϟχλʔがڞಉ研究ؔػを๚し、0O�UIF�+PC�
5SBJOJOHʢ0+5ʣにて支援を実施したʢਤ2"ʣ。
研究ؔػを๚し0+5にてڭҭɾ支援すること
で、題がੜ͡ているঢ়گʢ研究実施ମ੍۩ମ
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తな題などʣのਖ਼֬なѲがՄとなり、研
究ؔػ๚ޙのϦϞʔτでの支援のԁ化につな
がった。またɼϩʔΧϧϞχλʔのࢦ名がࠔな
߹は、ηϯτϥϧϞχλʔが当֘施ઃを๚し
ϩʔΧϧϞχλʔのわりにΦϯαΠτϞχλϦ
ϯάを୲当することとしたʢਤ2#ʣ。
　これまでのϞχλϦϯά実施ମ੍のӡ用にؔし
て໌らかな題はೝめられていない。実ࡍにϞχ
λϦϯά支援πʔϧを用したϩʔΧϧϞχλʔ
にରして用ײ支援πʔϧの༗用ੑについてฉ
きऔりௐࠪを行ったところ、ϞχλϦϯά業を
実施する্でϞχλϦϯά支援πʔϧはେม༗用
であったとのҙݟがಘられた。事લௐࠪからಘら
れた֤ڞಉ研究ؔػのϞχλϦϯάをؚめた研究
実施ମ੍にؔする報をもとにϞχλϦϯά支援
πʔϧを作成し、要望される支援༰ϩʔΧϧ

Ϟχλʔの力にԠ͡てରԠํ法をબすること
ができる支援ମ੍をඋすることで、ݶられたϦ
ιʔεにおいても実施Մな実用తなϞχλϦϯ
άମ੍のߏ築につながったとߟえる。しかし、ߏ
築をਐめているϞχλϦϯάମ੍のج൫となるհ
ೖ研究のର者Έೖれがߤしており、作成し
たϞχλϦϯά支援πʔϧを実施してない施ઃも
ଘࡏする。そのため、࣍年度もհೖ研究のਐঢ়
ଓܧに߹わͤて本ϞχλϦϯάମ੍のӡ用をگ
し、本年度ϞχλϦϯά支援πʔϧを用するػ
会がॆಘられなかった施ઃの実施݁果を౿まえ
て༗用ੑのূݕを実施する༧ఆである。
　なお、国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔにお͚るϞχ
λϦϯά業はこれまでओにాதをத心として事
ิ助һ 1名のܭ 2名でରԠしていたが、本年
度より事ิ助һ 1名を૿һʢϞχλϦϯάະ

図 1　介入研究の共同研究機関とモニタリング実施体制

を開始した。まࡎస成したᨭツールをຠ果的にά用するたࡵ各タのࣟーカルモࢽ

リングᴗົのㄝ᫂を行った。ᴗົㄝ᫂には、本研究の➨୍ẁࢱࢽーを対象としたモࢱ

㝵でస成したモࢱࢽリングᨭツールを用し、タをゼၥ、対面にて実した。遠

方でゼၥがᅔ㞴なሙྜには、WeE ㆟システムを用いた。各タのࣟーカルモࢱࢽー

リングᴗົに関するᨭは、Emailࢱࢽのලయ的なモ や TEL による対ᛂࡔけでなࡃ、

ࣟーカルモࢱࢽーの⬟ຊやᨭ内ᐜにᛂࡌて、ࢭントラルモࢱࢽーがඹ同研究ᶵ関を

ゼၥし、On the -oE-Training（O-T）にてᨭを実した（図 2A）。研究ᶵ関をゼၥ

し O-T にてᩍ⫱࣭ᨭすることで、ၥ㢟が⏕ࡌている状ἣ（研究実యไやලయ的な

ၥ㢟Ⅼなど）のṇ確なᢕᥱが可⬟となり、研究ᶵ関ゼၥ後のリモートでのᨭの
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経験者ʣし、ϞχλϦϯά実施ମ੍の֦ॆと、ڭ
ҭମ੍のߏ築をਐめている。事ิ助һは 2名
ともϞχλϦϯάະ経験でҩྍܥ国Ո֨ࢿを༗し
ておらͣ、ηϯτϥϧϞχλʔɾϩʔΧϧϞχλʔ
のׂが୲えるようにڭҭしたが、ϞχλϦϯά
にରする理ղ度にࠩがੜ͡ていた。しかし、0+5
を௨してݸ々人のಛੑをѲし、そのಛੑにԠ͡
て業を୲当ʢ4%7によるྫϞχλϦϯάと
&%$を用いたσʔλϞχλϦϯάにେきくׂ
を୲ʣすることで、ϞχλϦϯά業のޮత
な行がՄとなった。ޙࠓは、事ิ助һの
力にԠ͡て、業༰を֦͛ていく༧ఆである。

②臨床研究法への対応
　ϞχλϦϯάମ੍ߏ築のج൫となるհೖ研究
は、ྟচ研究法にお͚るಛఆྟচ研究ʢঝೝༀの
దԠ֎用ʣに֘当するため、౷߹ࢦからྟচ
研究法のҠ行ରԠが行われた。それにい、本
研究で作成した「ϞχλϦϯά手ॱ書」「Ϟχλ
Ϧϯάܭը書」「ϞχλϦϯάνΣοΫϦετ」
のྟচ研究法のదԠについて$30に業ҕୗ
しূݕした。その݁果、զ々が作成した֤छ支援
πʔϧは、一෦用する用ޠのมߋがඞ要ではあ
るが౷߹ࢦɾྟচ研究法のどちらの੍نԼで行
う研究においても用Մであることが֬ೝされ
た。しかし、ྟচ研究法にҠ行することで৽た
な題がੜ͡ることが༧されるため、ޙࠓも
1%$"αΠΫϧをճし実施ঢ়گにԠ͡てϒϥο
γϡΞοϓをਤる༧ఆである。

③基盤となる介入研究に関与していない第三者の
専門家による検証

　զ々が作成してきた֤छ支援πʔϧおよびϞχ
λϦϯά実施ମ੍の༗ޮੑは、ج൫となるհೖ研
究においてূݕதではあるが、これまでの用実
績からະ経験者のϞχλʔであってもϞχλϦϯ
άが実施できることがࣔࠦされた。本研究の成果
をશ国の研究ؔػで用できるよう一ൠ化す
るために、まͣはこれまでの本研究の経աをୈ3
ճྟচༀ理学会౦ւɾํ会にてൃදし、ଟ

くのઐՈからҙݟをಘた。また、ൃදޙに本研
究にࢍಉしڠ力がಘられることとなったج൫とな
るհೖ研究のڞಉ研究ؔػҎ֎のΞΧσϛΞにॴ
ଐしྟচ研究のϞχλϦϯά業୲当者に作成し
たϞχλϦϯά支援πʔϧを提ڙし、一ൠ化を行
う্でඞ要となる作業のચい出しをڠಇでਐめて
いる。

　来年度は、ϞχλϦϯά実施ମ੍のӡ用をܧଓ
し、実施したϞχλϦϯάにؔするূݕʢྟচ研
究にお͚る࣭֬อ人తɾۚમతෛ୲のܰݮ化
などʣϞχλϦϯά実施施ઃにお͚るฉきऔり
ௐࠪにより本ϞχλϦϯά実施ମ੍の༗ޮੑをよ
りৄࡉにূݕするとともに、ະ経験者にରする
0+5を用いたڭҭମ੍のඋもਐめる。さらに、
ୈࡾ者のઐՈともڠಇして本研究でಘられた成
果の一ൠ化をਤり、学会จൃද、ϗʔϜϖʔ
δでの成果の公දを行う༧ఆである。
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日本人の前期高齢者における実態等に関する
調査・研究等のレビュー

名ݹେ学େ学Ӄҩ学ܥ研究科　Ҭࡏҩྍ学ɾ老年科学࠲ߨ
।ڭत

ക֞　ߦ 研究期間　平成30年度ʙ平成30年度ʢ1年ܭըʣ
助成金（実績総額）　5000000ԁ

Ⅰ.研究活動の概要

　લظ高齢者について、ੜ活श׳および社会ࢀՃ
のੜ活ঢ়گと健康のؔ࿈をௐたௐࠪɾ研究を
จݙతにϨϏϡʔし実ଶをѲするとともに、社
会でٻめられるհޢおよびそのհޢをඞ要とする
જࡏతな人をਪଌし、લظ高齢者のհޢを
ؚΉ社会ࢀՃのଅਐにࢿするσʔλを提ڙするこ
とをࢦした。
　ํ法としては、จݙのϨϏϡʔ、公දされてい
るอ健ҩྍࢱ౷ܭσʔλのղੳ、طଘのҬί
ϗʔτのσʔλղੳを実施することとした。
　จݙϨϏϡʔは、౻ਅ理子ɾ子൝һが୲
当した。公දされているอ健ҩྍࢱ౷ܭσʔλ
のղੳは、େৎೋ൝һ、طଘのҬίϗʔτの
લظ高齢者のσʔλղੳをా༟ل子൝һがそれ
ͧれ୲当した。また、େৎೋ൝һは、հޢとੜ
きがいհޢのସྔにؔするௐࠪも実施した。
　౻ɾ൝һの研究からは、高齢者のब業社
会ࢀՃのҙཉはൺֱత高いが、ޙࠓさらに「ଞ者
ٻՃをより一ଅਐすることがࢀの社会「ܕݙߩ
められる実ଶが໌らかとなった。
　ా൝һの研究では、現のલظ高齢者は、࣬
ԟのׂ߹が૿えたり、報ॲ理度といったطױ
ೝػのԼがೝめられるものの、社会活動に
Ճしたり、Ոఉでのׂを୲っていࢀతにۃੵ
ること、また、લظ高齢者のओ؍తな健康ঢ়ଶ
は、社会活動のࢀՃՈఉׂともؔ࿈しな

がら、若いੈとมわらͣ高くҡ࣋されているこ
となどが໌らかとなった。
　େ൝һの研究では、ޙࠓ、հޢอݥαʔϏε
のඞ要ྔは૿Ճし、๚հޢは 2015 年 20� ສ
人のར用者であったところ、2030年には 351
ສ人がඞ要とࠐݟまれるとߟえられた。
　こうした、հޢαʔϏεのඞ要の૿Ճにରして、
લظ高齢者のੵۃతな社会ࢀՃとଅすことがٻめ
られるとߟえられる。
　ҎԼに、֤ ൝һの研究についての報告書をࣔす。
　
報告̍ɿ日本人のલظ高齢者にお͚る実ଶにؔ

するௐࠪɾ研究のจݙϨϏϡʔ
報告̎ɿอ健ҩྍࢱ౷ܭσʔλを用いたհޢอ

ܭαʔϏεの将来ඞ要ྔਪݥ
報告̏ɿ࣏ࣗମσʔλのऩ集ɿปೆࢢのհޢ༧

事業ࢀՃ者にお͚るੜ活とΠϯϑΥʔ
ϚϧέΞ、հޢ༧ࢦඪとのؔ࿈にؔ
するԣஅ研究

報告̐ɿલظ高齢者の社会ࢀՃ、Ոఉׂ、心
の健康ঢ়ଶの実ଶɿେنίϗʔτ
ௐࠪより

報告̑ɿհޢσʔλϕʔεのαϯϓϦϯάσʔλ
ηοτを用いた要支援者にお͚るհޢ
αʔϏεར用ྔについて

�
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報告１
日本人の前期高齢者における実態等に関する調
査・研究等の文献レビュー
1．報告者
ॴଐɾ৬名ɿ広ౡେ学େ学Ӄҩࣃༀอ健学研究科

　　तڭอ健Ӹ学ɾߢޱ
名ɿ౻ਅ理子　　　ࢯ
ॴଐɾ৬名ɿژେ学େ学Ӄҩ学研究科健康報

学ɾ研究һ　　
子　名ɿ　　　ࢯ
　　
2．研究活動の概要

（1）Google を用いたキーワード検索（パイロッ
ト・スタディ）

を༧ఆしている߲のうち、ҎԼのࡧݕ　 2߲
についてΩʔϫʔυをந出し、(PPHMF をࡧݕ
実施した。ώοτした্Ґ 20αΠτの༰をϨ
Ϗϡʔし、ϨϏϡʔのํをݕ౼した。
झຯੜ֔学शなどの社会ࢀՃの実ଶҙཉ
社会ݙߩ活動のࢀՃの実ଶҙཉ

（2）関連サイトの調査レビュー
　ύΠϩοτɾελσΟの݁果をجに、F�45"5
を用いて報ऩ集を行った。ࠓճのௐࠪతに߹
கするとࢥわれるௐࠪをந出、লிのϗʔϜϖʔ
δでௐࠪ༰を֬ೝした。
「F�45"5　౷ܭの૭ޱ」IUUQT���XXX�
F�TUBU�HP�KQ�ʢ201�年 �月 10日ΞΫηεʣ
ʲֳʳ
高齢者の経ࡁɾੜ活ڥにؔするௐࠪ
IUUQT���XXX�F�TUBU�HP�KQ�TUBU�TFBSDI�pMFT Q
BHF�1�UPVLFJ�0010010��LJLBO�00100�S
FTVMU@QBHF�1
ʲ૯লʳ
社会ੜ活ج本ௐࠪ
IUUQT���XXX�F�TUBU�HP�KQ�TUBU�TFBSDI�pMFT Q
BHF�1�UPVLFJ�00200533�LJLBO�00200�S
FTVMU@QBHF�1
ʲް࿑লʳ
国ຽ健康ɾӫཆௐࠪ

IUUQT���XXX�F�TUBU�HP�KQ�TUBU�TFBSDI�pMFT Q
BHF�1�UPVLFJ�00�501�1�LJLBO�00�50�S
FTVMU@QBHF�1
ੜ活と支え߹いにؔするௐࠪʢچɿ社会อো実
ଶௐࠪʣ
IUUQT���XXX�F�TUBU�HP�KQ�TUBU�TFBSDI�pMFT Q
BHF�1�MBZPVU�EBUBMJTU�UPVLFJ�00�50�33
�LJLBO�00�50�UTUBU�00000103�5�1�DZDM
F�0�UDMBTT1�0000010�12�2�UDMBTT2�0000
010�12�2�SFTVMU@QBHF�1�TFDPOE2�1
த高年者ॎஅௐࠪ
IUUQT���XXX�F�TUBU�HP�KQ�TUBU�TFBSDI�pMFT Q
BHF�1�UPVLFJ�00�500�5�LJLBO�00�50�S
FTVMU@QBHF�1
国ຽੜ活ૅجௐࠪ
IUUQT���XXX�F�TUBU�HP�KQ�TUBU�TFBSDI�pMFT Q
BHF�1�UPVLFJ�00�500�1�LJLBO�00�50�S
FTVMU@QBHF�1
Ոఉのੜ活実ଶٴびੜ活ҙࣝにؔするௐࠪ
IUUQT���XXX�F�TUBU�HP�KQ�TUBU�TFBSDI�pMFT Q
BHF�1�UPVLFJ�00�5031��LJLBO�00�50�S
FTVMU@QBHF�1
ʲ財ল 　r֘当なし
ʲ経࢈ল 　r֘当なし

（3）内閣府による調査のレビュー
　平成 20年から 2�年に実施された 1�ௐࠪを
ରにௐ߲ࠪのϨϏϡʔを行った。そのうち�
ௐࠪについて、社会ࢀՃʢब業、社会త活動ʣに
ؔするௐ߲ࠪをந出し、݁果をまとめた。

3．研究の成果
（1）パイロット・スタディ
　ϨϏϡʔの݁果、「ෳのΩʔϫʔυにかかわ
るαΠτがଟい」「ࡧݕでώοτするαΠτには、
「ொଜの事業ධՁを掲ࣔしているものもある۠ࢢ
「αΠτの報ݯにলிのௐࠪがଟい」が໌し
た。高齢者をհޢ人ࡐに݁びつ͚るҬのऔり
Έもݟड͚られた。
　高齢者のҙࣝ健康ঢ়ଶについては、公తなௐ
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ࠪがൺֱతଟく実施されていることがਪされ
た。また、ް࿑ল、૯ল、経࢈লなどで実施さ
れているௐࠪがߟࢀになるとࢥわれたʢྫɿ「将
来のհޢधڅにରする高齢者έΞγεςϜにؔ
する研究会」報告書 ��201� 年 �月 �日�経࢈ࡁ
業ল�IUUQT���XXX�QSPKFDUEFTJHO�KQ�1���02�
OFXT��00��32�QIQʣ。社会Ӹ学తなΤϏσϯε
については、学ज़σʔλϕʔεによるจࡧݕݙが
༗用とߟえられた。

（2）関連サイトおよび内閣府の調査レビュー
　F�45"5でந出されたௐࠪについて、লிの
ϗʔϜϖʔδでௐࠪ༰の֬ೝを行った。その
うち「高齢者ന書を出している」「ܧଓతなௐࠪ
を行っている」「国ࡍൺֱௐࠪも実施されている」
ことから、ֳの 1� ௐࠪにߜって߲をϨ
Ϗϡʔした。ந出された߲の֓要をҎԼにࣔす。
1ʣӫཆɾ৯事
　Ոఉ֎の৯事৯αʔϏεなどのઃʢӫཆ
ௐࠪとのҧいʣがೝめられた。
2ʣब業実ଶҙཉ
　ଐੑの一として、ଟくのௐࠪでઃがઃఆさ
れていた。
3ʣ社会ࢀՃ
　ઃが幅広くઃఆされていた。ݸ人ʢࣗॆݾ実ʣ
あるいはݸ人Ҏ֎ʢҬ活動ʣ、「実ଶ」と「ҙ
ཉ」といったܗで߲を͚るઃఆがଟくೝめら
れた。
　「学श」「そのଞの活動」は、「社会ੜ活」の
બࢶとしてؚまれるύλʔϯがଟかった。
　ྫʣ学श、झຯ、健康ɾεϙʔπ、ੜ࢈ɾब業
ʢԂܳ、γϧόʔηϯλʔʣ、ڭҭɾจ化、ੜ活
֗、美化ڥվળʢڥ ͮくりʣ、̓ શ理ʢ
Ҭͮくりの活動、ࢱɾ൜ʣ、อ健ࡂ
�ʣੜ活満度
　�日常ੜ活にରする満度のΈではなく、「ࡦ
にରするʜ」「日常ੜ活にؔする�報にରするʜ」
をਘͶるものもೝめられた。
5ʣҬࢀՃ
　�「平成 20年度�高齢者のҬ社会のࢀՃにؔ

するҙࣝௐࠪ」でଟくの報がऩ集されていた。
�ʣ高齢者૾
　ԿࡀҎ্を高齢者とߟえるかとの年齢をਘͶる
ઃがଟくೝめられた。
�ʣ高齢者の४උ
　日常తなඋえをは͡めとするݸ人としての४උ
とγεςϜͮくりなどの社会としての४උをう
ઃがೝめられた。
�ʣޓ助、ڞ助
られݶ助について、ઃは一෦のௐࠪのΈにޓ　
た。ڞ助は、ࠓճのϨϏϡʔൣғではೝめられな
かった。
�ʣそのଞ
　「ੜきがい」「Ոఉのׂ」もௐࠪがなさ
れていた。「平成 20年度高齢者のϥΠϑελΠ
ϧにؔするௐࠪ」には、�Ҭでࠔったੈଳにରし
て実施している手助͚といったಠࣗੑの高い߲
がؚまれていた。

（3）内閣府の調査による結果のまとめ
　1�ௐࠪのうち７ௐࠪをରに、社会ࢀՃにؔ
するௐࠪ݁果のϨϏϡʔを行った。�ௐࠪの֓要
をද 1にࣔす。社会ࢀՃは、ब業と社会త活動
に͚て݁果をまとめた。֤ௐࠪはௐࠪతがҟ
なり、࣭߲もそれͧれのௐࠪでઃఆされたも
のであることから、σʔλの出యをจষのඌに
ࣔしながら݁果をࣔした。

平成 2� 年　高齢者の健康にؔするௐࠪʲ)2��
健康 　r　　

平成 2�年　高齢者の経ࡁɾੜ活ڥにؔするௐ
ࠪʲ)2��経ࡁʳ

平成 2�年　ୈ �ճ高齢者のੜ活とҙࣝにؔする
国ࡍൺֱௐࠪʲ)2��国ࡍʳ

平成 2�年　高齢者の日常ੜ活にؔするҙࣝௐࠪ
ʲ)2��日常ੜ活ʳ

平成 2�年　一人らし高齢者にؔするҙࣝௐࠪ
ʲ)2��一人らしʳ

平成 25年　高齢者のҬ社会のࢀՃにؔする
ҙࣝௐࠪʲ)25�Ҭʳ
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平成25年　高齢ظに͚た「උえ」にؔするҙࣝௐࠪʲ)25�උえʳ
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1ʣब業
ᶃब業ঢ়گ
　「ऩೖのある事をしている」ʢ3���ˋʣ、「ऩ
ೖのある事はしていない」は5���ˋ、「ऩೖの
ある事はしていないが、事を୳している」は
0��ˋであった。̡ )2��健康ʳ

ᶄۈܗଶ
　ऩೖのある事をしているճ者のۈܗଶ
は、「社һɾ৬һʢࡏҎ֎ʣ」が����ˋで࠷も高く、
「ࣗӦ業ɾݸ人事業ओɾϑϦʔϥϯεʢՈै業
者をؚΉʣ」3��5ˋがଓいた。業ؒ࣌もؚめた
िの߹ۈܭؒ࣌は、「�0 ʙ ະ満」がؒ࣌��5
25��ˋで࠷も高く、࣍は「20ؒ࣌�ະ満」1��3ˋ
であった。̡ )2��健康ʳ

ᶅ৬छ
　ऩೖのある事をしているճ者の৬छは、
「αʔϏεの৬業」ʢ21�3ˋʣ、「ઐతɾٕज़త
৬業」ʢ21�2ˋʣ、「理త৬業」ʢ12��ˋʣ、「事
త৬業」ʢ11�3ˋʣ、「ൢചの৬業」ʢ��3ˋʣの
ॱであった。̡ )2��健康ʳ

ᶆब業理༝
　ऩೖのある事をしているճ者が事をする
理༝として、「ऩೖが΄しい」ʢ5��0ˋʣ、「໘നい、
ࣗの活力になる」ʢ1��3ˋʣ、「ಇくのはମによ
い、老化を͙」ʢ1��0ˋʣのճがଟくೝめら
れた。̡ )2��健康ʳ

ᶇब業にؔする希望
事をしたいʢଓ͚たいʣともऩೖのうޙࠓ　
っている人のׂ߹はࢥ ����ˋであった。ޙࠓも
ऩೖのう事をしたいʢଓ͚たいʣ理༝につい
て、「ऩೖが΄しいから」ʢ���0ˋʣ、「ಇくのは
ମによいから、老化を͙から」ʢ2���ˋʣのճ
ׂ߹が高かった。ޙࠓऩೖのう事をしたく
ないʢࣙめたいʣとճした高齢者のऩೖのう
事をしたくない理༝について、「Ώっくりとし
たੜ活がしたいから」ʢ�2�0ˋʣ、「健康্の理༝

でಇ͚ないから」ʢ31��ˋʣとのճがଟくೝめ
られた。̡ )2��国ࡍʳ
Ҏ߱のऩೖをうब࿑を希望する理༝とࡀ�0　
して、「ੜ活費をಘたいから」ʢ����ˋʣ、「ࣗ༝
にえるおۚがཉしいから」ʢ�1��ˋʣ、「事
を௨͡て、༑人、ؒをಘることができるから」
ʢ30�1ˋʣ、「ੜきがいがಘられるから」ʢ2���ˋʣ、
「ෆଌの事ଶにඋえるため」ʢ23��ˋʣ、「健康に
よいから」ʢ23�5ˋʣがೝめられた。̡ )25�උえʳ

ᶈब業年齢およびब࿑ܗଶにؔする希望
　ऩೖをうब࿑のҙとब࿑希望年齢につい
て、「ಇ͚るうちはいつまでも」ʢ2���ˋʣ、「�5
くらいまで」ʢ1���ˋʣ、「�0ࡀ 「くらいまでࡀ
ʢ1���ˋʣ、「事をしたいとࢥわない」ʢ10��ˋʣ
のॱであった。̡ )2��日常ੜ活ʳ
ʢ31��ˋʣ、「ಇ͚るうち「くらいまでࡀ��5」　
はいつまでも」ʢ25��ˋʣ、「�0ࡀ�くらいまで」
ʢ20��ˋʣのॱでׂ߹が高くೝめられた。「�5ࡀ�
くらいまで」「�0ࡀ�くらいまで」「�5ࡀ�くらい
まで」「ࡀ���Ҏ্」および「ಇ͚るうちはいつ
までも」を߹ܭした、�0ࡀҎ߱のऩೖをうब
࿑を希望するׂ߹は �1��ˋであった。「�0ࡀ�Ҏ
߱は事をしたくない」は11��ˋ、「わからない」
は5�5ˋであった。̡ )25�උえʳ
Ҏ߱のऩೖをうब࿑を希望する者の希ࡀ�0　
望ब࿑ܗଶについて、「ύʔτλΠϜʢۈؒ࣌
などʣの社һɾ৬һ」ʢ53��ˋʣ、「ϑϧλΠϜ
の社һɾ৬һ」ʢ2��2ˋʣ、「ࣗӦ業ɾݸ人事業ओɾ
ϑϦʔϥϯεʢՈै業者をؚΉʣ」ʢ15��ˋʣ
のճがಘられた。̡ )25�උえʳ

2ʣ社会త活動
ᶃ�社会త活動のࢀՃঢ়گ
　現ࡏ行っている社会తな活動としては、「࣏ࣗ
会、ொ会などの࣏ࣗ৫の活動」ʢ1��0ˋʣ、「ま
ちͮくりҬ҆શなどの活動」ʢ1�5ˋʣ、「ੜ活
の支援ɾ子ҭて支援などの活動」ʢ1�2ˋʣ、「Ҭ
の౷ܳɾٕܳज़ɾおࡇりなどをঝする活
動」ʢ0��ˋʣ、「そのଞのϘϥϯςΟΞɾ社会ไ
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などの活動」ʢ��2ˋʣであった。「ಛに活動は
していない」は���2ˋであった。̡ )2��健康ʳ
　現ࡏ行っている社会తな活動ʢάϧʔϓ団ମ、
ෳの人で行っている社会Ոを支える活動の
こと。活動༰が社会Ոを支える活動であっ
ても、୯なるごۙॴͮきあいによるものはؚまな
いʣについて、「࣏ࣗ会、ொ会などの࣏ࣗ৫
の活動」ʢ1���ˋʣ、「झຯεϙʔπを௨͡たϘ
ϥϯςΟΞɾ社会ไなどの活動」ʢ11�0ˋʣの
ॱであった。「ಛに活動はしていない」は����ˋ
であった。̡ )2��経ࡁʳ
　現ࡏ、ࢱڥをվળするなどをతとした
ϘϥϯςΟΞそのଞの社会活動にࢀՃしている
か」について、「શくࢀՃしたことがない」のׂ
߹は����ˋであった。̡ )2��国ࡍʳ
　ࣗओతに行われている活動にରする、この一年
ؒのࢀՃ経験について、「ない」は�2�2ˋであっ
た。̡ )2��日常ੜ活ʳ
　現ࢀࡏՃしているάϧʔϓ活動について、「झ
ຯの会εϙʔπの集まり」ʢ2���ˋʣ、「࣏ࣗ会
ொ会」ʢ2��2ˋʣ、「ಉ͡学ߍ出者の会ά
ϧʔϓ」ʢ��0ˋʣのॱであった。̡)2��一人らし �r
社会ࢀՃ活動のࢀՃঢ়گについて、「ொ会、ࣗ
Ճɾ手ࢀ会活動」ʢ�1�3ˋʣ、「Ҭ行事の࣏
い」ʢ3���ˋʣ、「εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯ活
動」ʢ2��5ˋʣ、「αʔΫϧ活動ɾؒと行うझຯɾ
ཆ」ʢ2���ˋʣ、「GBDFCPPL�ڭ -*/&、ϒϩά
などを௨͡て人とަྲྀすること」ʢ2���ˋʣ、「श
い事」ʢ1���ˋʣがೝめられた。̡ )25�උえʳ

ᶄ社会త活動にࢀՃしない理༝
　社会తな活動をしていないճ者が活動しない
理༝としては、「ؒ࣌తな༨༟がない」ʢ30��ˋʣ、
「ମ力తにしい」ʢ2��1ˋʣ、「活動をするҙࢥ
がない」ʢ20�3ˋʣであった。̡ )2��健康ʳ
　ࢱڥをվળするなどをతとしたϘϥ
ϯςΟΞそのଞの社会活動に現ࢀࡏՃしてい
ない理༝として、「ؒ࣌తɾਫ਼ਆతΏとりがな
いŉʢ2���ˋʣ、ň健康্の理༝、ମ力にࣗ৴が
ないŉʢ2��5ˋʣのׂ߹が高くೝめられた。̡ )2��

国ࡍʳ
　ࣗओతに行われている活動について「活動また
はࢀՃしたいものはない」とճした理༝とし
て、「健康ɾମ力にࣗ৴がないから」ʢ���1ˋʣ、
「人とき߹うのがおっくうͩから」ʢ25�2ˋʣ、
「Ոఉの事ʢපӃ、Ո事、事ʣがあるから」
ʢ2��3ˋʣ、「ಉの༑人ɾؒがいないから」
ʢ15�1ˋʣが͛ڍられた。「ಛに理༝はない」は
12��ˋであった。̡ )2��日常ੜ活ʳ

ᶅ社会త活動の։ظ࣌࢝
　現ࡏ社会తな活動を行っている者について、
は「�0よりҎલ」ظ࣌めた࢝い活動をݹも࠷
ʢ2���ˋʣ、「50」ʢ20�0ˋʣ、「�0」ʢ2���ˋʣ、
「ఆ年ୀ৬ޙ」ʢ12��ˋʣであった。̡ )2��経ࡁʳ

ᶆ社会త活動の報ु
　現ࡏ社会తな活動を行っている者において、࠷
も力をೖれている活動は「શにແঈ」ʢ����ˋʣ、
「ަ௨費ఔ度のँۚ」ʢ12��ˋʣ、「ަ௨費にँྱ
をՃえたఔ度のँۚ」ʢ��1ˋʣであった。̡ )2��
経ࡁʳ
　「Ҭのためのไ活動にお͚る報ुについ
て、あなたはどのようにおߟえですか」とのઃ
において、「Ҭ活動ͩから、ँྱ報ुなど
はड͚るきではない」ʢ�3�3ˋʣ、「Ҭ活動と
はいえ、ަ௨費などの実費͙らいはड͚てもよ
い」ʢ�1�0ˋʣ、「ަ௨費などの実費にՃえて、ँ
ྱのҙຯで日当͙らいの報ुはड͚てもよい」
ʢ��3ˋʣのճॱであった。̡ )25�Ҭʳ

ᶇ社会త活動で力をೖれている活動およびϝϦοτ
　現ࡏ、社会త活動を行っているとճした者に
ついて、࠷も力をいれている活動を࢝めたきっか
͚は「࣏ࣗ会、ொ会の༠い」ʢ�5��ˋʣ、「༑人、
ؒのすすめ」ʢ20��ˋʣ、「ݸ人のҙࢥʢ題ҙ
ࣝղܾしたい課題をもつことʣ」ʢ15��ˋʣの
ॱであった。̡ )2��経ࡁʳ
　さらに、࠷も力をいれている活動をしていてよ
かったことは、「৽しい༑人をಘることができた」
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ʢ5���ˋʣ、「Ҭに҆心してੜ活するためのつな
がりができた」ʢ50��ˋʣ、「社会にݙߩしている
ことでॆ実ײがಘられている」ʢ3��2ˋʣ、「健康
ҡ࣋ͩしなΈによりཹҙするようになった」
ʢ32��ˋʣ、「日常ੜ活にϦζϜができた」ʢ2���ˋʣ
であった。̡ )2��経ࡁʳ

ᶈ社会త活動にؔする希望
人または༑人と、あるいはάϧʔϓ団ମでݸ　
ࣗओతに行われている活動で希望するものとし
て、「健康ɾεϙʔπʢମૢ、าこう会、ήʔτϘʔ
ϧʣ」ʢ����ˋʣ、「झຯʢആ۟、ۛࢻ、ಃܳʣ」
ʢ23�3ˋʣ、「ੜ࢈ɾब業ʢੜきがいのためのԂܳɾ
ηϯλʔʣ」ʢ1��5ˋʣ、「ࡐҭ、γϧόʔ人ࣂ
Ҭ行事ʢࡇりなどのҬの࠵しもののੈʣ」
ʢ1���ˋʣ、「҆શ理ʢަ௨҆શ、൜ɾࡂʣ」
ʢ11��ˋʣ、「ੜ活ڥվળʢڥ美化、化ਪਐ、
まちͮくりʣ」ʢ11�3ˋʣのճがೝめられた。
「活動またはࢀՃしたいものはない」は1��2ˋで
あった。なお、「)25��高齢者のҬ社会のࢀ
Ճにؔするҙࣝௐࠪ」でಘられた݁果もಉ༷の
̡。をࣔした )2��日常ੜ活ʳ
　Ҭの社会ࢀՃをする߹に࠷も重ࢹするこ
とについて、「活動༰がࣗのؔ心に߹ってい
ること」ʢ2���ˋʣ、「߹のよいؒ࣌がબるこ
と」ʢ1��2ˋʣ、「費用がかからないこと」ʢ12��ˋʣ
のճがೝめられた。「わからない」は1��3ˋで
あった。̡ )2��日常ੜ活ʳ
　将来ࢀՃしてΈたいάϧʔϓ活動について、「झ
ຯの会εϙʔπの集まり」ʢ2��3ˋʣ、「࣏ࣗ
会ொ会」ʢ13�2ˋʣ、「ϘϥϯςΟΞɾ/10」
ʢ��3ˋʣが͛ڍられた。̡ )2��一人らしʳ
　高齢ظに行いたい社会ࢀՃ活動として、「αʔ
Ϋϧ活動ɾؒとおこなうझຯɾڭཆ」ʢ�3��ˋʣ、
「εϙʔπɾϨΫϦΤʔγϣϯ活動」ʢ35�0ˋʣ、
「शい事」ʢ32��ˋʣ、「Ҭ行事のࢀՃɾ手い」
ʢ30�1ˋʣ、「ϘϥϯςΟΞ活動ʢεϙʔπࢦಋも
ؚΉʣɾ/10活動」ʢ21�3ˋʣ、「ொ会、࣏ࣗ会
活動」ʢ1��1ˋʣがڍがった。「ಛにない」は
12�1ˋ、「わからない」は���ˋをめた。̡ )25�

උえʳ
　Ҭのࢱڥをվળすることをతとした
/10について、「ؔ心があるがよくわからない」
ʢ33�1ˋʣ、「ؔ心がある」ʢ23�0ˋʣ、「ؔ心はない」
ʢ3��0ˋʣであった。̡ )25�Ҭʳ

ᶉ社会త活動を行うためにඞ要なこと
　झຯなどの活動を活ൃに行うためのඞ要݅と
して、「経ࡁతなΏとり」ʢ5���ˋʣ、「一ॹにす
るؒ」ʢ���3ˋʣ、「ؒ࣌తなΏとり」ʢ3���ˋʣ、
「ࣗ༝ؒ࣌のաごしํ、झຯなどにؔする報」
ʢ2��2ˋʣ、「施ઃॴ」ʢ23��ˋʣのճが
ೝめられた。̡ )25�Ҭʳ
　Ҭのไ活動を行うためのඞ要݅として、
「ࣗࣗが健康であること」ʢ5���ˋʣ、「一ॹ
に活動するؒがいること」ʢ�0��ˋʣ、「ؒ࣌
ଋされないこと」ʢ3���ˋʣ、「活߆にあまりؒظ
動ॴがࣗかられていないこと」ʢ2���ˋʣ、
「作業でମతなෛ୲が重くないこと」ʢ2��1ˋʣ
のॱであった。̡ )25�Ҭʳ
　高齢ظの社会ࢀՃ活動のためにࠓすきこ
とについて、「一ॹに活動するؒを作ること」
ʢ51��ˋʣ、「Ҭに人を作ること」ʢ35�2ˋʣ、
「Ҭ行事にࢀՃすること」ʢ2���ˋʣ、「ொ会ɾ
Ճすること」ʢ23�1ˋʣ、「ࣝɾٕज़ࢀ会に࣏ࣗ
をशಘすること」ʢ20��ˋʣ、「社会ࢀՃ活動の
報をऩ集すること」ʢ20��ˋʣ、「Ոの理ղをಘ
ること」ʢ1���ˋʣ、「社会活動にࢀՃすること」
ʢ1��2ˋʣのճがೝめられた。「ಛにない」
は���ˋ、「わからない」は��5ˋであった。̡ )25�
උえʳ

ᶊ社会త活動の動͚ͮػ
人または༑人と、あるいはάϧʔϓ団ମでݸ　
ࣗओతに行われている活動において、࠷も力をೖ
れたい活動にࢀՃしたい理༝については、「健康
ମ力にࣗ৴をつ͚たいから」ʢ����ˋʣ、「ੜ活
にॆ実ײをもちたいから」ʢ�1�3ˋʣ、「おޓいに
助͚߹うことがେͩから」ʢ30�0ˋʣ、「৽しい
༑人をಘたいから」ʢ2��1ˋʣのॱであった。
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Ճしたいස度についࢀも力をೖれたい活動に࠷
て、「िに̍ճఔ度」ʢ2���ˋʣ、「िに 2ճҎ্」
ʢ2���ˋʣ、「月に2、3ճఔ度」ʢ15��ˋʣ、「月に
1ճఔ度」ʢ10�2ˋʣであった。̡ )25�Ҭʳ
　άϧʔϓ団ମでࣗओతに行われている活動に
うものについて、「༑ࢥՃするきっか͚になるとࢀ
人、ؒのすすめ」ʢ2���ˋʣ、「ݸ人のҙࢥʢ
題ҙࣝղܾしたい課題をもつことʣ」ʢ1��1ˋʣ、
ʢ13�0ˋʣのճが「会、ொ会の༠い࣏ࣗ」
ೝめられた。̡ )25�Ҭʳ

ʢ�ʣޙࠓのల望
　社会γεςϜのม化にい、社会ࢀՃのうちब
࿑にؔするҙࣝはこの年でେきくมわっている
ことがਪされる。また社会ڥのม化にい、
社会త活動のݸ人のؔ心も高まることがظさ
れる。なかでも健康にؔする社会త活動のؔ心
は、そのഎܠに健康長寿にରするҙࣝの高まり
ࣝのීٴがあるとߟえられる。
ՃࢀճのϨϏϡʔをਐめていくաఔで、社会ࠓ　
ੜきがいのதに「ࣗॆݾܕ」と「ଞ者ܕݙߩ」
がࠞࡏしている現ঢ়がුかび্がってきた。「ଞ
者ܕݙߩ」の活動にؔして、りがい、経ࡁతෛ
୲、きっか͚などのݕ౼をਐめていくことは༗用
とߟえられた。また、「ଞ者ܕݙߩ」の社会ࢀՃ
をより一ଅਐするためのํࡦのݕ౼も、重要ੑ
を૿していくとࢥわれた。さらに、高齢ظલのあ
りかた、いわΏる助ஈ֊をؚめたৄࡉなݕ౼も、
。えられたߟの重要な課題とޙࠓ
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報告２
保健医療福祉統計データを用いた介護保険サービ
スの将来必要量推計
1．報告者
ॴଐɾ৬名ɿ名ݹେ学ҩ学෦ෟଐපӃ老年科

ࢣߨ
名ɿେ　ৎೋ　　　ࢯ

2．目的
　公දされているอ健ҩྍࢱ౷ܭσʔλを用い
てհޢอݥαʔϏεの将来ඞ要ྔをਪܭする。

3．方法
　「平成 2�年度հڅޢ費実ଶௐࠪ報告ʢް
ੜ࿑ಇলʣ」および「日本の将来人ޱਪܭʢ平成
2�年ਪܭʣ」ʢ国ཱ社会อোɾ人ޱ題研究ॴʣ
と201�年度のશ国のੑɾ年齢֊ڃɾ要հޢʢ要
支援ʣঢ়ଶ۠ผαʔϏεผհڅޢ費をج४
σʔλとした。そのج४σʔλをੑɾ年齢֊ڃผ
人ߏޱ成でௐしたものから、将来のඞ要հޢอ
。したܭྔをਪڅαʔϏεݥ
201� 年度のαʔϏεผհڅޢ実績からਤ 1�1
からਤ 1�2 のੳをಘて、年齢ɾ要հޢঢ়ଶ۠
ผαʔϏεར用をٻめた。これを将来人ޱ
にࢉし、将来ඞ要なհޢอݥαʔϏεྔをٻめ
たʢਤ1�3ʣ。

４．結果
　201�年 �月にお͚るશ国の年齢֊ڃɾ要հޢ
ঢ়ଶ۠ผհޢαʔϏεडڅ者はਤ 1�1 の௨
りである。
　ਤ 1�2 はαʔϏεผར用を要հޢೝఆ۠、
年齢ผにࣔしたものである。高齢になる΄どॅډ
αʔϏεのར用が高まり、๚αʔϏεར用ܥ
がݮる。�0��5 ޢの要հࡀ 5では、 30ˋがډ
αʔϏεをར用しているが、これはܥॅ Ҏࡀ�5
্の要հޢ 2とಉఔ度のである。年齢ผαʔ
Ϗεར用のৄࡉはද1�1にࣔす。�
　ਤ 1�3 は、201� 年の年齢ɾ要հ۠ޢผの
հޢαʔϏεར用人に、2015 年をج४とし

て将来人ޱൺをࢉしたものである。๚հޢ
は 2015年 20�ສ人のར用者であったところ、
2030年には 351ສ人がඞ要とࠐݟまれる。

3ʣߟ
　ୈ ఆのためްੜ࿑ಇࡦըܭ事業ݥอޢհظ�
লが作成したհޢอݥ事業ܭը用ϫʔΫγʔτで
は、将来のαʔϏεྔਪܭはڅ実績に要հޢɾ
要支援ೝఆ者を͡てࢉܭされている。本研究
は年齢をՃえ、年齢およびೝఆผの将来人ޱਪܭ
を͡、֤αʔϏεར用者をਪܭした。ඞ要
とされる将来のαʔϏεྔの૿େのରࡦをߟえ
るにおいて、લظ高齢者にお͚るೝఆのԼ、
およびલظ高齢者によるαʔϏε提ڙをߟえるた
めのࢿૅجྉを作成できた。

�ʣ݁
　年齢およびೝఆผの将来人ޱਪܭから、将来
ඞ要なհޢαʔϏεྔをਪܭした。
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図 1-1　年齢階級・要介護状態区分別介護サービス受給者率

ሗ࿌䠎㻌

保健་⒪⚟♴⤫計デーࢱを用いたㆤ保㝤ࢧーࣅスのᑗ᮶ᚲせ㔞᥎計 

 
㸯． ሗ࿌者 

ᡤᒓ࣭⫋ྡ ：ྡྂᒇ大Ꮫ་Ꮫ部㝃ᒓ㝔⪁年内⛉ ㅮᖌ 

Ặ   ྡ ：大す  

 

㸰．目的 

බ表ࡉれている保健་⒪⚟♴⤫計デーࢱを用いてㆤ保㝤ࢧーࣅスのᑗ᮶ᚲせ㔞

を᥎計する。 

 

㸱．方法 

ᖹ成ࠕ 29 年度ㆤ⤥㈝➼実ែ調ᰝሗ࿌（ཌ⏕ປാ┬）ࠖ およࠕࡧ᪥本のᑗ᮶ே

ཱྀ᥎計（ᖹ成 29 年᥎計）ࠖ（ᅜ立♫保㞀࣭ேཱྀၥ㢟研究ᡤ）と 201� 年度の全ᅜの

性࣭年齢㝵⣭࣭せㆤ（せᨭ）状ែ༊分ูࢧーࣅスูㆤ⤥㈝をᇶ‽デーࢱと

した。そのᇶ‽デーࢱを性࣭年齢㝵⣭ูேཱྀᵓ成で調ᩚしたものから、ᑗ᮶のᚲせ

ㆤ保㝤ࢧーࣅス⤥㔞を᥎計した。 

201� 年度のࢧーࣅスูㆤ⤥実⦼から図 1-1 から図 1-2 の分析を得て、年齢࣭せ

ㆤ状ែ༊分ูࢧーࣅス用⋡をồࡵた。これをᑗ᮶ேཱྀᩘに⟬し、ᑗ᮶ᚲせな

ㆤ保㝤ࢧーࣅス㔞をồࡵた（図 1-3）。 

 

㸲．⤖果 

2018 年 � 月における全ᅜの年齢㝵⣭࣭せㆤ状ែ༊分ูㆤࢧーࣅスཷ⤥者⋡は

図 1-1 の㏻りである。 

 

図 1-1� 年齢㝵⣭࣭せㆤ状ែ༊分ูㆤࢧーࣅスཷ⤥者⋡ 

 
図 1-2 はࢧーࣅスู用⋡をせㆤㄆ定༊分、年齢ูに♧したものである。高齢に

༓ே 

図 1-2　要介護・年齢別サービス利用率

なるどᒃఫ⣔ࢧーࣅスの用⋡が高まり、ゼၥࢧーࣅス用がῶる。�0-6� ṓのせ

ㆤ � では、⣙ 30㸣がᒃఫ⣔ࢧーࣅスを用しているが、これは 9� ṓ以ୖのせㆤ

2と同⛬度の⋡である。年齢ูࢧーࣅス用⋡のヲ⣽は表 1-1 に♧す。 

 

図 1-2�せㆤ࣭年齢ูࢧーࣅス用⋡ 
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表 1-1� 年齢ูࢧーࣅス用⋡（ヲ⣽） 
య 㻠㻜䡚㻢㻠ṓ 㻢㻡䡚㻢㻥ṓ 㻣㻜䡚㻣㻠ṓ 㻣㻡䡚㻣㻥ṓ 㻤㻜䡚㻤㻠ṓ 㻤㻡䡚㻤㻥ṓ 㻥㻜䡚㻥㻠ṓ 㻥㻡ṓ௨ୖ

ᒃᏯ䝃䞊䝡䝇 㻣㻜㻑 㻤㻠㻑 㻤㻝㻑 㻣㻥㻑 㻣㻢㻑 㻣㻟㻑 㻣㻜㻑 㻢㻡㻑 㻡㻣㻑
䚷ゼၥ㏻ᡤ 㻢㻜㻑 㻣㻥㻑 㻣㻡㻑 㻣㻞㻑 㻢㻤㻑 㻢㻠㻑 㻡㻥㻑 㻡㻟㻑 㻠㻠㻑
䚷䚷ゼၥㆤ 㻞㻠㻑 㻟㻝㻑 㻟㻡㻑 㻟㻜㻑 㻞㻣㻑 㻞㻢㻑 㻞㻟㻑 㻝㻥㻑 㻝㻡㻑
䚷䚷ゼၥධᾎㆤ 㻞㻑 㻠㻑 㻟㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻞㻑
䚷䚷ゼၥ┳ㆤ 㻝㻜㻑 㻝㻤㻑 㻝㻡㻑 㻝㻟㻑 㻝㻞㻑 㻝㻜㻑 㻥㻑 㻤㻑 㻥㻑
䚷䚷ゼၥ䢔䢆䢇䢚䢔䡿䡬䡸䡪䢙 㻞㻑 㻣㻑 㻠㻑 㻠㻑 㻟㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻝㻑 㻝㻑
䚷䚷㏻ᡤㆤ 㻞㻣㻑 㻞㻟㻑 㻞㻡㻑 㻞㻢㻑 㻞㻤㻑 㻞㻥㻑 㻞㻤㻑 㻞㻢㻑 㻞㻝㻑
䚷䚷㏻ᡤ䢔䢆䢇䢚䢔䡿䡬䡸䡪䢙 㻝㻜㻑 㻞㻜㻑 㻝㻣㻑 㻝㻢㻑 㻝㻠㻑 㻝㻝㻑 㻥㻑 㻣㻑 㻡㻑
䚷䚷⚟♴⏝ල㈚ 㻟㻥㻑 㻡㻥㻑 㻡㻝㻑 㻠㻥㻑 㻠㻠㻑 㻟㻥㻑 㻟㻣㻑 㻟㻡㻑 㻟㻟㻑
䚷▷ᮇධᡤ 㻥㻑 㻢㻑 㻢㻑 㻣㻑 㻣㻑 㻤㻑 㻥㻑 㻝㻝㻑 㻝㻝㻑
䚷䚷▷ᮇධᡤ⏕άㆤ 㻤㻑 㻠㻑 㻡㻑 㻢㻑 㻢㻑 㻣㻑 㻤㻑 㻝㻜㻑 㻝㻜㻑
䚷䚷▷ᮇධᡤ⒪㣴ㆤ䠄⪁䠅 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑
䚷䚷䚷≉ᐃ⒪䞉≉ู⒪㣴㈝䠄ᥖ䠅 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷䚷▷ᮇධᡤ⒪㣴ㆤ䠄㝔➼䠅 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷䚷䚷≉ᐃデ⒪㈝䠄ᥖ䠅 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ᒃᏯ⒪㣴⟶⌮ᣦᑟ 㻝㻢㻑 㻝㻣㻑 㻝㻢㻑 㻝㻡㻑 㻝㻠㻑 㻝㻡㻑 㻝㻢㻑 㻝㻣㻑 㻝㻣㻑
䚷≉ᐃタධᒃ⪅⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝௨እ㻕 㻡㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻟㻑 㻠㻑 㻡㻑 㻢㻑 㻣㻑
䚷≉ᐃタධᒃ⪅⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
ᒃᏯㆤᨭ 㻢㻞㻑 㻣㻥㻑 㻣㻢㻑 㻣㻠㻑 㻣㻝㻑 㻢㻢㻑 㻢㻝㻑 㻡㻡㻑 㻠㻢㻑
ᆅᇦᐦ╔ᆺ䝃䞊䝡䝇 㻞㻜㻑 㻝㻢㻑 㻝㻣㻑 㻝㻤㻑 㻞㻜㻑 㻞㻝㻑 㻞㻝㻑 㻞㻜㻑 㻝㻣㻑
䚷ᐃᮇᕠᅇ䞉㝶ᑐᛂᆺゼၥㆤ┳ㆤ 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻝㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ኪ㛫ᑐᛂᆺゼၥㆤ 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ᆅᇦᐦ╔ᆺ㏻ᡤㆤ 㻝㻜㻑 㻝㻝㻑 㻝㻝㻑 㻝㻝㻑 㻝㻝㻑 㻝㻝㻑 㻝㻜㻑 㻤㻑 㻢㻑
䚷ㄆ▱ᑐᛂᆺ㏻ᡤㆤ 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑
䚷ᑠつᶍከᶵ⬟ᆺᒃᏯㆤ㻔▷ᮇ⏝௨እ㻕 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑
䚷ᑠつᶍከᶵ⬟ᆺᒃᏯㆤ㻔▷ᮇ⏝㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ㄆ▱ᑐᛂᆺඹྠ⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝௨እ㻕 㻡㻑 㻝㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻟㻑 㻡㻑 㻡㻑 㻢㻑 㻡㻑
䚷ㄆ▱ᑐᛂᆺඹྠ⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ᆅᇦᐦ╔ᆺ≉ᐃタධᒃ⪅⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝௨እ㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ᆅᇦᐦ╔ᆺ≉ᐃタධᒃ⪅⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝㻕 㻜㻑 㻙 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ᆅᇦᐦ╔ᆺㆤ⪁ே⚟♴タධᡤ⪅⏕άㆤ 㻝㻑 㻜㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻞㻑 㻞㻑
䚷」ྜᆺ䝃䞊䝡䝇㻔┳ㆤᑠつᶍከᶵ⬟ᆺᒃᏯㆤ䞉▷ᮇ⏝௨እ㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷」ྜᆺ䝃䞊䝡䝇㻔┳ㆤᑠつᶍከᶵ⬟ᆺᒃᏯㆤ䞉▷ᮇ⏝㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
タ䝃䞊䝡䝇 㻞㻞㻑 㻝㻞㻑 㻝㻟㻑 㻝㻡㻑 㻝㻣㻑 㻝㻥㻑 㻞㻞㻑 㻞㻣㻑 㻟㻢㻑
䚷ㆤ⚟♴タ䝃䞊䝡䝇 㻝㻟㻑 㻡㻑 㻣㻑 㻤㻑 㻝㻜㻑 㻝㻝㻑 㻝㻞㻑 㻝㻢㻑 㻞㻞㻑
䚷ㆤಖタ䝃䞊䝡䝇 㻥㻑 㻢㻑 㻢㻑 㻢㻑 㻣㻑 㻤㻑 㻥㻑 㻝㻜㻑 㻝㻞㻑
䚷䚷≉ᐃ⒪䞉≉ู⒪㣴㈝䠄ᥖ䠅 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ㆤ⒪㣴タ䝃䞊䝡䝇 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻞㻑
䚷䚷≉ᐃデ⒪㈝䠄ᥖ䠅 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻞㻑
ᒃఫ⣔䝃䞊䝡䝇 㻟㻟㻑 㻝㻡㻑 㻝㻤㻑 㻞㻝㻑 㻞㻠㻑 㻞㻥㻑 㻟㻡㻑 㻠㻝㻑 㻡㻝㻑
㏻ᡤ⣔䝃䞊䝡䝇 㻠㻝㻑 㻠㻡㻑 㻠㻠㻑 㻠㻡㻑 㻠㻡㻑 㻠㻠㻑 㻠㻞㻑 㻟㻣㻑 㻞㻥㻑
⥲ᩘ 㻡㻜㻣㻜㻡㻚㻡 㻝㻞㻠㻠㻚㻥 㻞㻜㻟㻝㻚㻡 㻟㻝㻥㻤㻚㻥 㻡㻣㻣㻠㻚㻢 㻝㻜㻟㻣㻣㻚㻤 㻝㻟㻠㻜㻠㻚㻢 㻝㻜㻝㻢㻢 㻠㻡㻜㻣㻚㻞

 
 

図 1�3 は、201� 年の年齢࣭せㆤ༊分ูのㆤࢧーࣅス用ேᩘに、201� 年をᇶ‽
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表 1-1　年齢別サービス利用率（詳細）

なるどᒃఫ⣔ࢧーࣅスの用⋡が高まり、ゼၥࢧーࣅス用がῶる。�0-6� ṓのせ

ㆤ � では、⣙ 30㸣がᒃఫ⣔ࢧーࣅスを用しているが、これは 9� ṓ以ୖのせㆤ

2と同⛬度の⋡である。年齢ูࢧーࣅス用⋡のヲ⣽は表 1-1 に♧す。 

 

図 1-2�せㆤ࣭年齢ูࢧーࣅス用⋡ 
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ゼၥㆤ ゼၥ┳ㆤ ゼၥ䢔䢆䢇䢚䢔䡿䡬䡸䡪䢙 ᒃఫ⣔䝃䞊䝡䝇 ㏻ᡤ⣔䝃䞊䝡䝇

 
 

 

表 1-1� 年齢ูࢧーࣅス用⋡（ヲ⣽） 
య 㻠㻜䡚㻢㻠ṓ 㻢㻡䡚㻢㻥ṓ 㻣㻜䡚㻣㻠ṓ 㻣㻡䡚㻣㻥ṓ 㻤㻜䡚㻤㻠ṓ 㻤㻡䡚㻤㻥ṓ 㻥㻜䡚㻥㻠ṓ 㻥㻡ṓ௨ୖ

ᒃᏯ䝃䞊䝡䝇 㻣㻜㻑 㻤㻠㻑 㻤㻝㻑 㻣㻥㻑 㻣㻢㻑 㻣㻟㻑 㻣㻜㻑 㻢㻡㻑 㻡㻣㻑
䚷ゼၥ㏻ᡤ 㻢㻜㻑 㻣㻥㻑 㻣㻡㻑 㻣㻞㻑 㻢㻤㻑 㻢㻠㻑 㻡㻥㻑 㻡㻟㻑 㻠㻠㻑
䚷䚷ゼၥㆤ 㻞㻠㻑 㻟㻝㻑 㻟㻡㻑 㻟㻜㻑 㻞㻣㻑 㻞㻢㻑 㻞㻟㻑 㻝㻥㻑 㻝㻡㻑
䚷䚷ゼၥධᾎㆤ 㻞㻑 㻠㻑 㻟㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻞㻑
䚷䚷ゼၥ┳ㆤ 㻝㻜㻑 㻝㻤㻑 㻝㻡㻑 㻝㻟㻑 㻝㻞㻑 㻝㻜㻑 㻥㻑 㻤㻑 㻥㻑
䚷䚷ゼၥ䢔䢆䢇䢚䢔䡿䡬䡸䡪䢙 㻞㻑 㻣㻑 㻠㻑 㻠㻑 㻟㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻝㻑 㻝㻑
䚷䚷㏻ᡤㆤ 㻞㻣㻑 㻞㻟㻑 㻞㻡㻑 㻞㻢㻑 㻞㻤㻑 㻞㻥㻑 㻞㻤㻑 㻞㻢㻑 㻞㻝㻑
䚷䚷㏻ᡤ䢔䢆䢇䢚䢔䡿䡬䡸䡪䢙 㻝㻜㻑 㻞㻜㻑 㻝㻣㻑 㻝㻢㻑 㻝㻠㻑 㻝㻝㻑 㻥㻑 㻣㻑 㻡㻑
䚷䚷⚟♴⏝ල㈚ 㻟㻥㻑 㻡㻥㻑 㻡㻝㻑 㻠㻥㻑 㻠㻠㻑 㻟㻥㻑 㻟㻣㻑 㻟㻡㻑 㻟㻟㻑
䚷▷ᮇධᡤ 㻥㻑 㻢㻑 㻢㻑 㻣㻑 㻣㻑 㻤㻑 㻥㻑 㻝㻝㻑 㻝㻝㻑
䚷䚷▷ᮇධᡤ⏕άㆤ 㻤㻑 㻠㻑 㻡㻑 㻢㻑 㻢㻑 㻣㻑 㻤㻑 㻝㻜㻑 㻝㻜㻑
䚷䚷▷ᮇධᡤ⒪㣴ㆤ䠄⪁䠅 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑
䚷䚷䚷≉ᐃ⒪䞉≉ู⒪㣴㈝䠄ᥖ䠅 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷䚷▷ᮇධᡤ⒪㣴ㆤ䠄㝔➼䠅 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷䚷䚷≉ᐃデ⒪㈝䠄ᥖ䠅 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ᒃᏯ⒪㣴⟶⌮ᣦᑟ 㻝㻢㻑 㻝㻣㻑 㻝㻢㻑 㻝㻡㻑 㻝㻠㻑 㻝㻡㻑 㻝㻢㻑 㻝㻣㻑 㻝㻣㻑
䚷≉ᐃタධᒃ⪅⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝௨እ㻕 㻡㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻟㻑 㻠㻑 㻡㻑 㻢㻑 㻣㻑
䚷≉ᐃタධᒃ⪅⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
ᒃᏯㆤᨭ 㻢㻞㻑 㻣㻥㻑 㻣㻢㻑 㻣㻠㻑 㻣㻝㻑 㻢㻢㻑 㻢㻝㻑 㻡㻡㻑 㻠㻢㻑
ᆅᇦᐦ╔ᆺ䝃䞊䝡䝇 㻞㻜㻑 㻝㻢㻑 㻝㻣㻑 㻝㻤㻑 㻞㻜㻑 㻞㻝㻑 㻞㻝㻑 㻞㻜㻑 㻝㻣㻑
䚷ᐃᮇᕠᅇ䞉㝶ᑐᛂᆺゼၥㆤ┳ㆤ 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻝㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ኪ㛫ᑐᛂᆺゼၥㆤ 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ᆅᇦᐦ╔ᆺ㏻ᡤㆤ 㻝㻜㻑 㻝㻝㻑 㻝㻝㻑 㻝㻝㻑 㻝㻝㻑 㻝㻝㻑 㻝㻜㻑 㻤㻑 㻢㻑
䚷ㄆ▱ᑐᛂᆺ㏻ᡤㆤ 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑
䚷ᑠつᶍከᶵ⬟ᆺᒃᏯㆤ㻔▷ᮇ⏝௨እ㻕 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻞㻑
䚷ᑠつᶍከᶵ⬟ᆺᒃᏯㆤ㻔▷ᮇ⏝㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ㄆ▱ᑐᛂᆺඹྠ⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝௨እ㻕 㻡㻑 㻝㻑 㻞㻑 㻞㻑 㻟㻑 㻡㻑 㻡㻑 㻢㻑 㻡㻑
䚷ㄆ▱ᑐᛂᆺඹྠ⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ᆅᇦᐦ╔ᆺ≉ᐃタධᒃ⪅⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝௨እ㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ᆅᇦᐦ╔ᆺ≉ᐃタධᒃ⪅⏕άㆤ㻔▷ᮇ⏝㻕 㻜㻑 㻙 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ᆅᇦᐦ╔ᆺㆤ⪁ே⚟♴タධᡤ⪅⏕άㆤ 㻝㻑 㻜㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻞㻑 㻞㻑
䚷」ྜᆺ䝃䞊䝡䝇㻔┳ㆤᑠつᶍከᶵ⬟ᆺᒃᏯㆤ䞉▷ᮇ⏝௨እ㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷」ྜᆺ䝃䞊䝡䝇㻔┳ㆤᑠつᶍከᶵ⬟ᆺᒃᏯㆤ䞉▷ᮇ⏝㻕 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
タ䝃䞊䝡䝇 㻞㻞㻑 㻝㻞㻑 㻝㻟㻑 㻝㻡㻑 㻝㻣㻑 㻝㻥㻑 㻞㻞㻑 㻞㻣㻑 㻟㻢㻑
䚷ㆤ⚟♴タ䝃䞊䝡䝇 㻝㻟㻑 㻡㻑 㻣㻑 㻤㻑 㻝㻜㻑 㻝㻝㻑 㻝㻞㻑 㻝㻢㻑 㻞㻞㻑
䚷ㆤಖタ䝃䞊䝡䝇 㻥㻑 㻢㻑 㻢㻑 㻢㻑 㻣㻑 㻤㻑 㻥㻑 㻝㻜㻑 㻝㻞㻑
䚷䚷≉ᐃ⒪䞉≉ู⒪㣴㈝䠄ᥖ䠅 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑 㻜㻑
䚷ㆤ⒪㣴タ䝃䞊䝡䝇 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻞㻑
䚷䚷≉ᐃデ⒪㈝䠄ᥖ䠅 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻝㻑 㻞㻑
ᒃఫ⣔䝃䞊䝡䝇 㻟㻟㻑 㻝㻡㻑 㻝㻤㻑 㻞㻝㻑 㻞㻠㻑 㻞㻥㻑 㻟㻡㻑 㻠㻝㻑 㻡㻝㻑
㏻ᡤ⣔䝃䞊䝡䝇 㻠㻝㻑 㻠㻡㻑 㻠㻠㻑 㻠㻡㻑 㻠㻡㻑 㻠㻠㻑 㻠㻞㻑 㻟㻣㻑 㻞㻥㻑
⥲ᩘ 㻡㻜㻣㻜㻡㻚㻡 㻝㻞㻠㻠㻚㻥 㻞㻜㻟㻝㻚㻡 㻟㻝㻥㻤㻚㻥 㻡㻣㻣㻠㻚㻢 㻝㻜㻟㻣㻣㻚㻤 㻝㻟㻠㻜㻠㻚㻢 㻝㻜㻝㻢㻢 㻠㻡㻜㻣㻚㻞

 
 

図 1�3 は、201� 年の年齢࣭せㆤ༊分ูのㆤࢧーࣅス用ேᩘに、201� 年をᇶ‽

図 1-3　将来の必要量

としてᑗ᮶ேཱྀẚを⟬したものである。ゼၥㆤは 201� 年 20� ேの用者ᩘで

あったとこ2030、ࢁ 年には 3�1 ேがᚲせとぢ㎸まれる。 

 

図 1-3� ᑗ᮶のᚲせ㔞 

 
 
 
㸱）⪃ᐹ 

 ➨�期ㆤ保㝤事ᴗ計画⟇定のたࡵཌ⏕ປാ┬がస成したㆤ保㝤事ᴗ計画用࣡ー

てࡌス㔞᥎計は⤥実⦼にせㆤ࣭せᨭㄆ定者ᩘをࣅーࢧシートでは、ᑗ᮶のࢡ

計⟬ࡉれている。本研究は年齢をຍえ、年齢およࡧㄆ定ูのᑗ᮶ேཱྀ᥎計ᩘをࡌ、

各ࢧーࣅス用者ᩘを᥎計した。ᚲせとࡉれるᑗ᮶のࢧーࣅス㔞のቑ大の対⟇を⪃

えるにおいて、前期高齢者におけるㄆ定⋡の低下、およࡧ前期高齢者によるࢧーࣅス

ᥦ౪を⪃えるたࡵのᇶ♏㈨ᩱをస成できた。 

 

㸲）⤖論 

 年齢およࡧㄆ定ูのᑗ᮶ேཱྀ᥎計ᩘから、ᑗ᮶ᚲせなㆤࢧーࣅス㔞を᥎計した。 
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研究実績報告集

報告３
自治体データの収集：碧南市の介護予防事業参加
者における生活とインフォーマルケア、介護予防
指標との関連に関する横断研究
1．報告者
ॴଐɾ৬名ɿ名ݹେ学ҩ学෦ෟଐපӃ老年科

ࢣߨ
名ɿେ　ৎೋ　　　ࢯ

2．目的
　հޢ༧事業ࢀՃ者において、ΠϯϑΥʔϚϧɾ
έΞのજࡏతχʔζと現実の提ྔڙ、将来の提ڙ
Մੑについて໌らかにするとともに、ੜきがい
とのؔ࿈をݕ౼する。ΠϯϑΥʔϚϧέΞを提ڙ
する高齢者はੜきがいを高く͡ײるとԾఆし、こ
のԾઆをূݕする。

3．方法
　本研究はปೆࢢのڠ力の元、հೖのないԣஅ研
究として実施した。ରはปೆࢢにおいて、ಉࢢ
がओ࠵する一ൠհޢ༧事業「おたっしΌେ学」
Ճ者ࢀ 1�3 名のうち、研究にରしจ書によるಉ

ҙがಘられる者とした。本研究は、本人のಉҙの
もとにհޢ༧事業のためطにಉࢢが࣋つσʔλ
ʢ2011ʵ 201�年ʣをݸ人ผにಥ߹しੳした。
ではΠϯϑΥʔϚϧɾέΞについࢴ名࣭ࣜه　
て、「ճ者ࣗがもし要հޢのલஈ֊となった
ՈҎ֎の୭かのため、ࡏにཉしい支援」、「現࣌
に現ࡏ行っている支援」、「ޙࠓ、୭かに提ڙして
もよい支援」についての΄か、ੜきがいの༗ແに
ついてもௐࠪした。このσʔλと、հޢ༧事業
のためطにಉࢢが࣋つσʔλのうち、年、ੑ
ผ、社会ࢀՃঢ়گʢ2011 ʵ 2012 年のΈʣ、શ
ൠత健康ײ、ఆظతӡ動श׳、֎出ස度、ࣗޮݾ
力ײについてಥ߹しੳを行った。なお、本研究
は名ݹେ学ੜ໋ྙ理ҕһ会のঝೝをಘて実施し
たʢঝೝ/P�201��03��ʣ。

4．結果
　研究にಉҙɾճのあった �� 名ʢճऩ
���1ˋʣのσʔλを用いੳした。ճ者はஉ
ੑ 31 名ʢ3���ˋʣ、ঁੑ 5� 名ʢ�5�2ˋʣで、
年齢は�1�1�ʶ�2���4%ࡀであった。
　もし要հޢのલஈ֊となった࣌、ճ者ࣗが

図 3-1　もし仮に回答者自身が、身体・精神的理由からバス・電車の利用、家事、金銭管理などに軽い支
援を要する状態になった場合（要介護の前段階）、欲しいと思う支援

図 3-1�もし௬にᅇ⟅者⮬㌟が、㌟య࣭⢭⚄的⌮⏤からࣂス࣭㟁㌴の用、ᐙ事、㔠㖹⟶⌮

などに軽いᨭをせする状ែになったሙྜ（せㆤの前ẁ㝵）、ḧしいとᛮうᨭ 
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図 3-2　現在、家族以外の誰かのために現在行っている支援

図 3-1�もし௬にᅇ⟅者⮬㌟が、㌟య࣭⢭⚄的⌮⏤からࣂス࣭㟁㌴の用、ᐙ事、㔠㖹⟶⌮

などに軽いᨭをせする状ែになったሙྜ（せㆤの前ẁ㝵）、ḧしいとᛮうᨭ 
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図 3-3　今後、誰かに行ってもよいいと思う支援
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図 3-3�後、ㄡかに行ってもよいいとᛮうᨭ 

⏕きがいにࡘいては、現ᅾ、ࠕ血ᅽ࣭య重測定をᨭ にᩓ歩➼ࠖを行ってい⥴୍ࠕࠖ、

る者は᭷意に⏕きがいを高ࡃឤࡌていた୍方、ࣂࠕスや㟁㌴に㌴するのをᨭࠖし

ている者は⏕きがいのឤࡌ方が低かった（図 3-�� いࡎれも p � 0�001)。また、ᑗ᮶、

≀㈙ࠕ、(p   0�006�スや㟁㌴に㌴するのをᨭࠖࣂࠕ、(p   0�033�事を確ㄆࠖ↓ࠕ

に同行ࠖ�p   0�0�3)、࣌ࠕットのୡヰや≟のᩓ歩を手ఏうࠖ�p   0�02�)、≀᳜ࠕの

Ỉやりやᗞの手ධれを手ఏうࠖ�p   0�006)を行ってもよいと⪃える者は、᭷意に⏕

きがいを低ࡃឤࡌていた（図 3-�）。 

 

図 3-�．現ᅾ、行っているᨭと⏕きがい 

 

血ᅽ࣭య重測定をᨭ    ୍⥴にᩓ歩➼   ࣂスや㟁㌴に㌴するのをᨭ

   
ͤ⦪㍈は㸯：十分ឤࡌている、㸰：ከᑡឤࡌている、㸱：あまりឤࡌていない、㸲：

まったࡃឤࡌていない 



��

研究実績報告集

ཉしい支援としては、「一ॹにࢄาに行く」、「ੈ
の૬手」ʢ֤�3ˋʣ、「ΰϛ出し支援」、「ങい
にಉ行」ʢ֤ �2ˋʣ、「झຯ活動を一ॹに行く」
ʢ3�ˋʣがଟくબされた。
　現ࡏ行っている支援では、「ੈؒの૬手をす
る」ʢ1�ˋʣが࠷もଟく行われており、「ങい
を行」、「ΰϛのผを支援」、「ϦϞίϯのి
ిٿをަ」ʢ֤10ˋʣ、「ΰϛ出し支援」、
「ϖοτのੈ」、「ఉの手ೖれ」ʢ֤�ˋʣとଓいた。
、してもよい支援としてはڙ୭かに提、ޙࠓ　
「一ॹにࢄาに行く」、「ੈؒの૬手をする」が
それͧれ�3ˋと࠷も高く、「ΰϛ出し支援」、「ങ
いにಉ行」ʢ֤�2ˋʣ、「झຯ活動を一ॹに行う」
ʢ3�ˋʣがଓいた。
　ੜきがいについては、現ࡏ、「݂ѹɾମ重ଌఆ
を支援」、「一ॹにࢄา」を行っている者は༗ҙ
にੜきがいを高く͡ײていた一ํ、「όεిं
にंするのを支援」している者はੜきがいのײ
͡ํがかったʢਤ 3����いͣれも Q���0�001
。
また、将来、「ແ事を֬ೝ」	Q���0�033
、「όε
ిंにंするのを支援」	Q���0�00�
、「ങ
にಉ行」	Q���0�0�3
、「ϖοτのੈݘの
�0�025��Q	าを手う」ࢄ
、「২のਫり

ఉの手ೖれを手う」	Q���0�00�
 を行っても
よいとߟえる者は、༗ҙにੜきがいをく͡ײて
いたʢਤ3�5ʣ。
��　　　　�
5．考察
　ΠϯϑΥʔϚϧέΞは、現ࡏ提ڙされている
はいものの、将来行ってもよいとߟえる者は֤
߲�1�ʵ�3ˋとগなからͣೝめられた。「݂ѹɾ
ମ重ଌఆを支援」「一ॹにࢄา」を現ࡏ行って
いる者はੜきがいײが高かったものの、「όε
ిंにंするのを支援」している者、将来、「ແ
事を֬ೝ」、「όεిंにंするのを支援」、「ങ
にಉ行」、「ϖοτのੈݘのࢄาを手う」、
「২のਫりఉの手ೖれを手う」を行っ
てもよいとߟえる者は、ٯにੜきがいをく͡ײ
ていた。「ΠϯϑΥʔϚϧέΞを提ڙする高齢者
はੜきがいを高く͡ײる」というԾఆは、この研
究݁果では支࣋されなかった。

6．結論
　ΠϯϑΥʔϚϧέΞを提ڙする高齢者は、ੜき
がいを高く͡ײるものとはݴえなかった。�

図 3-4　現在、行っている支援と生きがい
※縦軸は１：十分感じている、２：多少感じている、３：あまり感じていない、４：まったく感じていない
※横軸は０：非選択、１：選択
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⏕きがいにࡘいては、現ᅾ、ࠕ血ᅽ࣭య重測定をᨭ にᩓ歩➼ࠖを行ってい⥴୍ࠕࠖ、

る者は᭷意に⏕きがいを高ࡃឤࡌていた୍方、ࣂࠕスや㟁㌴に㌴するのをᨭࠖし

ている者は⏕きがいのឤࡌ方が低かった（図 3-�� いࡎれも p � 0�001)。また、ᑗ᮶、

≀㈙ࠕ、(p   0�006�スや㟁㌴に㌴するのをᨭࠖࣂࠕ、(p   0�033�事を確ㄆࠖ↓ࠕ

に同行ࠖ�p   0�0�3)、࣌ࠕットのୡヰや≟のᩓ歩を手ఏうࠖ�p   0�02�)、≀᳜ࠕの

Ỉやりやᗞの手ධれを手ఏうࠖ�p   0�006)を行ってもよいと⪃える者は、᭷意に⏕

きがいを低ࡃឤࡌていた（図 3-�）。 

 

図 3-�．現ᅾ、行っているᨭと⏕きがい 

 

血ᅽ࣭య重測定をᨭ    ୍⥴にᩓ歩➼   ࣂスや㟁㌴に㌴するのをᨭ

   
ͤ⦪㍈は㸯：十分ឤࡌている、㸰：ከᑡឤࡌている、㸱：あまりឤࡌていない、㸲：

まったࡃឤࡌていない 
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図 3-5　将来、行ってもよい支援と生きがい

ͤᶓ㍈は㸮：㠀㑅ᢥ、㸯：㑅ᢥ 
図3-�．ᑗ᮶、行ってもよいᨭと⏕きがい 

 

↓事を確ㄆ        ࣂスや㟁㌴に㌴するのをᨭ  ㈙≀に同行 

   
 
 のỈやりやᗞの手ධれを手ఏう≀᳜  ットのୡヰや≟のᩓ歩を手ఏう࣌

      
 

５．⪃ᐹ 

 イン࢛ࣇーマルࢣアは、現ᅾᥦ౪ࡉれている⋡は低いものの、ᑗ᮶行ってもよいと

⪃える者は各項目 1�-�3㸣とᑡなからࡎㄆࡵられた。ࠕ血ᅽ࣭య重測定をᨭ ୍ࠕࠖ

⥴にᩓ歩➼ࠖを現ᅾ行っている者は⏕きがいឤが高かったものの、ࣂࠕスや㟁㌴に

㌴するのをᨭࠖしている者や、ᑗ᮶、ࠕ↓事を確ㄆ スや㟁㌴に㌴するのをࣂࠕࠖ、

ᨭ ㈙≀に同行ࠕࠖ、 ットのୡヰや≟のᩓ歩を手ఏう࣌ࠕࠖ、 のỈやりやᗞ≀᳜ࠕࠖ、

の手ධれを手ఏうࠖを行ってもよいと⪃える者は、㏫に⏕きがいを低ࡃឤࡌていた。

るࠖという௬定は、こࡌឤࡃアをᥦ౪する高齢者は⏕きがいを高ࢣーマル࢛ࣇインࠕ

の研究⤖果ではᨭᣢࡉれなかった。 

 

㸴．⤖論 

 イン࢛ࣇーマルࢣアをᥦ౪する高齢者は、⏕きがいを高ࡃឤࡌるものとは言えなか

った。
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報告４
前期高齢者の社会参加、家庭内役割、心身の健康
状態の実態：大規模コホート調査より
1．報告者
ॴଐɾ৬名ɿ国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔ/*-4�

-4"活用研究ࣨɾ研究һ　
子ل名ɿా�༟　　　ࢯ

2．研究活動の概要
　Ҭॅຽをରとした「国ཱ長寿ҩྍ研究η
ϯλʔɾ老化にؔする長ظॎஅӸ学研究ʢ/*-4�
-4"ʣ」のσʔλを用い、த年者、ظޙ高齢者との
ൺֱを௨͡て、લظ高齢者の社会活動とՈఉ
ׂ、心の健康ঢ়ଶのಛをݕ౼した。その݁果、
લظ高齢者はத年者とൺֱして、࣬طױԟのׂ߹
が૿えたり、報ॲ理度のԼがೝめられたり
するものの、த年者、ظޙ高齢者よりも、健康ɾ
εϙʔπなどの社会活動にੵۃతにࢀՃしたり、
小さな子どものੈなどのՈఉでのׂをଟく
୲っていること、さらに、લظ高齢者の心の健
康ঢ়ଶは社会活動のࢀՃՈఉׂを༗する
ことともؔ࿈しながら、த年者とมわらͣ高くอ
。されていることがࣔされた࣋

３．研究の成果
"ʣ研究త
গとともにզが国のݮޱなগ子化にう人ܹٸ　
高齢化はՃしており、ظޙ高齢者の૿ٸそれ

にうհྔޢの૿େがେきな社会題となって
いる。一ํ、高齢者のମػはۙ࠷の 10年ؒ
で ど若ฦっているというσʔλが報告さ΄ࡀ11
れる 1など、ۙ࠷の「元ؾな」高齢者૾が໌ら
かになりつつあり、高齢者の活力をどのようにੜ
かすかは、重要なؔ心事となっている。これらを

എܠとして、本事業はզが国の将来のհޢのඞ要
ྔとલظ高齢者の実ଶにؔして、これまでに実施
されているௐࠪ研究からૅجσʔλをಘること
をతとしている。本研究では、「国ཱ長寿ҩྍ
研究ηϯλʔɾ老化にؔする長ظॎஅӸ学研究
ʢ/*-4�-4"ʣ」のσʔλを用いて、લظ高齢者の
社会活動とՈఉׂ、心の健康ঢ়ଶのಛを
໌らかにすることをతとした。

#ʣ研究ํ法
ʢ1ʣ研究ίϗʔτɿ/*-4�-4"
　「国ཱ長寿ҩྍ研究ηϯλʔɾ老化にؔする長
ॎஅӸ学研究ʢ/*-4�-4"ʣ」は、国ཱ長寿ҩظ
ྍ研究ηϯλʔपลʢѪݝେࢢɾଟ܊౦Ӝ
ொʣのҬॅຽから、年齢およびੑで化ແ作
ҝந出したத高年者をରとした、老化ɾ老年
පにؔする長ظॎஅ研究である 2。1��� 年から
2000年にか͚て、�0ʙ のࡀ�� 22��名をର
としてୈ 、ޙௐࠪが行われ、その࣍1 2年ؒ
ִでୈ2࣍ௐࠪからୈ࣍�ௐࠪまで、12年ؒ
のௐࠪをऴྃしている。現ࡏは、ओにௐࠪର
者のసؼをѲするための༣ૹௐࠪ、ٴび小ن
な施ઃটᡈܕのௐࠪを行っている。

ʢ2ʣੳର者ʢද1ʣ
　本研究では社会活動、Ոఉׂのมをؚ
Ή/*-4�-4"ୈ ௐࠪʢ2010࣍� 年ʙ 2012 年ʣ
のσʔλを用いた。ੳର者は、લظ高齢者
52�名ʢ�5ʵ ɿஉੑࡀ�� 2��名ɾঁੑ 25�名ʣ
である。લޙの年とൺֱするために、த年者
�25名ʢ50ʵ ɿஉੑࡀ�� �25名ɾঁ ੑ �00名ʣ、
高齢者ظޙ �35 名ʢ�5 ʵ �� ɿஉੑࡀ 21� 名、
ঁੑ 21�名ʣのσʔλもղੳに用いた。

ʢ3ʣม
ผ໘によりऩ集されたҎݸびٴௐࠪථࣜهࣗ　
Լのมを用いた。
ᶃ社会活動ɿ「あなたは、この 1年ؒに、ݸ人ま
たは༑人と、あるいはάϧʔϓ団ମでࣗओత
に行われている࣍のような活動にࢀՃしたこ

表 1　分析対象者 

 

 

 

 

 

 

（3）変ᩘ 

⮬グᘧ調ᰝ⚊ཬࡧಶู面᥋により㞟ࡉれた以下の変ᩘを用いた。 

ձ♫ά動：ࠕあなたは、この 1年間に、ಶேまたはேと、あるいはグルーࣉやᅋ

యで⮬的に行われているḟのようなά動にཧຍしたことがありますかࠖとᩍ♧し、

の♫ά動（表ࡘ9  。たࡵいてᅇ⟅をồࡘのཧຍの᭷↓に（2

ղᐙᗞ内ᙺ：ࠕあなたは現ᅾ、ࡈᐙ᪘やぶ᪘の方ࠎの୰でどのようなᙺを果たし

ていますかࠖとᩍ♧し、6ࡘのᐙᗞ内ᙺ（表 2）の᭷↓にࡘいてᅇ⟅をồࡵた。 

 

ճ心㌟の健ᗣ：ほ的健ᗣ度（㠀ᖖにⰋい～㠀ᖖにᝏいまで�ẁ㝵：高得Ⅼど不Ⰻ）、

⪁研ᘧά動⬟ຊᣦᶆ 3、ᢚうࡘ（CES-'�）、⏕ά‶㊊度（⏕ά‶㊊度ᑻ度 K�）、ሗฎ

⌮速度（WAIS-R ➢ྕ検ᰝ㸴）を行し、ᅇ⟅をồࡵた。 

մᇶ本≉性：年齢、性、ᩍ⫱年ᩘ、፧ጻ状ἣ（㓄അ者の᭷↓）、ᑵປ状ἣ（᭷↓）、ႚ

↮⩦័（᭷↓）、%MI（㌟㛗、య重の実測値から計⟬）、既 Ṕ（高血ᅽ症、⬻༞୰、

心患、⢾ᒀ既 の᭷↓）にࡘいてᅇ⟅をồࡵた。 

 

（�）解析 

ձ前期高齢者の≉ᚩをᢕᥱするたࡵに、年௦ （ู୰年者㸭前期高齢者㸭後期高齢者）、

性ูのᇶ本≉性、♫ཧຍ、ᐙᗞ内ᙺ、心㌟の健ᗣの㢖度あるいはᖹᆒ値をồࡵた。

また、年௦とそれらの変ᩘとの関㐃をȮ2検定（あるいは Fisher のṇ確確⋡検定）、

表2 社会活動、家庭内役割の項⽬
ʬऀճಊʭ
ʀηϛʖςʤରɼิ͑͞ճɼΰʖφϚʖϩʥ߃݊
टັʤഈۡɼࢽɼಅܵʥ
ஏҮࣆߨʤࡉΕ͵ʹஏҮ͢࠷ʥ
ਫ਼ڧրવʤڧඔԿɼྚԿਬɼΉͬͰ͚Εʥ
ఽটʥౖܵڹճүɼڛࢢүʀชԿʤָसճɼگ
ਫ਼ࢊʀमۂʤਫ਼͗͘͏ͪΌԄܵʀࣄүɼεϩώʖਕࡒιϱνʖʥ
҈સ؇ཀྵʤި௪҈સɼ൞ʀࡄʥ
߶ྺंࢩԋʤՊࣆԋঁɼҢૻʥ
ԋʤฯүघఽ͏ʥࢩүͱࢢ
ʬՊఋ಼ༀׄʭ
Պࣆ
ঘ͠͵ࢢʹ
බـΏ্֒ΝͯՊଔʀଔΏղޤ
Պଔʀଔ૮૮घ
Պܯ͓ࢩघʤ͖͙ͦघʥ
ՊଔΏଔௗʤΉͳΌༀʥ

表1 分析対象者
 ঃ ܯ

೧ंʤ50ʷ6ࡂ�ʥ �25 �00 825
غ߶ྺंʤ65ʷ7ࡂ�ʥ 267 259 526
ʥࡂʤ75ʷ89ंྺ߶غޛ 218 217 �35

ܯ 910 876 1786
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とがありますか」とࣔڭし、�つの社会活動ʢද
2ʣのࢀՃの༗ແについてճをٻめた。

ᶄՈఉׂɿ「あなたは現ࡏ、ごՈの
ํ々のதでどのようなׂを果たしています
か」とࣔڭし、�つのՈఉׂʢද 2ʣの༗
ແについてճをٻめた。

ᶅ心の健康ɿओ؍త健康度ʢ非常にྑいʙ非
常にѱいまで 5ஈ֊ɿ高ಘ΄どෆྑʣ、老研
ࣜ活動力ࢦඪ 3、うつʢ$&4�%�ʣ、ੜ活
満度ʢੜ活満度ई度,5ʣ、報ॲ理度
ʢ8"*4�3 めٻʣを施行し、ճを̒ࠪݕ߸ූ

た。
ᶆج本ಛੑɿ年齢、ੑ、ڭҭ年、ࠗҽঢ়گʢ
ʢ༗׳ʢ༗ແʣ、喫Ԏशگ者の༗ແʣ、ब࿑ঢ়ۮ
ແʣ、#.*ʢ長、ମ重の実ଌからࢉܭʣ、
طප、ױԟྺʢ高݂ѹ、ଔத、心࣬ط
ԟの༗ແʣについてճをٻめた。

ʢ�ʣղੳ
　ᶃલظ高齢者のಛをѲするために、年ผ
ʢத年者ʗલظ高齢者ʗظޙ高齢者ʣ、ੑผのج本
ಛੑ、社会ࢀՃ、Ոఉׂ、心の健康のස度

表 2　社会活動、家庭内役割の項目
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ղᐙᗞ内ᙺ：ࠕあなたは現ᅾ、ࡈᐙ᪘やぶ᪘の方ࠎの୰でどのようなᙺを果たし
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また、年௦とそれらの変ᩘとの関㐃をȮ2検定（あるいは Fisher のṇ確確⋡検定）、
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表 3　年代別の基本特性（中年者：50-64 歳、前期高齢者：65-74 歳、後期高齢者：75-89 歳）

分ᩓ分析を用いて検ウした。 

ղ♫ά動、ᐙᗞ内ᙺと心㌟の健ᗣの関㐃を検ウするたࡵに、前期高齢者を対象と

して心㌟の健ᗣの各項目を⤖果変ᩘ、♫ཧຍ、ᐙᗞ内ᙺの各項目をㄝ᫂変ᩘとす

る重ᅇ帰分析を行った。その際、調ᩚ変ᩘとしてのᇶ本≉性（性、年齢をྵࡴ）をᙉ

ไᢞධ後、♫ά動、ᐙᗞ内ᙺのどの項目が᭷意なຠ果を♧すかにࡘいてステッࣉ

࣡イࢬ法を用いて検ウした。 

 

C)� ⤖果 

（1）年௦ูのᇶ本≉性（表 3） 

年௦ูのᇶ本≉性を表 3に♧す。年௦との᭷意な関㐃がㄆࡵられた項目は、⏨性で

は、ᩍ⫱年ᩘ、ᑵປ状ἣ、ႚ↮⩦័、%MI ཬࡧ⢾ᒀを㝖ࡃ既 Ṕ、ዪ性では、ᩍ⫱

年ᩘ、፧ጻ状ἣ、ୡ帯ᵓ成、ᑵປ状ἣཬࡧ全ての既 Ṕであった。前期高齢者では、

これらのとࢇどの項目で、୰年者と後期高齢者の୰間の値を♧していた。 

 

（2）年௦ูの♫ά動ཬࡧᐙᗞ内ᙺ（表 �） 

 年௦ูの♫ά動のཧຍཬࡧᐙᗞ内ᙺの᭷↓を表 �に♧す。年௦との᭷意な関㐃

がㄆࡵられた項目は、⏨性では、♫ά動のࠕ健ᗣ࣭スポーツ ᑵᴗ࣭⏘⏕ࠕࠖ、 安ࠕࠖ、

全⟶⌮ 高齢者のᨭࠕࠖ、 Ꮚ⫱てᨭࠕࠖ、 、ࠖᐙᗞ内ᙺのࠕᐙ事 なᏊどものࡉᑠࠕࠖ、

ୡヰ ᐙ計のᨭえ手ࠕࠖ、 ᐙ᪘やぶ᪘の୰の㛗ࠕࠖ、 でࠖあった。ዪ性では、♫ά動のࠕ健

ᗣ࣭スポーツ ㊃ࠕࠖ、 ᆅᇦ行事ࠕࠖ、 ᑵᴗ࣭⏘⏕ࠕࠖ、 、ࠖᐙᗞ内ᙺの全ての項目であ

った。 

これらの変ᩘの୰で、前期高齢者の⏨性で᭱も㑅ᢥのྜが高かった項目は、♫

ά動のࠕ健ᗣ࣭スポーツ ᑵᴗ࣭⏘⏕ࠕࠖ、 ⌮⟶安全ࠕࠖ、 高齢者のᨭࠕࠖ、 Ꮚ⫱てᨭࠕࠖ、

 、ࠖᐙᗞ内ᙺのࠕᑠࡉなᏊどものୡヰࠖであった。୍方、前期高齢者のዪ性で᭱

も㑅ᢥのྜが高かった項目は、♫ά動のࠕ健ᗣ࣭スポーツ ㊃ࠕࠖ、 、ࠖᐙᗞ内ᙺ

のࠕᑠࡉなᏊどものୡヰࠖであった。 

 

ү೧਼aگ 13.76 (2.�7) 12.3� (2.69) 11.66 (2.80)  ) 52.19 p�.000 12.85 (2.22) 11.5� (2.30) 10.06 (2.15)  ) 110.35 p�.000
࠙ҿয়ڱ� ഓ۰ं༙b 385 ʤ93.22ʥ 255 ʤ95.51ʥ 197 ʤ90.37ʥ Т2 5.01 p .082 338 (89.18) 119 (76.83) 79 (36.�1) Т2 195.08 p�.000
ଵߑ� ಢڋb 25 (6.05) 7 (2.63) 15 (6.88) Т2 5.38 p .068 12 (3.17) 33 (12.7�) 69 (31.80) Т2 98.00 p�.000
म࿓য়ڱ� ༙৮b 316 (90.80) 65 (28.51) 8 (�.17) Т2 �35.17 p�.000 20� (58.79) �1 (17.67) 5 (2.50) Т2 215.99 p�.000
٦Ԑस� ༙b 117 (28.33) 3� (12.73) 22 (10.09) Т2 �0.93 p�.000 17 (�.�9) 5 (1.93) 5 (2.30) Т2 3.98 p .137
%M,a 23.�7 (2.63) 23.01 (2.7�) 22.55 (2.65)  ) 8.�7 p�.000 22.51 (3.7�) 22.83 (3.31) 22.�6 (3.10)  ) 0.86 p .�23
߶݄ѻ� عԡ༙b 119 (28.81) 123 (�6.07) 120 (55.05) Т2 �6.0� p�.000 7� (19.53) 108 (�1.70) 128 (58.99) Т2 97.7� p�.000
ଖ� عԡ༙b 6 (1.�5) 17 (6.37) 28 (12.8�) Т2 3�.90 p�.000 7 (1.85) 12 (�.63) 19 (8.76) Т2 15.5� p�.000
ৼ࣮ع �׳ԡ༙b 12 (2.91) 27 (10.11) 26 (11.93) Т2 21.97 p�.000 7 (1.85) 13 (5.02) 27 (12.��) Т2 29.98 p�.000
౸බ� عԡ༙b 3� (8.23) 36 (13.�8) 23 (10.55) Т2 �.83 p .090 18 (�.75) 26 (10.0�) 22 (10.1�) Т2 8.�3 p .015
a ฑۋʤ6Dʥ b ਕ਼ʤˍʥΝࣖͤ

表���೧େพのخຌಝʤ೧者ʁࡂ�����、غ߶ྺ者ʁغޛ、ࡂ�����߶ྺ者ʁ�����ʥࡂ

೧ं غ߶ྺं ंྺ߶غޛ ೧ं غ߶ྺं ंྺ߶غޛ
 ঃ
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あるいは平ۉをٻめた。また、年とそれらの
มとのؔ࿈をР ఆʢあるいはݕ2 'JTIFS のਖ਼
֬֬ݕఆʣ、ࢄੳを用いてݕ౼した。
　ᶄ社会活動、Ոఉׂと心の健康のؔ࿈を
高齢者をରとして心のظするために、લ౼ݕ
健康の֤߲を݁果ม、社会ࢀՃ、Ոఉׂ
の֤߲をઆ໌มとする重ճؼੳを行った。
そのࡍ、ௐมとしてのج本ಛੑʢੑ、年齢を
ؚΉʣを੍ڧೖޙ、社会活動、Ոఉׂのど
の߲が༗ҙなޮ果をࣔすかについてεςοϓϫ
Πζ法を用いてݕ౼した。

$ʣ݁果
ʢ1ʣ年ผのج本ಛੑʢද3ʣ
　年ผのج本ಛੑをද 3にࣔす。年との༗
ҙなؔ࿈がೝめられた߲は、உੑでは、ڭҭ年
、ब࿑ঢ়گ、喫Ԏश׳、#.* びපをআٴ

くطԟྺ、ঁੑでは、ڭҭ年、ࠗҽঢ়گ、ੈଳ
ظԟྺであった。લطびશてのٴگ成、ब࿑ঢ়ߏ
高齢者では、これらの΄とΜどの߲で、த年者
とظޙ高齢者のதؒのをࣔしていた。

ʢ2ʣ年ผの社会活動ٴびՈఉׂʢද�ʣ
　年ผの社会活動のࢀՃٴびՈఉׂの༗ແ
をද �にࣔす。年との༗ҙなؔ࿈がೝめられ
た߲は、உੑでは、社会活動の「健康ɾεϙʔ
π」、「ੜ࢈ɾब業」、「҆શ理」、「高齢者の支援」、
「子ҭて支援」、Ոఉׂの「Ո事」、「小さな子
どものੈ」、「Ոܭの支え手」、「Ոのத
の長」であった。ঁੑでは、社会活動の「健康ɾ
εϙʔπ」、「झຯ」、「Ҭ行事」、「ੜ࢈ɾब業」、
Ոఉׂのશての߲であった。
　これらのมのதで、લظ高齢者のஉੑで࠷も
બのׂ߹が高かった߲は、社会活動の「健康ɾ

表 4　年代別の社会活動の参加及び家庭内役割の有無
　　　（中年者：50-64 歳、前期高齢者：65-74 歳、後期高齢者：75-89 歳）

ʬऀճಊʭ
ʀηϛʖς߃݊ 185 (��.79) 1�1 (52.81) 92 (�2.20) Т2 6.37 p .0�1 1�0 (36.9�) 1�0 (5�.05) 76 (35.19) Т2 23.57 p�.000
टັ 8� (20.3�) 66 (2�.72) 53 (2�.31) Т2 2.26 p .32� 99 (26.12) 9� (36.29) 69 (31.9�) Т2 7.70 p .021
ஏҮࣆߨ 100 (2�.21) 79 (29.59) �5 (20.6�) Т2 5.35 p .070 77 (20.32) �8 (18.53) 19 (8.80) Т2 13.77 p .001
ਫ਼ڧրવ 57 (13.80) �� (16.�8) 23 (10.55) Т2 3.5� p .170 20 (5.28) 23 (8.88) 12 (5.56) Т2 3.69 p .158
үʀชԿگ 36 (8.72) 3� (12.73) 25 (11.�7) Т2 3.01 p .222 �1 (10.82) 25 (9.65) 15 (6.9�) Т2 2.�2 p .299
ਫ਼ࢊʀमۂ 13 (3.15) �7 (17.60) 2� (11.01) Т2 �0.89 p�.000 16 (�.22) 12 (�.63) 21 (9.72) Т2 8.5� p .01�
҈સ؇ཀྵ �8 (11.62) �7 (17.60) 2� (11.01) Т2 6.31 p .0�3 1� (3.69) 17 (6.56) 6 (2.78) Т2 �.7� p .093
߶ྺंࢩԋ 10 (2.�2) 19 (7.12) 8 (3.67) Т2 9.20 p .010 18 (�.75) 13 (5.02) 7 (3.2�) Т2 1.02 p .600
ԋࢩүͱࢢ � (0.97) 8 (3.00) � (1.83) )isher
s exact test p .008 17 (�.�9) 6 (2.32) � (1.85) Т2 3.98 p .136
ʬՊఋ಼ༀׄʭ
Պࣆ 236 (57.1�) 206 (77.15) 170 (77.98) Т2 �2.73 p�.000 375 (98.9�) 2�7 (95.37) 185 (85.65) Т2 �7.31 p�.000
ঘ͠͵ࢢʹ 38 (9.20) 56 (20.97) 26 (11.93) Т2 19.93 p�.000 7� (19.53) 63 (2�.32) 17 (7.87) Т2 22.60 p�.000
බـΏ্֒ΝͯՊଔղޤ �0 (9.69) �0 (1�.98) 31 (1�.22) Т2 5.12 p .077 79 (20.8�) 3� (13.13) 25 (11.57) Т2 11.25 p .00�
Պଔʀଔ૮૮घ 213 (51.57) 1�5 (5�.31) 119 (5�.59) Т2 0.7� p .692 220 (58.05) 117 (�5.17) 71 (32.87) Т2 35.96 p�.000
Պܯ͓ࢩघʤ͖͙ͦघʥ 357 (86.��) 1�7 (55.06) 97 (��.50) Т2 137.60 p�.000 76 (20.05) 29 (11.20) 1� (6.�8) Т2 23.�5 p�.000
ՊଔΏଔௗʤΉͳΌༀʥ 215 (52.06) 125 (�6.82) 87 (39.91) Т2 8.53 p .01� 72 (19.00) 36 (13.90) 25 (11.57) Т2 6.56 p .038
Յ͢ͱ͏ΖंɼༀׄΝ༙ͤΖंਕ਼ʤˍʥΝࣖͤࢂ

Т2ݗఈ Т2ݗఈ
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（3）年௦ูの心㌟の健ᗣ状ែ（表 �） 

年௦ูの心㌟の健ᗣのᖹᆒ値を表 �に♧す。⏨ዪともに、全ての項目で年௦との᭷

意な関㐃がㄆࡵられた。TXNey 法を用いたከ重ẚ㍑を行った⤖果、前期高齢者は⏨ዪ

ともに、ほ的健ᗣឤ、⪁研ᘧά動⬟ຊᣦᶆ、ᢚうࡘ、⏕ά‶㊊度において、୰年者

と同➼に、また後期高齢者よりもポジテࣈな値を♧した。୍方、ሗฎ⌮速度は、

年௦が高ࡃなるにࡘれて低値であり、前期高齢者は୰年者と後期高齢者の間の値を♧

していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（�）前期高齢者における♫ά動、ᐙᗞ内ᙺと心㌟の健ᗣとの関㐃（表 6～10） 

 心㌟の健ᗣ状ែと♫ά動、ᐙᗞ内ᙺとの関㐃を検ウした重ᅇ帰分析の⤖果を表

6～10 に♧す。ከࡃのᇶ本≉性（年齢࣭性ྵࡴ）を調ᩚしてもなお、ほ的健ᗣឤで

は、♫ά動のࠕ健ᗣ࣭スポーツ ᆅᇦ行事ࠕࠖ、 、ࠖ⪁研ᘧά動⬟ຊᣦᶆでは♫ά動

のࠕ健ᗣ࣭ スポーツ ㊃ࠕࠖ、 ᆅᇦ行事ࠕࠖ、 とࠖᐙᗞ内ᙺのࠕᐙ᪘࣭ ぶ᪘の相ㄯ相手 、ࠖ

ᢚうࡘでは♫ά動のࠕ健ᗣ࣭スポーツ 、ࠖ⏕ά‶㊊度では♫ά動のࠕ健ᗣ࣭スポ

ーツࠖとࠕᏊ⫱てᨭ 、ࠖሗฎ⌮速度では♫ά動のࠕ健ᗣ࣭スポーツ ㊃ࠕࠖ、 、ࠖ

ᐙᗞ内ᙺのࠕᐙ᪘࣭ぶ᪘の相ㄯ相手ࠖが᭷意なᶆ‽化᥎定値を♧した。 

 

 

क؏ద݊״߃ʤྒྷʥ 2.62 (0.68) 2.61 (0.69) 2.87 (0.71) ) 10.70 p�.000 2.69 (0.67) 2.73 (0.65) 2.85 (0.70) ) �.23 p .015
ࣞݜಊྙࢨඬ 12.03 (1.19) 12.0� (1.38) 11.70 (1.59) ) 5.16 p .006 12.31 (1.17) 12.39 (1.15) 11.78 (1.79) ) 1�.33 p�.000
ཊ͑ͯ 5.96 (6.�1) 6.23 (6.�8) 8.09 (7.17) ) 7.85 p�.000 7.12 (6.95) 7.02 (7.36) 9.58 (8.�1) ) 9.11 p�.000
ਫ਼ຮଏౕ 5.�5 (1.93) 5.�3 (2.05) �.9� (2.23) ) 5.03 p .007 5.�2 (2.01) 5.50 (2.27) �.620� (2.36) ) 11.90 p�.000
ๅॴཀྵଐౕ 66.6� (11.�9) 51.95 (11.97) 39.28 (10.83) ) �23.00 p�.000 69.96 (11.39) 5�.07 (11.96) 38.31 (10.6�) ) 5��.6 p�.000
ฑۋʤ6DʥΝࣖͤ

ఈݗ(  ఈݗ( 
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表 5　年代別の心身の健康（中年者：50-64 歳、前期高齢者：65-74 歳、後期高齢者：75-89 歳）

ʬऀճಊʭ
ʀηϛʖς߃݊ 185 (��.79) 1�1 (52.81) 92 (�2.20) Т2 6.37 p .0�1 1�0 (36.9�) 1�0 (5�.05) 76 (35.19) Т2 23.57 p�.000
टັ 8� (20.3�) 66 (2�.72) 53 (2�.31) Т2 2.26 p .32� 99 (26.12) 9� (36.29) 69 (31.9�) Т2 7.70 p .021
ஏҮࣆߨ 100 (2�.21) 79 (29.59) �5 (20.6�) Т2 5.35 p .070 77 (20.32) �8 (18.53) 19 (8.80) Т2 13.77 p .001
ਫ਼ڧրવ 57 (13.80) �� (16.�8) 23 (10.55) Т2 3.5� p .170 20 (5.28) 23 (8.88) 12 (5.56) Т2 3.69 p .158
үʀชԿگ 36 (8.72) 3� (12.73) 25 (11.�7) Т2 3.01 p .222 �1 (10.82) 25 (9.65) 15 (6.9�) Т2 2.�2 p .299
ਫ਼ࢊʀमۂ 13 (3.15) �7 (17.60) 2� (11.01) Т2 �0.89 p�.000 16 (�.22) 12 (�.63) 21 (9.72) Т2 8.5� p .01�
҈સ؇ཀྵ �8 (11.62) �7 (17.60) 2� (11.01) Т2 6.31 p .0�3 1� (3.69) 17 (6.56) 6 (2.78) Т2 �.7� p .093
߶ྺंࢩԋ 10 (2.�2) 19 (7.12) 8 (3.67) Т2 9.20 p .010 18 (�.75) 13 (5.02) 7 (3.2�) Т2 1.02 p .600
ԋࢩүͱࢢ � (0.97) 8 (3.00) � (1.83) )isher
s exact test p .008 17 (�.�9) 6 (2.32) � (1.85) Т2 3.98 p .136
ʬՊఋ಼ༀׄʭ
Պࣆ 236 (57.1�) 206 (77.15) 170 (77.98) Т2 �2.73 p�.000 375 (98.9�) 2�7 (95.37) 185 (85.65) Т2 �7.31 p�.000
ঘ͠͵ࢢʹ 38 (9.20) 56 (20.97) 26 (11.93) Т2 19.93 p�.000 7� (19.53) 63 (2�.32) 17 (7.87) Т2 22.60 p�.000
බـΏ্֒ΝͯՊଔղޤ �0 (9.69) �0 (1�.98) 31 (1�.22) Т2 5.12 p .077 79 (20.8�) 3� (13.13) 25 (11.57) Т2 11.25 p .00�
Պଔʀଔ૮૮घ 213 (51.57) 1�5 (5�.31) 119 (5�.59) Т2 0.7� p .692 220 (58.05) 117 (�5.17) 71 (32.87) Т2 35.96 p�.000
Պܯ͓ࢩघʤ͖͙ͦघʥ 357 (86.��) 1�7 (55.06) 97 (��.50) Т2 137.60 p�.000 76 (20.05) 29 (11.20) 1� (6.�8) Т2 23.�5 p�.000
ՊଔΏଔௗʤΉͳΌༀʥ 215 (52.06) 125 (�6.82) 87 (39.91) Т2 8.53 p .01� 72 (19.00) 36 (13.90) 25 (11.57) Т2 6.56 p .038
Յ͢ͱ͏ΖंɼༀׄΝ༙ͤΖंਕ਼ʤˍʥΝࣖͤࢂ
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（3）年௦ูの心㌟の健ᗣ状ែ（表 �） 

年௦ูの心㌟の健ᗣのᖹᆒ値を表 �に♧す。⏨ዪともに、全ての項目で年௦との᭷

意な関㐃がㄆࡵられた。TXNey 法を用いたከ重ẚ㍑を行った⤖果、前期高齢者は⏨ዪ

ともに、ほ的健ᗣឤ、⪁研ᘧά動⬟ຊᣦᶆ、ᢚうࡘ、⏕ά‶㊊度において、୰年者

と同➼に、また後期高齢者よりもポジテࣈな値を♧した。୍方、ሗฎ⌮速度は、

年௦が高ࡃなるにࡘれて低値であり、前期高齢者は୰年者と後期高齢者の間の値を♧

していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（�）前期高齢者における♫ά動、ᐙᗞ内ᙺと心㌟の健ᗣとの関㐃（表 6～10） 

 心㌟の健ᗣ状ែと♫ά動、ᐙᗞ内ᙺとの関㐃を検ウした重ᅇ帰分析の⤖果を表

6～10 に♧す。ከࡃのᇶ本≉性（年齢࣭性ྵࡴ）を調ᩚしてもなお、ほ的健ᗣឤで

は、♫ά動のࠕ健ᗣ࣭スポーツ ᆅᇦ行事ࠕࠖ、 、ࠖ⪁研ᘧά動⬟ຊᣦᶆでは♫ά動

のࠕ健ᗣ࣭ スポーツ ㊃ࠕࠖ、 ᆅᇦ行事ࠕࠖ、 とࠖᐙᗞ内ᙺのࠕᐙ᪘࣭ ぶ᪘の相ㄯ相手 、ࠖ

ᢚうࡘでは♫ά動のࠕ健ᗣ࣭スポーツ 、ࠖ⏕ά‶㊊度では♫ά動のࠕ健ᗣ࣭スポ

ーツࠖとࠕᏊ⫱てᨭ 、ࠖሗฎ⌮速度では♫ά動のࠕ健ᗣ࣭スポーツ ㊃ࠕࠖ、 、ࠖ

ᐙᗞ内ᙺのࠕᐙ᪘࣭ぶ᪘の相ㄯ相手ࠖが᭷意なᶆ‽化᥎定値を♧した。 

 

 

क؏ద݊״߃ʤྒྷʥ 2.62 (0.68) 2.61 (0.69) 2.87 (0.71) ) 10.70 p�.000 2.69 (0.67) 2.73 (0.65) 2.85 (0.70) ) �.23 p .015
ࣞݜಊྙࢨඬ 12.03 (1.19) 12.0� (1.38) 11.70 (1.59) ) 5.16 p .006 12.31 (1.17) 12.39 (1.15) 11.78 (1.79) ) 1�.33 p�.000
ཊ͑ͯ 5.96 (6.�1) 6.23 (6.�8) 8.09 (7.17) ) 7.85 p�.000 7.12 (6.95) 7.02 (7.36) 9.58 (8.�1) ) 9.11 p�.000
ਫ਼ຮଏౕ 5.�5 (1.93) 5.�3 (2.05) �.9� (2.23) ) 5.03 p .007 5.�2 (2.01) 5.50 (2.27) �.620� (2.36) ) 11.90 p�.000
ๅॴཀྵଐౕ 66.6� (11.�9) 51.95 (11.97) 39.28 (10.83) ) �23.00 p�.000 69.96 (11.39) 5�.07 (11.96) 38.31 (10.6�) ) 5��.6 p�.000
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ఈݗ(  ఈݗ( 
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Ў p
ʬخຌಝʤร਼ͳ͢ͱک౦ʥʭ
೧ྺ - .022 .6�7
พ - .006 .905
ү೧਼گ - .095 .0�6
࠙ҿয়ڱ� ഓ۰ं༙ - .099 .115
ଵߑ� ಢڋ .0�� .�69
म࿓য়ڱ� ༙৮ - .1�3 .003
٦Ԑस� ༙ - .012 .799
%M, .0�5 .3�1
߶݄ѻ� عԡ༙ .017 .733
ଖ� عԡ༙ .065 .169
ৼ࣮ع �׳ԡ༙ - .080 .089
౸බ� عԡ༙ .05� .2�7
ʬऀճಊʀՊఋ಼ༀׄʤ༙қ͵ްՎΝࣖͪ͢ร਼ʥʭ
ʀηϛʖς߃݊ - .193 .000

R2 0.096

表� غ߶ྺ者ʁཊ͑ͯΝ⽬దร਼、社会ࢂՅʀ家庭内役
割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ў p
ʬخຌಝʤร਼ͳ͢ͱک౦ʥʭ
೧ྺ .020 .677
พ .083 .102
ү೧਼گ - .006 .90�
࠙ҿয়ڱ� ഓ۰ं༙ .029 .6�5
ଵߑ� ಢڋ .005 .929
म࿓য়ڱ� ༙৮ - .132 .006
٦Ԑस� ༙ .022 .635
%M, .0�9 .298
߶݄ѻ� عԡ༙ .111 .02�
ଖ� عԡ༙ .092 .050
ৼ࣮ع �׳ԡ༙ - .017 .711
౸බ� عԡ༙ .057 .220
ʬऀճಊʀՊఋ಼ༀׄʤ༙қ͵ްՎΝࣖͪ͢ร਼ʥʭ
ʀηϛʖς߃݊ - .166 .001
ஏҮࣆߨ - .118 .01�

R2 0.106

表� غ߶ྺ者ʁक؏ద݊״߃ʤྒྷʥΝ⽬దร਼、社会
分析ؾՅʀ家庭内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յࢂ

Ў p
ʬخຌಝʤร਼ͳ͢ͱک౦ʥʭ
೧ྺ .065 .160
พ .209 .000
ү೧਼گ .087 .069
࠙ҿয়ڱ� ഓ۰ं༙ .097 .115
ଵߑ� ಢڋ .087 .1�6
म࿓য়ڱ� ༙৮ .075 .112
٦Ԑस� ༙ .027 .562
%M, - .077 .097
߶݄ѻ� عԡ༙ - .007 .885
ଖ� عԡ༙ - .053 .250
ৼ࣮ع �׳ԡ༙ .117 .011
౸බ� عԡ༙ - .057 .21�
ʬऀճಊʀՊఋ಼ༀׄʤ༙қ͵ްՎΝࣖͪ͢ร਼ʥʭ
ʀηϛʖς߃݊ .1�1 .003
टັ .109 .020
ஏҮࣆߨ .105 .027
Պଔʀଔ૮૮घ .117 .01�

R2 0.1�7

表� غ߶ྺ者ʁࣞݜ活動ྙࢨඬΝ⽬దร਼、社会ࢂ
Յʀ家庭内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析
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ৼ࣮ع �׳ԡ༙ .095 .0��
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ʀηϛʖς߃݊ .183 .000
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表� غ߶ྺ者ʁਫ਼活ຮଏౕΝ⽬దร਼、社会ࢂՅʀ家庭
内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析

表 6　前期高齢者：主観的健康感（不良）を目的
変数、社会参加・家庭内役割を説明変数と
する重回帰分析
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࠙ҿয়ڱ� ഓ۰ं༙ - .099 .115
ଵߑ� ಢڋ .0�� .�69
म࿓য়ڱ� ༙৮ - .1�3 .003
٦Ԑस� ༙ - .012 .799
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表� غ߶ྺ者ʁཊ͑ͯΝ⽬దร਼、社会ࢂՅʀ家庭内役
割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析
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表� غ߶ྺ者ʁਫ਼活ຮଏౕΝ⽬దร਼、社会ࢂՅʀ家庭
内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析

表 7　前期高齢者：主観的健康感（不良）を目的
変数、社会参加・家庭内役割を説明変数と
する重回帰分析
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表� غ߶ྺ者ʁཊ͑ͯΝ⽬దร਼、社会ࢂՅʀ家庭内役
割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析
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表� غ߶ྺ者ʁक؏ద݊״߃ʤྒྷʥΝ⽬దร਼、社会
分析ؾՅʀ家庭内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յࢂ
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表� غ߶ྺ者ʁࣞݜ活動ྙࢨඬΝ⽬దร਼、社会ࢂ
Յʀ家庭内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析
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表� غ߶ྺ者ʁਫ਼活ຮଏౕΝ⽬దร਼、社会ࢂՅʀ家庭
内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析

表 8　前期高齢者：抗うつを目的変数、社会参加・
家庭内役割を説明変数とする重回帰分析

Ў p
ʬخຌಝʤร਼ͳ͢ͱک౦ʥʭ
೧ྺ - .022 .6�7
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表� غ߶ྺ者ʁཊ͑ͯΝ⽬దร਼、社会ࢂՅʀ家庭内役
割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析
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表� غ߶ྺ者ʁक؏ద݊״߃ʤྒྷʥΝ⽬దร਼、社会
分析ؾՅʀ家庭内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յࢂ
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表� غ߶ྺ者ʁࣞݜ活動ྙࢨඬΝ⽬దร਼、社会ࢂ
Յʀ家庭内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析
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表� غ߶ྺ者ʁਫ਼活ຮଏౕΝ⽬దร਼、社会ࢂՅʀ家庭
内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析

表 9　前期高齢者：生活満足度を目的変数、社会
参加・家庭内役割を説明変数とする重回帰
分析
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研究実績報告集

εϙʔπ」、「ੜ࢈ɾब業」、「҆શ理」、「高齢者
の支援」、「子ҭて支援」、Ոఉׂの「小さな
子どものੈ」であった。一ํ、લظ高齢者のঁ
ੑで࠷もબのׂ߹が高かった߲は、社会活動
の「健康ɾεϙʔπ」、「झຯ」、Ոఉׂの「小
さな子どものੈ」であった。
ʢ3ʣ年ผの心の健康ঢ়ଶʢද5ʣ
　年ผの心の健康の平ۉをද 5にࣔす。
உঁともに、શての߲で年との༗ҙなؔ࿈が
ೝめられた。5VLFZ 法を用いたଟ重ൺֱを行っ
た݁果、લظ高齢者はஉঁともに、ओ؍త健康ײ、
老研ࣜ活動力ࢦඪ、うつ、ੜ活満度におい
て、த年者とಉに、またظޙ高齢者よりもϙδ
ςΟϒなをࣔした。一ํ、報ॲ理度は、年
が高くなるにつれてであり、લظ高齢者は
த年者とظޙ高齢者のؒのをࣔしていた。

ʢ�ʣલظ高齢者にお͚る社会活動、Ոఉׂ
と心の健康とのؔ࿈ʢද�ʙ 10ʣ

　心の健康ঢ়ଶと社会活動、Ոఉׂとのؔ
࿈をݕ౼した重ճؼੳの݁果をද �ʙ 10にࣔ

す。ଟくのج本ಛੑʢ年齢ɾੑؚΉʣをௐして
もなお、ओ؍త健康ײでは、社会活動の「健康ɾ
εϙʔπ」、「Ҭ行事」、老研ࣜ活動力ࢦඪで
は社会活動の「健康ɾεϙʔπ」、「झຯ」、「Ҭ
行事」とՈఉׂの「Ոɾの૬ஊ૬手」、
うつでは社会活動の「健康ɾεϙʔπ」、ੜ活
満度では社会活動の「健康ɾεϙʔπ」と「子
ҭて支援」、報ॲ理度では社会活動の「健康ɾ
εϙʔπ」、「झຯ」、Ոఉׂの「Ոɾ
の૬ஊ૬手」が༗ҙなඪ४化ਪఆをࣔした。

%ʣ౼
　Ҭॅຽをରとした「国ཱ長寿ҩྍ研究η
ϯλʔɾ老化にؔする長ظॎஅӸ学研究ʢ/*-4�
-4"ʣ」のσʔλを用い、த年者、ظޙ高齢者との
ൺֱを௨͡て、લظ高齢者の社会活動とՈఉ
ׂ、心の健康ঢ়ଶのಛをݕ౼した。その݁果、
一෦の人ޱ౷ܭ学తม࣬طױԟ、ೝػの
一ଆ໘である報ॲ理度にはՃ齢のωΨςΟϒ
なӨڹがݟられ、લظ高齢者にお͚るத年者から
としてのಛがೝめられظ高齢者のҠ行ظޙ
た。しかしながら、લظ高齢者では「健康ɾεϙʔ
π」などの社会活動のࢀՃ、「小さな子どもの
ੈ」などのՈఉׂを༗するׂ߹がத年者、
、ײత健康؍も高く、ओ࠷高齢者とൺֱしてظޙ
老研ࣜ活動力ࢦඪ、うつ、ੜ活満度といっ
た心の健康ঢ়ଶも、த年者と༗ҙなࠩがなく高
をࣔしていた。また、લظ高齢者の社会活動ࢀ
ՃՈఉׂの一෦は、心の健康ঢ়ଶとؔ࿈
するՄੑがࣔされた。
Ҏ্の݁果から、現のલظ高齢者は、࣬طױԟ
のׂ߹が૿えたり、報ॲ理度といったೝػ
のԼがೝめられるものの、社会活動にੵۃత
にࢀՃしたり、Ոఉでのׂを୲っていること、
また、લظ高齢者のओ؍తな健康ঢ়ଶは、社会活
動のࢀՃՈఉׂともؔ࿈しながら、若い
ੈとมわらͣ高くҡ࣋されていることがࣔࠦさ
れた。たͩしこれらは平ۉతなであり、ݸ人
ࠩについては৻重にݕ౼するඞ要がある。

表 10　前期高齢者：情報処理速度を目的変数、
社会参加・家庭内役割を説明変数とする重
回帰分析

Ў p
ʬخຌಝʤร਼ͳ͢ͱک౦ʥʭ
೧ྺ - .269 .000
พ .097 .03�
ү೧਼گ .261 .000
࠙ҿয়ڱ� ഓ۰ं༙ .0�7 .�06
ଵߑ� ಢڋ .025 .6�1
म࿓য়ڱ� ༙৮ .082 .056
٦Ԑस� ༙ - .150 .001
%M, - .011 .801
߶݄ѻ� عԡ༙ - .065 .1�3
ଖ� عԡ༙ - .103 .01�
ৼ࣮ع �׳ԡ༙ .055 .193
౸බ� عԡ༙ - .099 .018
ʬऀճಊʀՊఋ಼ༀׄʤ༙қ͵ްՎΝࣖͪ͢ร਼ʥʭ
ʀηϛʖς߃݊ .137 .001
टັ .130 .003
Պଔʀଔ૮૮घ .098 .023

R2 0.289

表1� غ߶ྺ者ʁๅॴཀྵଐౕΝ⽬దร਼、社会ࢂՅʀ家
庭内役割Νઈร਼ͳͤΖ॑յؾ分析
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ᆅᇦఫẸを対象としたࠕᅜ立㛗ᑑ་⒪研究ࢭンࢱー࣭⪁化に関する㛗期⦪断Ꮫ研

究（1ILS-LSA）ࠖ のデーࢱを用い、୰年者、後期高齢者とのẚ㍑を㏻ࡌて、前期高齢

者の♫ά動とᐙᗞ内ᙺ、心㌟の健ᗣ状ែの≉ᚩを検ウした。その⤖果、୍部のே

ཱྀ⤫計Ꮫ的変ᩘや患既 、ㄆ知ᶵ⬟の୍側面であるሗฎ⌮速度にはຍ齢の࢞ࢿテ

の⛣行期としてのな影響がぢられ、前期高齢者における୰年者から後期高齢者ࣈ

≉ᚩがㄆࡵられた。しかしながら、前期高齢者ではࠕ健ᗣ࣭スポーツࠖなどの♫ά

動のཧຍ、ࠕᑠࡉなᏊどものୡヰࠖなどのᐙᗞ内ᙺを᭷するྜが୰年者、後期

高齢者とẚ㍑して᭱も高ࡃ、ほ的健ᗣឤ、⪁研ᘧά動⬟ຊᣦᶆ、ᢚうࡘ、⏕ά‶㊊

度といった心㌟の健ᗣ状ែも、୰年者と᭷意な差がなࡃ高値を♧していた。また、前

期高齢者の♫ά動ཧຍやᐙᗞ内ᙺの୍部は、心㌟の健ᗣ状ែと関㐃する可⬟性が

 。れたࡉ♧

以ୖの⤖果から、現௦の前期高齢者は、患既 のྜがቑえたり、ሗฎ⌮速度

といったㄆ知ᶵ⬟の低下がㄆࡵられるものの、♫ά動に✚ᴟ的にཧຍしたり、ᐙᗞ

内でのᙺをᢸっていること、また、前期高齢者のほ的な健ᗣ状ែは、♫ά動

のཧຍやᐙᗞ内ᙺとも関㐃しながら、ⱝいୡ௦と変わらࡎ高ࡃ⥔ᣢࡉれていること

が♧၀ࡉれた。たࡔしこれらはᖹᆒ的なഴྥであり、ಶே差にࡘいてはៅ重に検ウす

るᚲせがある。 
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報告５
介護データベースのサンプリングデータセットを
用いた
要支援者における介護サービス利用量について

1．報告者
ॴଐɾ৬名ɿ名ݹେ学ҩ学෦ෟଐපӃ老年科
ࢣߨ　　　　　　
名ɿେ　ৎೋ　　　ࢯ

2．緒言
　わが国ではै来、հޢอ੍ݥ度にて、ްੜ࿑ಇ
লに集められる要հޢೝఆ報հڅޢ費報
が、ར用者ݸ人୯Ґで࿈݁されておらͣ、ར用
者にݸผにΠϯϑΥʔϜυίϯηϯτをಘるな
ど、ಛघな߹をআき、研究ར用はできなかっ
た。要հޢೝఆはར用者の"%-ʢ"DUJWJUJFT�PG�
%BJMZ�-JWJOHʀ日常ੜ活動作ʣඞ要なհޢな
どのσʔλが、հڅޢ費にはར用αʔϏεछྨ
とར用ྔがؚまれており、これらのσʔλ࿈݁
はհޢ༧հޢのࡏりํをߟえる্で、非常に
༗用である。
　本研究では、まͩհޢґଘ度がい要支援者に
おいて、現ࡏར用されているհޢ༧αʔϏεྔ
をੑɾ年齢ผにٻめ、ۙ年のม化をࢉ出し、将来
ඞ要なྔをਪܭすることをతとして実施した。
հޢ༧αʔϏεのར用ঢ়گについては、ްੜ࿑
ಇলによってຖ年、հڅޢ費実ଶௐࠪが行わ
れ、݁果が公දされているが、ಉௐࠪにおいては
年齢ผ、要հޢɾ要支援ೝఆ۠ผのհڅޢ費
実績がࣔされているが、ੑผがؚまれていない。
հޢ༧においては、ੑผのҧいがେきく̍、̎ ʣ、
ੑࠩをྀߟできる手法がٻめられていた。
　一ํ、ްੜ࿑ಇলでは、要հޢೝఆ報հޢ
、費報を社会がより༗ޮに活用するためڅ
հޢσʔλϕʔεʢҎޙ、հޢ%#ʣをߏ築して
いる。そして 201� 年のհޢอݥ法վਖ਼により、
を行うことがٛ化さڙொଜから国にσʔλ提ࢢ
れるとともに、201�年「高齢者のҩྍの֬อに
ؔする法ୈेୈೋ߲�のنఆにͮجきอݥ

者ٴびظޙ高齢者ҩྍ広Ҭ࿈߹がްੜ࿑ಇେਉに
提ڙする報のར用ٴび提ڙにؔするࢦ」の告
ࣔにより、公益ੑの高い߹にݶり、ୈࡾ者提ڙ
がՄとされたところである。これより本研究は、
ୈࡾ者提ڙがڐされたհޢ%#のαϯϓϦϯά
σʔληοτを用いて、ੑผをྀߟした要支援者
にお͚るհޢ༧αʔϏεのར用ঢ়گについて
ੳした。

3．調査目的
　要支援者において、現ࡏར用されているհޢ༧
αʔϏεྔをੑɾ年齢ผにٻめ、ۙ年のม化を
することをతとしܭ出し、将来ඞ要なྔをਪࢉ
て実施した。

4．方法
　հޢ%#�には 2012 年および 201� 年のڅ
実績から、ར用者の年齢ʢ5ࡀຖʣ、ੑผ、要հ
者、αʔϏεछྨݥঢ়ଶ۠、事業ॴのあるอޢ
ίʔυ、αʔϏε༰ίʔυ、ೖॴʢӃʣ日、
֎ധ日、ୀॴʢӃʣޙのঢ়ଶがؚまれる。հ
は、研究者がҙのநࣜܗڙ�のσʔλ提#%ޢ
出݅をࢦఆするಛผந出と、ݸ人ಛఆՄੑを
ेにめるため、ްੜ࿑ಇলによりந出された
αϯϓϦϯάσʔληοτの 2छྨがあり�、本
研究ではαϯϓϦϯάσʔληοτをར用した。
2012年と 201� 年のσʔληοτをબし、հ
者のΈをରとし、ੳ߲څ༧αʔϏεडޢ
として年齢ʢ5ࡀຖʣ、ੑ ผ、要հޢঢ়ଶ۠、αʔ
Ϗεछྨίʔυをؚめた。ࠓճの提ڙにおいては、
本報Ϩίʔυがそろうج 2012 年��502� ݅、
201�年 10��0� ݅をੳରとした。
　αϯϓϧσʔληοτから、څ実績報࿈
݁Ωʔをར用し、̏つの DTW ϑΝΠϧを݁߹
し、ղੳՄなࣜܗにՃした。σʔλのѻい
は「要հޢೝఆ報ɾհޢϨηϓτ報の提
にؔするΨΠυϥΠϯʢްੜ࿑ಇলʣ」にैいڙ
行った。ղੳには 5BCMFBV�1��1ʢ5"#-&"6�
40'58"3&ʣを用いた。
　本研究は、名ݹେ学େ学Ӄҩ学ܥ研究科にお
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͚るྙ理ҕһ会のঝೝをಘて実施した。

5．結果
　ʢ平成 31 年 �月 2� 日現ࡏにおいて、ްੜ࿑
ಇলから݁果公දのڐՄがಘられておらͣ、ະ掲
載ʣ

6．考察
　2012 年と 201� 年のؒにおいて、հޢอݥ法
にେきなվఆがあり、௨ॴհޢ、๚հޢなど༧
څの一෦はհޢ༧ɾ日常ੜ活支援૯߹事業
にҠ行されたため、本研究でられた྆年のม化
はこのվఆのؔ༩がେきいとࢥわれた。現行のհ
༧๚ϦϋϏϦςʔγϣޢհ、ޢ༧๚հޢ
ϯが、దなものであれば、հޢ༧ɾ日常ੜ活
支援૯߹事業など、ΠϯϑΥʔϚϧέΞをؚめ、
そのଞのαʔϏεにସできるՄੑがࣔࠦされ
た一ํ、հޢ༧๚ޢ、հޢ༧๚ϦϋϏ
Ϧςʔγϣϯの݅の૿Ճは、հޢ༧໘にお
͚るޢ、ϦϋϏϦςʔγϣϯのઐతなؔわり
の広がりをࣔされた。

7．結論
　հޢ%#�のར用により、要支援者においてհ
め、ۙ年ٻ༧αʔϏεར用ྔをੑɾ年齢ผにޢ
のม化をࢉ出し、将来ඞ要なྔについてߟでき
た。

1ʣࡈ౻�ຽ ଇࠀ�౻ۙ� �ଜా�ઍӫ �జ�ඤ �
ླ�Ղ �ۙ౻�ঘݾ �+"(&4�άϧʔϓ ��高齢者
の֎出行動と社会తɾ༨Ջత活動にお͚るੑࠩと
Ҭࠩ　+"(&4�ϓϩδΣΫτから ��日本公ऺӴ
ੜࢽࡶ ���2	10
��5����0���2015
1ʣຟ本�ົ子 �ཅհాࢁ� �実ాࢁ� �த୩�༑थ �
子ج�ࡾ �ᬑ�༟ ࢘��٢ా �ԣܚ�ࢁ一 ࢁ�
០ܙ�美 �ҏୡ�平和 �ೆཬ�൲名子 �小দ�ޫ �٢
த�康子 �Ղయݪ౻� �Ԭࢁ�ೡ子 �ଜ�Έさか ��
Ҭཱࣗॅࡏ高齢者にお͚るసϦεΫのؔ࿈要Ҽ

とそのੑࠩ　ُԬελσΟ ��日本公ऺӴੜࢽࡶ ��
�2	�
��3�0��01��2015
1ʣްੜ࿑ಇল ��要հޢೝఆ報ɾհޢϨηϓτ
報の提ڙにؔするΨΠυϥΠϯ ��201�
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